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(57)【要約】
　提供されているのは、ＳＴ２０９４－１０を実装する
ビデオコーディングシステムによってビデオデータを処
理するための方法、装置、およびコンピュータ可読媒体
である。ビデオデータは、ビデオフレームの異なるディ
スプレイ領域において同じ時間にディスプレイされ得る
少なくとも２つのビデオ信号を含み得る。様々な実装に
おいて、様々な技法が、１つのセットのカラーボリュー
ムパラメータと１つのビデオ信号との間のアソシエーシ
ョンを決定するために使用され得、このアソシエーショ
ンは、ビットストリームに符号化され得る。ビットスト
リームの復号の際に、特定のビデオ信号に関連付けられ
た該セットのカラーボリュームパラメータが、特定のデ
ィスプレイデバイスによってディスプレイされ得るレン
ジにビデオ信号のカラーボリュームを圧縮するために使
用され得る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを処理するための方法であって、
　前記ビデオデータを受信することと、ここにおいて、前記ビデオデータは、少なくとも
２つのビデオ信号を含み、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得することと、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定することと、
ここにおいて、ディスプレイ領域は、ビデオ信号がディスプレイされることになるビデオ
フレームの一部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれのアソシ
エーションを決定することと、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセット
は、ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラ
メータを決定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成することと、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成することと、ここにお
いて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブロック
を含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号および
前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれ
ぞれのアソシエーションを符号化することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、前記
ビデオフレーム内の前記ディスプレイ領域の順序にしたがって前記符号化されたビットス
トリームに前記１つまたは複数のメタデータブロックを配置することを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、各々
が前記決定されたそれぞれのアソシエーションを示す前記符号化されたビットストリーム
に１つまたは複数の値を挿入することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１のディスプレ
イ領域は、前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第２のビデオ信号のための第２のデ
ィスプレイ領域と重なり、前記重なっている領域において使用すべき前記１つまたは複数
のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変
換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域と前記第２のディスプレイ領域との間の優
先度によって決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記優先度は、前記第１のディスプレイ領域および前記第２のディスプレイ領域が前記
ビデオフレームにおいてディスプレイされる順序に基づく、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記優先度は、前記ビデオデータによって提供される値に基づく、請求項４に記載の方
法。
【請求項７】
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　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　ビデオデータを処理するための装置であって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、ここにおいて、前記ビデオデータ
は、少なくとも２つのビデオ信号を含む、
　プロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得することと、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定することと、
ここにおいて、ディスプレイ領域は、２つのビデオ信号がディスプレイされることになる
ビデオフレームの複数の部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエーション
を決定することと、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセットは、ビデオ
信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決
定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成することと、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成することと、ここにお
いて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブロック
を含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号と前記
１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれぞれ
のアソシエーションを符号化することと、
　を行うように構成される、装置。
【請求項９】
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、前記
ビデオフレーム内の前記ディスプレイ領域の順序にしたがって前記符号化されたビットス
トリームに前記１つまたは複数のメタデータブロックを配置することを含む、請求項８に
記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、各々
が前記決定されたそれぞれのアソシエーションを示す前記符号化されたビットストリーム
に１つまたは複数の値を挿入することを含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１のディスプレ
イ領域は、前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第２のビデオ信号のための第２のデ
ィスプレイ領域と重なり、前記重なっている領域において使用すべき前記１つまたは複数
のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変
換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域と前記第２のディスプレイ領域との間の優
先度によって決定される、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、請求項８に記載
の装置。
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【請求項１３】
　命令を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、１つまたは複
数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　ビデオデータを受信することと、ここにおいて、前記ビデオデータは、少なくとも２つ
のビデオ信号を含む、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得することと、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定することと、
ここにおいて、ディスプレイ領域は、ビデオ信号がディスプレイされることになるビデオ
フレームの複数の部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれのアソシ
エーションを決定することと、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセット
は、ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラ
メータを決定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成することと、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成することと、ここにお
いて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブロック
を含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号と前記
１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれぞれ
のアソシエーションを符号化することと、
　を行わせる、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１４】
　ビデオデータを処理するための装置であって、
　前記ビデオデータを受信するための手段と、ここにおいて、前記ビデオデータは、少な
くとも２つのビデオ信号を含み、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得するための手段と、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定するための手
段と、ここにおいて、ディスプレイ領域は、ビデオ信号がディスプレイされることになる
ビデオフレームの複数の部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエーション
を決定するための手段と、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセットは、
ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメー
タを決定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成するための手段と、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成するための手段と、こ
こにおいて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブ
ロックを含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号と前記
１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれぞれ
のアソシエーションを符号化するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項１５】
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　ビデオデータを処理する方法であって、
　符号化されたビットストリームを受信することと、ここにおいて、前記符号化されたビ
ットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを
含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
することと、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカ
ラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータ
との間のアソシエーションを決定することと、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号することと、ここにおいて、前記それぞ
れの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディスプレイ
領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を備える、方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記ディスプレ
イ領域の順序に基づく、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記符号化され
たビットストリームに含まれる１つまたは複数の値に基づく、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１
のディスプレイ領域は、前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第２のビ
デオ信号のための第２のディスプレイ領域と重なり、前記重なっている領域において使用
すべき前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセ
ットのカラーボリューム変換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域と前記第２のデ
ィスプレイ領域との間の優先度によって決定される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記優先度は、前記第１のディスプレイ領域および前記第２のディスプレイ領域がビデ
オフレームにおいてディスプレイされる順序に基づく、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記優先度は、前記ビデオデータによって提供される値に基づく、請求項１８に記載の
方法。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、請求項１８に記
載の方法。
【請求項２２】
　ビデオデータを処理するための装置であって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　プロセッサとを備え、前記プロセッサは、
　符号化されたビットストリームを受信することと、ここにおいて、前記符号化されたビ
ットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを
含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
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することと、
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、カラーボリューム変換パラメータ
の前記セットのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエ
ーションを決定することと、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号することと、ここにおいて、前記それぞ
れの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディスプレイ
領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を行うように構成される、装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記ディスプレ
イ領域の順序に基づく、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記符号化され
たビットストリームに含まれる１つまたは複数の値に基づく、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１
のディスプレイ領域は、前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第２のビ
デオ信号のための第２のディスプレイ領域と重なり、ここにおいて、前記重なっている領
域において使用すべき前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータの
うちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域
と前記第２のディスプレイ領域との間の優先度によって決定される、請求項２２に記載の
装置。
【請求項２６】
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、請求項２２に記
載の装置。
【請求項２７】
　命令を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、１つまたは複
数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　符号化されたビットストリームを受信することと、ここにおいて、前記符号化されたビ
ットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを
含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
することと、
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、カラーボリューム変換パラメータ
の前記セットのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエ
ーションを決定することと、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号することと、ここにおいて、前記それぞ
れの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディスプレイ
領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を行わせる、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　ビデオデータを処理するための装置であって、
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　符号化されたビットストリームを受信するための手段と、ここにおいて、前記符号化さ
れたビットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは
複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロ
ックを含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
するための手段と、
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、カラーボリューム変換パラメータ
の前記セットのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエ
ーションを決定するための手段と、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号するための手段と、ここにおいて、前記
それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディス
プレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を備える、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本願は、ビデオシステムおよび方法に関する。より具体的には、本願は、ダイナ
ミックメタデータ（たとえばＳＴ２０９４－１０）を用いてハイダイナミックレンジ（Ｈ
ＤＲ）ビデオシステムを体系化および管理するためのシステムおよび方法に関する。これ
らのシステムおよび方法は、ＵＨＤおよびＨＤＲ／ＷＣＧビデオ信号のシグナリングをサ
ポートするデジタルビデオブロードキャスティングまたはＯｖｅｒ－Ｔｈｅ－Ｔｏｐビデ
オシステム、あるいは何れの他の適したビデオシステムにも適用可能である。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ビデオコーディング規格の例は、（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣとし
ても知られている）ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４ビジュアル
、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６２またはＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－
２ビジュアル、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－１ビジュアル、およびＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６
１を含み、そのスケーラブル映像符号化（ＳＶＣ）および多視点映像符号化（ＭＶＣ）拡
張版も含む。
【０００３】
　[0003]加えて、ビデオコーディング規格、即ち高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）
は、ＩＴＵ－Ｔビデオコーディング専門家グループ（ＶＣＥＧ）およびＩＳＯ／ＩＥＣ動
画専門家グループ（ＭＰＥＧ）のビデオコーディングに関する共同チーム（ＪＣＴ－ＶＣ
）よって開発されてきた。最新のＨＥＶＣドラフト仕様書は、「Recommendation ITU-T H
.265: High Efficiency Video Coding (HEVC)」http://www.itu.int/rec/T-REC-H.265-20
1504-I/enとして入手可能である。
【０００４】
　[0004]復号プロセスに続いて、非圧縮ビデオ信号が、高速デジタル物理インターフェー
スを通って、ディスプレイまたはＴＶといったエンドコンシューマデバイスにシグナリン
グされる。デジタルテレビ（ＤＴＶ）や、デジタルケーブルや、衛星または地上セットト
ップボックス（ＳＴＢ）や、限定されないがＤＶＤプレイヤ／レコーダ、および他の関連
するソースまたはシンクを含む関連する周辺デバイスといったコンシューマ電子デバイス
による非圧縮デジタルインターフェースの利用に関するプロトコル、要件、および勧告が
ＣＴＡ－８６１仕様書において規定されている。仕様書の直近のバージョンは、https://
standards.cta.tech/kwspub/published_docs/ ANSI-CTA-861-F-Preview.pdfで入手可能で
ある。
【発明の概要】
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【０００５】
　[0005]様々な実装において提供されているのは、ＳＴ２０９４－１０によって定義され
ているカラーボリューム変換パラメータをビットストリーム中に符号化するためのシステ
ムおよび方法である。ビデオは、広色域および色の大きいダイナミックレンジ（a large 
dynamic range of colors）を含む、大きいカラーボリューム（a large color volume）
でキャプチャされ得る。この方法でキャプチャされたビデオは、人間の視覚（human visi
on）によって知覚され得る色のレンジおよび深度をキャプチャすることを試みる。しかし
ながらディスプレイデバイスは、大きいカラーボリュームをディスプレイすることができ
ないことがある（may）。したがって、ＳＴ２０９４－１０のような規格は、カラーボリ
ューム変換を行うためのパラメータを定義し、これは、カラーボリュームをよりコンパク
トな形態に圧縮するために使用され得る。
【０００６】
　[0006]提供されるのは、ビデオコーディングシステムがＳＴ２０９４－１０によって定
義されているパラメータを使用することを可能にする技法である。少なくとも１つの例に
したがうと、ビデオデータを受信することを含む該ビデオデータを処理する方法が提供さ
れ、ここにおいて、該ビデオデータは、少なくとも２つのビデオ信号を含む。方法はさら
に、ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取得
することを含む。方法はさらに、少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレ
イ領域を決定することを含み、ここにおいて、該ディスプレイ領域は、該少なくとも２つ
のビデオ信号がディスプレイされることになるビデオフレームの一部分を決定する。方法
はさらに、少なくとも２つのビデオ信号の各々について、該少なくとも２つのビデオ信号
のうちの１つのビデオ信号（a video signal）と、１つまたは複数のセットのカラーボリ
ューム変換パラメータのうちの１つのセットの（a set of）カラーボリューム変換パラメ
ータとの間のアソシエーションを決定することを含み、ここにおいて、該セットのカラー
ボリューム変換パラメータは、該ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つま
たは複数のディスプレイパラメータを決定する。方法はさらに、１つまたは複数のセット
のカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複数のメタデータブロックを生成
することを含む。方法はさらに、ビデオデータについて符号化されたビットストリームを
生成することを含み、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、１つまたは複
数のメタデータブロックを含む。方法はさらに、符号化されたビットストリームにおいて
、少なくとも２つのビデオ信号と１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータ
との間の決定されたアソシエーションを符号化することを含む。
【０００７】
　[0007]別の例では、少なくとも２つのビデオ信号を含むビデオデータを記憶するように
構成されたメモリと、プロセッサとを含む装置が提供される。プロセッサは、ビデオデー
タから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取得するように構成
され、取得することができる。プロセッサは、少なくとも２つのビデオ信号の各々のため
のディスプレイ領域を決定するように構成され、決定することができ、ここにおいて、該
ディスプレイ領域は、該少なくとも２つのビデオ信号がディスプレイされることになるビ
デオフレームの一部分を決定する。プロセッサは、少なくとも２つのビデオ信号の各々に
ついて、該少なくとも２つのビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換
パラメータの間のそれぞれのアソシエーションを決定するように構成され、決定すること
ができ、ここにおいて、該セットのカラーボリューム変換パラメータは、該ビデオ信号の
ためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する
。プロセッサは、１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１
つまたは複数のメタデータブロックを生成するように構成され、生成することができる。
プロセッサは、ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成するように構
成され、生成することができ、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、１つ
または複数のメタデータブロックを含む。プロセッサは、符号化されたビットストリーム
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において、少なくとも２つのビデオ信号と１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化するように構成され、
符号化することができる。
【０００８】
　[0008]別の例では、命令を記憶したコンピュータ可読媒体が提供され、該命令は、プロ
セッサによって実行されると、方法を実行し、該方法は、ビデオデータを受信することを
含み、ここにおいて、該ビデオデータは、少なくとも２つのビデオ信号を含む。方法はさ
らに、ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得することを含む。方法はさらに、少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプ
レイ領域を決定することを含み、ここにおいて、該ディスプレイ領域は、該少なくとも２
つのビデオ信号がディスプレイされることになるビデオフレームの一部分を決定する。方
法はさらに、少なくとも２つのビデオ信号の各々について、該少なくとも２つのビデオ信
号のうちの１つのビデオ信号と、１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータの間のそれぞれのアソシエ
ーションを決定することを含み、ここにおいて、該セットのカラーボリューム変換パラメ
ータは、該ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレ
イパラメータを決定する。方法はさらに、１つまたは複数のセットのカラーボリューム変
換パラメータのための１つまたは複数のメタデータブロックを生成することを含む。方法
はさらに、ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成することを含み、
ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、１つまたは複数のメタデータブロッ
クを含む。方法はさらに、符号化されたビットストリームにおいて、少なくとも２つのビ
デオ信号と１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の決定されたそ
れぞれのアソシエーションを符号化することを含む。
【０００９】
　[0009]別の例では、ビデオデータを受信するための手段を含む装置が提供され、ここに
おいて、該ビデオデータは、少なくとも２つのビデオ信号を含む。装置はさらに、ビデオ
データから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取得するための
手段を備える。装置はさらに、少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ
領域を決定するための手段を備え、ここにおいて、該ディスプレイ領域は、該少なくとも
２つのビデオ信号がディスプレイされることになるビデオフレームの一部分を決定する。
装置はさらに、少なくとも２つのビデオ信号の各々について、該少なくとも２つのビデオ
信号のうちの１つのビデオ信号と、１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラ
メータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータの間のそれぞれのアソシ
エーションを決定するための手段を備え、ここにおいて、該セットのカラーボリューム変
換パラメータは、該ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のデ
ィスプレイパラメータを決定する。装置はさらに、１つまたは複数のセットのカラーボリ
ューム変換パラメータのための１つまたは複数のメタデータブロックを生成するための手
段を備える。装置はさらに、ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成
するための手段を備え、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、１つまたは
複数のメタデータブロックを含む。装置はさらに、符号化されたビットストリームにおい
て、少なくとも２つのビデオ信号と１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメー
タとの間の決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化するための手段を備える。
【００１０】
　[0010]いくつかの態様では、少なくとも２つのビデオ信号と１つまたは複数のセットの
カラーボリュームパラメータとの間の決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化す
ることは、ビデオフレーム内のディスプレイ領域の順序にしたがって符号化されたビット
ストリームに１つまたは複数のメタデータブロックを配置することを含む。
【００１１】
　[0011]いくつかの態様では、少なくとも２つのビデオ信号と１つまたは複数のセットの
カラーボリュームパラメータとの間の決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化す
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ることは、各々が決定されたそれぞれのアソシエーションを示す１つまたは複数の値を、
符号化されたビットストリーム中に挿入することを含む。
【００１２】
　[0012]いくつかの態様では、少なくとも２つのビデオ信号のうちの第１のビデオ信号の
ための第１のディスプレイ領域は、該少なくとも２つのビデオ信号のうちの第２のビデオ
信号のための第２のディスプレイ領域と重なり、重なっている領域において使用すべき１
つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラー
ボリューム変換パラメータは、第１のディスプレイ領域と第２のディスプレイ領域との間
の優先度によって決定される。いくつかの態様では、優先度は、第１のディスプレイ領域
および第２のディスプレイ領域がビデオフレームにおいてディスプレイされる順序に基づ
く。いくつかの態様では、優先度は、ビデオデータによって提供される値に基づく。
【００１３】
　[0013]いくつかの態様では、１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数
の補足強化情報（ＳＥＩ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化
される。
【００１４】
　[0014]少なくとも１つの例にしたがうと、符号化されたビットストリームを受信するこ
とを含む、該ビデオデータを処理する方法が提供され、ここにおいて、該符号化されたビ
ットストリームは、１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを含む、
１つまたは複数のメタデータブロック、および少なくとも２つの符号化されたビデオ信号
を含む。方法はさらに、少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディス
プレイ領域を決定することを含む。方法はさらに、少なくとも２つのビデオ信号の各々に
ついて、該少なくとも２つのビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換
パラメータの間のアソシエーションを決定することを含む。方法はさらに、該関連付けら
れたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、少なくとも２つの符号化され
たビデオ信号を復号することを含み、ここにおいて、該関連付けられたセットのカラーボ
リューム変換パラメータは、対応するディスプレイ領域についての１つまたは複数のディ
スプレイパラメータを決定する。
【００１５】
　[0015]別の例では、ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、プロセッサと
を含む装置が提供される。プロセッサは、符号化されたビットストリームを受信するよう
に構成され、受信することができ、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数のセットのカラーボリ
ューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを含む。プロセッサは
、少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定する
ように構成され、決定することができる。プロセッサは、少なくとも２つの符号化された
ビデオ信号の各々について、該少なくとも２つのビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と
、１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカ
ラーボリューム変換パラメータの間のアソシエーションを決定するように構成され、決定
することができる。プロセッサは、該関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラ
メータを使用して、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号するように構成され
、復号することができ、ここにおいて、該関連付けられたセットのカラーボリューム変換
パラメータは、対応するディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラ
メータを決定する。
【００１６】
　[0016]別の例では、命令を記憶したコンピュータ可読媒体が提供され、該命令は、プロ
セッサによって実行されると、方法を実行し、該方法は、符号化されたビットストリーム
を受信することを含み、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、少なくとも
２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換
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パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを含む。方法はさらに、少なくと
も符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定することを含む
。方法はさらに、少なくとも２つのビデオ信号の各々について、該少なくとも２つのビデ
オ信号のうちの１つのビデオ信号と、１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パ
ラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータの間のアソシエーショ
ンを決定することを含む。方法はさらに、関連付けられたセットのカラーボリューム変換
パラメータを使用して、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号することを含み
、ここにおいて、該関連付けられたセットのカラーボリュームは、対応するディスプレイ
領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する。
【００１７】
　[0017]別の例では、符号化されたビットストリームを受信するための手段を含む装置が
提供され、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、少なくとも２つの符号化
されたビデオ信号、および１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを
含む１つまたは複数のメタデータブロックを含む。装置はさらに、少なくとも符号化され
た２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定するための手段を備える。装
置はさらに、少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々について、該少なくとも２
つの符号化された信号のうちの１つのビデオ信号と、１つまたは複数のセットのカラーボ
リューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間
のアソシエーションを決定するための手段を備える。装置はさらに、関連付けられたセッ
トのカラーボリューム変換パラメータを使用して、少なくとも２つの符号化されたビデオ
信号を復号するための手段を備え、ここにおいて、該関連付けられたセットのカラーボリ
ューム変換パラメータは、対応するディスプレイ領域についての１つまたは複数のディス
プレイパラメータを決定する。
【００１８】
　[0018]いくつかの態様では、少なくとも２つのビデオ信号と、１つまたは複数のセット
のカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエーションは、ディスプレイ領域の順
序に基づく。
【００１９】
　[0019]いくつかの態様では、少なくとも２つのビデオ信号と、１つまたは複数のセット
のカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエーションは、符号化されたビットス
トリームに含まれる１つまたは複数の値に基づく。
【００２０】
　[0020]いくつかの態様では、少なくとも２つのビデオ信号のうちの第１のビデオ信号の
ための第１のディスプレイ領域は、少なくとも２つのビデオ信号のうちの第２のビデオ信
号のための第２のディスプレイ領域と重なり、重なっている領域において使用すべき１つ
または複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボ
リューム変換パラメータは、第１のディスプレイ領域と第２のディスプレイ領域との間の
優先度によって決定される。いくつかの態様では、優先度は、第１のディスプレイ領域お
よび第２のディスプレイ領域がビデオフレームにおいてディスプレイされる順序に基づく
。いくつかの態様では、優先度は、ビデオデータによって提供される値に基づく。
【００２１】
　[0021]いくつかの態様では、１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数
の補足強化情報（ＳＥＩ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化
される。
【００２２】
　[0022]少なくとも１つの例にしたがうと、ビデオデータを受信することを含むビデオデ
ータを処理する方法が提供され、ここにおいて、該ビデオデータは、カラーボリュームに
関連付けられる。方法はさらに、ビデオデータから１つのセットのカラーボリューム変換
パラメータを取得することを含み、ここにおいて、該セットのカラーボリューム変換パラ
メータは、カラーボリュームを変換するために使用され得る。方法はさらに、１つのセッ
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トのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータを取得することを含み、ここ
において、該セットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータは、ビデオ
データのマスタコピーを生成するときに決定される値を含む。方法はさらに、該セットの
カラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複数のメタデータブロックを生成す
ることを含む。方法はさらに、該セットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパ
ラメータのための１つまたは複数のさらなるメタデータブロックを生成することを含む。
方法はさらに、ビデオデータのための符号化されたビットストリームを生成することを含
み、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、１つまたは複数のメタデータブ
ロックおよび１つまたは複数のさらなるメタデータブロックを含み、ここにおいて、該１
つまたは複数のさらなるメタデータブロックを含むことは、該符号化されたビットストリ
ームに該１つまたは複数のメタデータブロックが存在することによって必要とされる。
【００２３】
　[0023]別の例では、カラーボリュームを含むビデオデータを記憶するように構成された
メモリと、プロセッサとを含む装置が提供される。プロセッサは、ビデオデータから１つ
のセットのカラーボリューム変換パラメータを取得するように構成され、取得することが
でき、ここにおいて、該セットのカラーボリューム変換パラメータは、カラーボリューム
を変換するために使用され得る。プロセッサは、１つのセットのマスタリングディスプレ
イカラーボリュームパラメータを取得するように構成され、取得することができ、ここに
おいて、該セットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータは、ビデオデ
ータのマスタコピーを生成するときに決定される値を含む。プロセッサは、該セットのカ
ラーボリューム変換パラメータための１つまたは複数のメタデータブロックを生成するよ
うに構成され、生成することができる。プロセッサは、該セットのマスタリングディスプ
レイカラーボリュームパラメータのための１つまたは複数のさらなるメタデータブロック
を生成するように構成され、生成することができる。プロセッサは、ビデオデータのため
の符号化されたビットストリームを生成するように構成され、生成することができ、ここ
において、該符号化されたビットストリームは、１つまたは複数のメタデータブロックお
よび１つまたは複数のさらなるメタデータブロックを含み、ここにおいて、該１つまたは
複数のさらなるメタデータブロックを含むことは、該符号化されたビットストリームに該
１つまたは複数のメタデータブロックが存在することによって必要とされる。
【００２４】
　[0024]別の例では、命令を記憶したコンピュータ可読媒体が提供され、該命令は、プロ
セッサによって実行されると、方法を含み、該方法は、ビデオデータを受信することを含
み、ここにおいて、該ビデオデータは、カラーボリュームを含む。方法はさらに、ビデオ
データから１つのセットのカラーボリューム変換パラメータを取得することを含み、ここ
において、該セットのカラーボリューム変換パラメータは、カラーボリュームを変換する
ために使用され得る。方法はさらに、１つのセットのマスタリングディスプレイカラーボ
リュームパラメータを取得することを含み、ここにおいて、該セットのマスタリングディ
スプレイカラーボリュームパラメータは、ビデオデータのマスタコピーを生成するときに
決定される値を含む。方法はさらに、該セットのカラーボリューム変換パラメータのため
の１つまたは複数のメタデータブロックを生成することを含む。方法はさらに、該セット
のマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータのための１つまたは複数のさら
なるメタデータブロックを生成することを含む。方法はさらに、ビデオデータのための符
号化されたビットストリームを生成することを含み、ここにおいて、該符号化されたビッ
トストリームは、１つまたは複数のメタデータブロックおよび１つまたは複数のさらなる
メタデータブロックを含み、ここにおいて、該１つまたは複数のさらなるメタデータブロ
ックを含むことは、該符号化されたビットストリームに該１つまたは複数のメタデータブ
ロックが存在することによって必要とされる。
【００２５】
　[0025]別の例では、ビデオデータを受信するための手段を含む装置が提供され、ここに
おいて、該ビデオデータは、カラーボリュームを含む。装置はさらに、ビデオデータから
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１つのセットのカラーボリューム変換パラメータを取得するための手段を備え、ここにお
いて、該セットのカラーボリューム変換パラメータは、カラーボリュームを変換するため
に使用され得る。装置はさらに、１つのセットのマスタリングディスプレイカラーボリュ
ームパラメータを取得するための手段を備え、ここにおいて、該セットのマスタリングデ
ィスプレイカラーボリュームパラメータは、ビデオデータのマスタコピーを生成するとき
に決定される値を含む。装置はさらに、該セットのカラーボリューム変換パラメータのた
めの１つまたは複数のメタデータブロックを生成するための手段を備える。装置はさらに
、該セットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータのための１つまたは
複数のさらなるメタデータブロックを生成するための手段を備える。装置はさらに、ビデ
オデータのための符号化されたビットストリームを生成するための手段を備え、ここにお
いて、該符号化されたビットストリームは、１つまたは複数のメタデータブロックおよび
１つまたは複数のさらなるメタデータブロックを含み、ここにおいて、該１つまたは複数
のさらなるメタデータブロックを含むことは、該符号化されたビットストリームに該１つ
または複数のメタデータブロックが存在することによって必要とされる。
【００２６】
　[0026]いくつかの態様では、該セットのカラーボリューム変換パラメータは、伝達特性
を含み、符号化されたビットストリームにおいて、１つまたは複数のメタデータブロック
は、該伝達特性が特定の値に対応しないときに除外される。
【００２７】
　[0027]いくつかの態様では、該セットのカラーボリューム変換パラメータおよび該セッ
トのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータは、同じフィールドを含み、
該フィールドは、該フィールドが１つまたは複数のさらなるメタデータブロックに存在す
ることに基づいて１つまたは複数のメタデータブロックから省かれる。
【００２８】
　[0028]いくつかの態様では、ビデオデータは複数の処理ウィンドウを含み、符号化され
たビットストリームにおいて、該複数の処理ウィンドウの量は、１～１６の間の値に制限
される。
【００２９】
　[0029]いくつかの態様では、ビデオデータは複数のコンテンツ記述要素を含み、符号化
されたビットストリームにおいて、該複数のコンテンツ記述要素の量は、１に制限される
。
【００３０】
　[0030]いくつかの態様では、ビデオデータは複数のターゲットディスプレイ要素を含み
、符号化されたビットストリームにおいて、該複数のターゲットディスプレイ要素の量は
、１～１６の間の値に制限される。
【００３１】
　[0031]いくつかの態様では、符号化されたビットストリームは、該符号化されたビット
ストリームに各アクセスユニットのための少なくとも１つのメタデータブロックを含み、
該メタデータブロックは、カラーボリューム変換パラメータを含む。
【００３２】
　[0032]いくつかの態様では、リザーブ（reserved）と定義された値は、符号化されたビ
ットストリームから除外される。
【００３３】
　[0033]いくつかの態様では、１つまたは複数のメタデータブロックは各々、長さ値を含
み、符号化されたビットストリームにおいて、該長さ値は、８の倍数に制限される。
【００３４】
　[0034]いくつかの態様では、１つまたは複数のメタデータブロックは各々、長さ値を含
み、符号化されたビットストリームにおいて、該長さ値は、０～２５５の間の値に制限さ
れる。
【００３５】
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　[0035]いくつかの態様では、１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数
の補足強化情報（ＳＥＩ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化
される。
【００３６】
　[0036]いくつかの態様では、１つまたは複数のさらなるメタデータブロックは、１つま
たは複数の補足強化情報（ＳＥＩ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおい
て符号化される。
【００３７】
　[0037]少なくとも１つの例にしたがうと、符号化されたビットストリームを受信するこ
とを含むビデオデータを処理する方法が提供され、ここにおいて、該符号化されたビット
ストリームは、１つのセットの符号化されたカラーボリューム変換パラメータを含む１つ
または複数のメタデータブロックを含む。方法はさらに、符号化されたビットストリーム
に１つまたは複数のメタデータブロックが存在することを決定することを含む。方法はさ
らに、符号化されたビットストリームに１つまたは複数のメタデータブロックが存在する
ことの決定に基づいて、１つまたは複数のさらなるブロックが存在することが該符号化さ
れたビットストリームにおいて必要とされることを決定することを含む。方法はさらに、
符号化されたビットストリームが、符号化されたセットのマスタリングディスプレイカラ
ーボリュームパラメータを含む１つまたは複数のさらなるメタデータブロックを含まない
ことを決定することを含む。方法はさらに、符号化されたビットストリームが１つまたは
複数のさらなるメタデータブロックを含まないことに基づいて、該符号化されたビットス
トリームが要件に適合しないことを決定することを含む。方法はさらに、符号化されたビ
ットストリームが要件に適合しないという決定に基づいて、該符号化されたビットストリ
ームの少なくとも一部を処理しないことを含む。
【００３８】
　[0038]別の例では、ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、プロセッサと
を含む装置が提供される。プロセッサは、符号化されたビットストリームを受信するよう
に構成され、受信することができ、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、
１つのセットの符号化されたカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメ
タデータブロックを含む。プロセッサは、符号化されたビットストリームに１つまたは複
数のメタデータブロックが存在することを決定するように構成され、決定することができ
る。プロセッサは、符号化されたビットストリームに１つまたは複数のメタデータブロッ
クが存在することの決定に基づいて、１つまたは複数のさらなるブロックが存在すること
が該符号化されたビットストリームにおいて必要とされることを決定するように構成され
、決定することができる。プロセッサは、符号化されたビットストリームが、符号化され
たセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータを含む１つまたは複数
のさらなるメタデータブロックを含まないことを決定するように構成され、決定すること
ができる。プロセッサは、符号化されたビットストリームが１つまたは複数のさらなるメ
タデータブロックを含まないことに基づいて、該符号化されたビットストリームが要件に
適合しないことを決定するように構成され、決定することができる。プロセッサは、符号
化されたビットストリームが要件に適合しないという決定に基づいて、該符号化されたビ
ットストリームの少なくとも一部を処理しないように構成され、処理しないことができる
。
【００３９】
　[0039]別の例では、命令を記憶したコンピュータ可読媒体が提供され、該命令は、プロ
セッサによって実行されると、方法を実行し、該方法は、符号化されたビットストリーム
を受信することを含み、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、１つのセッ
トの符号化されたカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブ
ロックを含む。方法はさらに、符号化されたビットストリームに１つまたは複数のメタデ
ータブロックが存在することを決定することを含む。方法はさらに、符号化されたビット
ストリームに１つまたは複数のメタデータブロックが存在することの決定に基づいて、１
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つまたは複数のさらなるブロックが存在することが該符号化されたビットストリームにお
いて必要とされることを決定することを含む。方法はさらに、符号化されたビットストリ
ームが、符号化されたセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータを
含む１つまたは複数のさらなるメタデータブロックを含まないことを決定することを含む
。方法はさらに、符号化されたビットストリームが１つまたは複数のさらなるメタデータ
ブロックを含まないことに基づいて、該符号化されたビットストリームが要件に適合しな
いことを決定することを含む。方法はさらに、符号化されたビットストリームが要件に適
合しないという決定に基づいて、該符号化されたビットストリームの少なくとも一部を処
理しないことを含む。
【００４０】
　[0040]別の例では、符号化されたビットストリームを受信するための手段を含む装置が
提供され、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、１つのセットの符号化さ
れたカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを含む
。装置はさらに、符号化されたビットストリームに１つまたは複数のメタデータブロック
が存在することを決定するための手段を備える。装置はさらに、符号化されたビットスト
リームに１つまたは複数のメタデータブロックが存在することの決定に基づいて、１つま
たは複数のさらなるブロックが存在することが該符号化されたビットストリームにおいて
必要とされることを決定するための手段を備える。装置はさらに、符号化されたビットス
トリームが、符号化されたセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメー
タを含む１つまたは複数のさらなるメタデータブロックを含まないことを決定するための
手段を備える。装置はさらに、符号化されたビットストリームが１つまたは複数のさらな
るメタデータブロックを含まないことに基づいて、該符号化されたビットストリームが要
件に適合しないことを決定するための手段を備える。装置はさらに、符号化されたビット
ストリームが要件に適合しないという決定に基づいて、該符号化されたビットストリーム
の少なくとも一部を処理しないための手段を備える。
【００４１】
　[0041]いくつかの態様では、符号化されたセットのカラーボリューム変換パラメータは
、伝達特性を含む。これらの態様では、上で説明された方法、装置、およびコンピュータ
可読媒体はさらに、伝達特性の値が特定の値であることを決定することを備える。これら
の態様では、符号化されたビットストリームが適合していないことを決定することはさら
に、１つまたは複数のメタデータブロックが、伝達特性の値が特定の値であるときに該符
号化されたビットストリームに含まれていることに基づく。
【００４２】
　[0042]いくつかの態様では、符号化されたセットのカラーボリューム変換パラメータお
よび符号化されたセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータは、同
じフィールドを含み、符号化されたビットストリームが適合していないことを決定するこ
とはさらに、該フィールドが、１つまたは複数のメタデータブロックと１つまたは複数の
さらなるメタデータブロックとの両方に存在することに基づく。
【００４３】
　[0043]いくつかの態様では、符号化されたセットのカラーボリューム変換パラメータお
よび符号化されたセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータは、同
じフィールドを含み、該フィールドは、１つまたは複数のメタデータブロックから省かれ
る。これらの態様では、上で説明された方法、装置、およびコンピュータ可読媒体は、該
セットのカラーボリュームパラメータを復号することをさらに備え、復号することは、符
号化されたセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータからのフィー
ルドについての値を使用することを含む。
【００４４】
　[0044]いくつかの態様では、ビデオデータは複数の処理ウィンドウを含み、符号化され
たビットストリームが適合していないことを決定することはさらに、該複数の処理ウィン
ドウの量が１６よりも大きいことに基づく。
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【００４５】
　[0045]いくつかの態様では、ビデオデータは複数のコンテンツ記述要素を含み、符号化
されたビットストリームが適合していないことを決定することはさらに、該複数のコンテ
ンツ記述要素の量が１よりも大きいことに基づく。
【００４６】
　[0046]いくつかの態様では、ビデオデータは複数のターゲットディスプレイ要素を含み
、符号化されたビットストリームが適合していないことを決定することはさらに、該複数
のターゲットディスプレイ要素の量が１６よりも大きいことに基づく。
【００４７】
　[0047]いくつかの態様では、上で説明された方法、装置、およびコンピュータ可読媒体
はさらに、符号化されたビットストリームが、該符号化されたビットストリームに特定の
アクセスユニットのためのメタデータブロックを含まないことを決定することを備え、該
符号化されたビットストリームが適合していないことを決定することはさらに、該符号化
されたビットストリームが、該特定のアクセスユニットのためのメタデータブロックを含
まないことに基づく。
【００４８】
　[0048]いくつかの態様では、上で説明された方法、装置、およびコンピュータ可読媒体
はさらに、符号化されたビットストリームがリザーブ値を含むことを決定することを備え
、該符号化されたビットストリームが適合していないことを決定することはさらに、該符
号化されたビットストリームがリザーブ値を含むことに基づく。
【００４９】
　[0049]いくつかの態様では、１つまたは複数のメタデータブロックは各々、長さ値を含
み、符号化されたビットストリームが適合していないことを決定することはさらに、該長
さ値が８の倍数でないことに基づく。
【００５０】
　[0050]いくつかの態様では、１つまたは複数のメタデータブロックは各々、長さ値を含
み、符号化されたビットストリームが適合していないことを決定することはさらに、該長
さ値が２５５よりも大きいことに基づく。
【００５１】
　[0051]いくつかの態様では、１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数
の補足強化情報（ＳＥＩ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化
される。
【００５２】
　[0052]いくつかの態様では、１つまたは複数のさらなるメタデータブロックは、１つま
たは複数の補足強化情報（ＳＥＩ）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおい
て符号化される。
【００５３】
　[0053]この発明の概要は、本願請求項の主題の肝要または不可欠な特徴を特定するよう
には意図されておらず、本願請求項の主題の範囲を限定するために独立して（in isolati
on）使用されるようにも意図されていない。主題は、本特許出願の明細書全体、任意また
は全ての図面、および各請求項の適切な部分を参照することによって理解されるべきであ
る。
【００５４】
　[0054]前述したことは、他の特徴および実施形態とともに、以下の明細書、請求項、お
よび添付の図面を参照することでより明らかになるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
　[0055]様々な実装のｔｈｅの例示的な例が、以下の図面の図を参照して下記で詳細に説
明される。
【図１】符号化デバイス１０４および復号デバイスを含むビデオコーディングシステムの
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例を例示するブロック図である。
【図２】様々なディスプレイタイプのダイナミックレンジと比較した、通常の人間の視覚
のダイナミックレンジを例示する。
【図３】ＳＤＲ色域（color gamut）を表す三角形およびＨＤＲ色域を表す三角形で重ね
書きされている（overlaid）、色度図の例を例示する。
【図４】高精度の線形ＲＧＢ４０２ビデオデータをＨＤＲデータに転換する（converting
）ためのプロセスの例を例示する。
【図５】様々な規格によって定義されている伝達関数（transfer functions）によって作
り出される（produced）ルミナンス曲線の例を例示する。
【図６】ＳＴ２０９４－１０の実装で使用され得る処理ブロックの例を例示する。
【図７】ビデオデータを処理するためのプロセスの例である。
【図８】ビデオデータを処理するためのプロセスの例である。
【図９】ビデオデータを処理するためのプロセスの例である。
【図１０】ビデオデータを処理するためのプロセスの例である。
【図１１】例となる符号化デバイスを例示するブロック図である。
【図１２】例となる復号デバイスを例示するブロック図である。
【詳細な説明】
【００５６】
　[0068]本開示のある特定の態様および実施形態が下記で提供される。これらの態様およ
び実施形態のうちのいくつかは、当業者に明らかであるように、独立して適用され得、そ
れらのうちのいくつかは、組合せで適用され得る。以下の説明では、説明の目的で、具体
的な詳細が本開示の実施形態の完全な理解を提供するために述べられる。しかしながら、
様々な実施形態がこれらの具体的な詳細なしで実施され得ることは明らかだろう。図およ
び説明は、限定的であるとは意図されていない。
【００５７】
　[0069]次に続く説明は、実例的な実施形態のみを提供しており、本開示の範囲、適用可
能性、または構成を限定するようには意図されていない。むしろ、次に続く実例的な実施
形態の説明は、実例的な実施形態を実装するためにそれを実施可能とする（enabling）説
明を当業者に提供することになる。添付の請求項において述べられているような本発明の
趣旨および範囲から逸脱することなく、要素の機能および配置において様々な変更がなさ
れ得ることは理解されるべきである。
【００５８】
　[0070]実施形態の徹底的な理解を提供するために、以下の説明において具体的な詳細が
与えられる。しかしながら、実施形態がこれらの具体的詳細なしで実施され得ることは当
業者によって理解されるだろう。たとえば、回路、システム、ネットワーク、プロセス、
および他のコンポーネントが、不要な詳細で実施形態を曖昧にしないために、ブロック図
形態でコンポーネントとして示され得る。他の事例では、周知の回路、プロセス、アルゴ
リズム、構造、および技法は、実施形態を曖昧することを回避するために、不要な詳細な
しで示され得る。
【００５９】
　[0071]また、個々の実施形態が、フローチャート、フロー図、データフロー図、構造図
、またはブロック図として描かれるプロセスとして説明され得ることに留意されたい。フ
ローチャートは連続したプロセスとしてオペレーションを説明し得るが、オペレーション
の多くは並行に、または同時に実行され得る。加えて、オペレーションの順序は並べ換え
られ得る。プロセスは、そのオペレーションが完了したときに終了するが、図には含まれ
ていない追加のステップを有することができるだろう。プロセスは、方法、関数、プロシ
ージャ、サブルーチン、サブプログラム等に対応し得る。プロセスが関数に対応するとき
、その終了は、関数が呼び出し関数または主要関数に戻ることに対応し得る。
【００６０】
　[0072]「コンピュータ可読媒体」という用語は、ポータブルまたは非ポータブル記憶デ
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バイス、光学記憶デバイス、ならびに命令（複数を含む）および／もしくはデータを記憶
、保有、または搬送することが可能な様々な他の媒体を含むけれども、これらに限定され
ない。コンピュータ可読媒体は、データが記憶され得、搬送波および／またはワイヤレス
もしくは有線接続を介して伝搬する一時的電子信号を含まない非一時的媒体を含み得る。
非一時的媒体の例は、磁気ディスクまたはテープ、コンパクトディスク（ＣＤ）もしくは
デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）のような光学記憶媒体、フラッシュメモリ、メモリ、
またはメモリデバイスを含み得るが、これらに限定されない。コンピュータ可読媒体は、
プロシージャ、関数、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュー
ル、ソフトウェアパッケージ、クラス、あるいは命令、データ構造、またはプログラムス
テートメントの任意の組合せを表し得るコードおよび／または機械実行可能命令を記憶し
得る。コードセグメントは、情報、データ、引数、パラメータ、またはメモリコンテンツ
をパスおよび／または受信することによって、別のコードセグメントまたはハードウェア
回路に結合され得る。情報、引数、パラメータ、データ等は、メモリ共有、メッセージパ
ッシング、トークンパッシング、ネットワーク送信、または同様のものを含む、何れの適
切な手段を介してもパス、転送、または送信され得る。
【００６１】
　[0073]さらに、実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウ
ェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはこれらの何れの組合せによっても
実装され得る。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、またはマイクロコードで
実装されるとき、必要なタスクを実行するためのプログラムコードまたはコードセグメン
ト（たとえばコンピュータプログラム製品）は、コンピュータ可読または機械可読媒体に
記憶され得る。プロセッサ（複数を含む）は、必要なタスクを実行し得る。
【００６２】
　[0074]より多くのデバイスおよびシステムがデジタルビデオデータを消費するアビリテ
ィをコンシューマに提供するので、有効なビデオコーディング技法の必要性がより重要に
なる。ビデオコーディングは、デジタルビデオデータに存在する大量のデータをハンドリ
ングするのに必要な記憶および送信要件を低減するために必要とされる。様々なビデオコ
ーディング技法が、高ビデオ品質を維持しながらより低いビットレートを使用する形態に
ビデオデータを圧縮するために使用され得る。本明細書で使用される場合、「コーディン
グ」は、「符号化」および「復号」を指す。
【００６３】
　[0075]図１は、符号化デバイス１０４および復号デバイス１１２を含むビデオコーディ
ングシステム１００の例を例示するブロック図である。いくつかの例では、ビデオコーデ
ィングシステム１００はハイダイナミックレンジ（ＨＤＲ）システムであり得、その結果
（such that）、符号化デバイス１００はＨＤＲビデオ信号を受信し得、ＨＤＲビデオ信
号のためにビットストリームを生成し得、復号デバイス１１２が該ビットストリームを出
力され得るＨＤＲビデオ信号に復号し得る。符号化デバイス１０４はソースデバイスの一
部であり得、復号デバイス１１２は受信デバイスの一部であり得る。ソースデバイスおよ
び／または受信デバイスは、モバイルまたは固定の電話ハンドセット（たとえば、スマー
トフォン、セルラ電話、または同様のもの）、デスクトップコンピュータ、ラップトップ
またはノートブックコンピュータ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、テ
レビ、カメラ、ディスプレイデバイス、デジタルメディアプレイヤ、ビデオゲーム機、ビ
デオストリーミングデバイス、インターネットプロトコル（ＩＰ）カメラ、または任意の
他の適した電子デバイスといった電子デバイスを含み得る。いくつかの例では、ソースデ
バイスおよび受信デバイスは、ワイヤレス通信のための１つまたは複数のワイヤレストラ
ンシーバを含み得る。本明細書で説明されるコーディング技法は、（たとえば、インター
ネットを介した）ストリーミングビデオ送信、テレビブロードキャストまたは送信、デー
タ記憶媒体上への記憶のためのデジタルビデオの符号化、データ記憶媒体上に記憶された
デジタルビデオの復号、または他のアプリケーションを含む、様々なマルチメディアアプ
リケーションにおけるビデオコーディングに適用可能である。いくつかの例では、システ
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ム１００は、ビデオ会議、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャステ
ィング、ゲーミング、および／またはビデオ電話通信といったアプリケーションをサポー
トするために、一方向または双方向のビデオ送信をサポートし得る。
【００６４】
　[0076]符号化デバイス１０４（またはエンコーダ）は、符号化されたビデオビットスト
リームを生成するために、ビデオコーディング規格またはプロトコルを使用して、ビデオ
データを符号化するために使用され得る。ビデオコーディング規格の例は、ＩＴＵ－Ｔ　
Ｈ．２６１、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－１ビジュアル、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６２または
ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－２ビジュアル、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＳＯ／ＩＥＣ　
ＭＰＥＧ－４ビジュアル、および（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣとしても知ら
れている）ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４を含み、そのスケーラブル映像符号化（ＳＶＣ）およ
び多視点映像符号化（ＭＶＣ）拡張版、ならびに高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）
またはＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５も含む。ＨＥＶＣの様々な拡張版は、存在する（exist）
マルチレイヤビデオコーディングを扱い、それらは、レンジおよびスクリーンコンテンツ
コーディング拡張版、３Ｄビデオコーディング（３Ｄ－ＨＥＶＣ）、ならびにマルチビュ
ー拡張版（ＭＶ－ＨＥＶＣ）およびスケーラブル拡張版（ＳＨＶＣ）を含む。ＨＥＶＣお
よびその拡張版は、ＩＴＵ－Ｔビデオコーディング専門家グループ（ＶＣＥＧ）およびＩ
ＳＯ／ＩＥＣ動画専門家グループ（ＭＰＥＧ）のビデオコーディングに関する共同チーム
（ＪＣＴ－ＶＣ）、ならびにＪＣＴ－３Ｖ（Joint Collaboration Team on 3D Video Cod
ing Extension Development）よって開発されてきた。ＭＰＥＧおよびＩＴＵ－Ｔ　ＶＣ
ＥＧはまた、次世代のビデオコーディング規格のための新たなコーディングツールを調査
するためにＪＶＥＴ（joint exploration video team）を形成してきた。基準のソフトウ
ェアは、ＪＥＭ（joint exploration team）と呼ばれる。
【００６５】
　[0077]本明細書で説明される多くの例は、ＪＥＭモデル、ＨＥＶＣ規格、および／また
はそれらの拡張版を使用する例を提供する。しかしながら、本明細書で説明される技法お
よびシステムはまた、ＡＶＣ、ＭＰＥＧ、それらの拡張版、または現存する他の適したコ
ーディング規格もしくは将来的なコーディング規格のような他のコーディング規格にも適
用可能であり得る。したがって、本明細書で説明される技法およびシステムは、特定のビ
デオコーディング規格を参照して説明され得る一方で、当業者は、該説明がその特定の規
格にのみ適用されると解釈されるべきでないことを認めるだろう。
【００６６】
　[0078]図１を参照すると、ビデオソース１０２が、符号化デバイス１０４にビデオデー
タを提供し得る。ビデオソース１０２は、ソースデバイスの一部であり得、またはソース
デバイス以外のデバイスの一部であり得る。ビデオソース１０２は、ビデオキャプチャデ
バイス（たとえば、ビデオカメラ、カメラ電話、ビデオ電話、または同様のもの）、記憶
されたビデオを保有する（containing）ビデオアーカイブ、ビデオデータを提供するビデ
オサーバもしくはコンテンツプロバイダ、ビデオサーバまたはコンテンツプロバイダから
のビデオを受信するビデオフィードインターフェース、コンピュータグラフィックスビデ
オデータを生成するためのコンピュータグラフィックスシステム、このようなソースの組
合せ、またはあらゆる他の適したビデオソースを含み得る。
【００６７】
　[0079]ビデオソース１０２からのビデオデータは、１つまたは複数の入力ピクチャまた
はフレームを含み得る。ビデオのピクチャまたはフレームは、シーンの静止画像である。
符号化デバイス１０４のエンコーダエンジン１０６（またはエンコーダ）は、符号化され
たビデオビットストリームを生成するためにビデオデータを符号化する。いくつかの例で
は、符号化されたビデオビットストリーム（または「ビデオビットストリーム」もしくは
「ビットストリーム」）は、一連の１つまたは複数のコーディングされたビデオシーケン
スである。コーディングされたビデオシーケンス（ＣＶＳ）は、ベースレイヤにあり、か
つある特定の性質（certain properties）をもつ（with）ランダムアクセスポイントピク
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チャを有するアクセスユニット（ＡＵ）から開始して、ベースレイヤにあり、かつある特
定の性質をもつランダムアクセスポイントピクチャを有する次のＡＵまでであるが該次の
ＡＵを含まない一連のＡＵを含む。たとえば、ＣＶＳを開始するランダムアクセスポイン
トピクチャのある特定の性質は、１に等しいＲＡＳＬフラグ（たとえばNoRaslOutputFlag
）を含み得る。そうでなければ、（０に等しいＲＡＳＬフラグをもつ）ランダムアクセス
ポイントピクチャは、ＣＶＳを開始しない。アクセスユニット（ＡＵ）は、１つまたは複
数のコーディングされたピクチャ、および同じ出力時間を共有する該コーディングされた
ピクチャに対応する制御情報を含む。ピクチャのコーディングされたスライスは、ビット
ストリームレベルで、ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットと呼ばれるデータユ
ニットにカプセル化される。たとえば、ＨＥＶＣビデオビットストリームは、ＮＡＬユニ
ットを含む１つまたは複数のＣＶＳを含み得る。ＮＡＬユニットの各々は、ＮＡＬユニッ
トヘッダを有する。一例では、ヘッダは、（マルチレイヤ拡張版以外のＨ．２６４／ＡＶ
Ｃでは（for）１バイト、ＨＥＶＣでは２バイトである。ＮＡＬユニットヘッダにおける
シンタックス要素は、指定されたビットをとり（take）、これにより、とりわけ、トラン
スポートストリーム、リアルタイムトランスポート（ＲＴＰ）プロトコル、ファイルフォ
ーマットといった全ての種類のシステムおよびトランスポートレイヤに可視である。
【００６８】
　[0080]ビデオコーディングレイヤ（ＶＣＬ）ＮＡＬユニットおよび非ＶＣＬ　ＮＡＬユ
ニットを含む２つのクラスのＮＡＬユニットが、ＨＥＶＣ規格に存在する。ＶＣＬ　ＮＡ
Ｌユニットは、コーディングされたピクチャデータの１つのスライスまたはスライスセグ
メント（下記で説明される）を含み、非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットは、１つまたは複数のコ
ーディングされたピクチャに関連する制御情報を含む。いくつかのケースでは、ＮＡＬユ
ニットはパケットと称され得る。ＨＥＶＣ　ＡＵは、コーディングされたピクチャデータ
を保有するＶＣＬ　ＮＡＬユニット、および該コーディングされたピクチャデータに対応
する非ＶＣＬ　ＮＡＬユニット（あれば（if any））を含む。
【００６９】
　[0081]ＮＡＬユニットは、ビデオ中のピクチャの符号化表現のような、ビデオデータの
符号化表現を形成するビットのシーケンス（たとえば、符号化されたビデオビットストリ
ーム、ビットストリームのＣＶＳ、または同様のもの）を保有し得る。エンコーダエンジ
ン１０６は、各ピクチャを複数のスライスに分割すること（partitioning）によって、ピ
クチャの符号化表現を生成する。スライスは、スライス中の情報が同じピクチャ内の他の
スライスからのデータに依存することなくコーディングされるように他のスライスから独
立している。スライスは、独立したスライスセグメント、および、もしあれば以前のスラ
イスセグメントに依存する１つまたは複数の従属（dependent）スライスセグメントを含
む、１つまたは複数のスライスセグメントを含む。その後、スライスは、ルーマサンプル
およびクロマサンプルのコーディングツリーブロック（ＣＴＢ）に分割される。ルーマサ
ンプルの１つのＣＴＢ（A CTB）およびクロマサンプルの１つまたは複数のＣＴＢは、サ
ンプルのためのシンタックスとともに、コーディングツリーユニット（ＣＴＵ）と称され
る。ＣＴＵは、ＨＥＶＣ符号化のための基本処理ユニットである。ＣＴＵは、様々なサイ
ズ（varying sizes）の複数の（multiple）コーディングユニット（ＣＵ）に分けられ得
る。ＣＵは、コーディングブロック（ＣＢ）と称されるルーマおよびクロマサンプルのア
レイを保有する。
【００７０】
　[0082]ルーマおよびクロマＣＢは、予測ブロック（ＰＢ）にさらに分けられ得る。ＰＢ
は、（利用可能であるか、または使用のために有効にされるとき）インター予測またはイ
ントラブロックコピー予測について同じ動きパラメータを使用するルーマ成分またはクロ
マ成分のサンプルのブロックである。ルーマＰＢおよび１つまたは複数のクロマＰＢは、
関連するシンタックスとともに、予測ユニット（ＰＵ）を形成する。インター予測では、
動きパラメータ（たとえば、１つまたは複数の動きベクトル、参照インデックス、または
同様のもの）のセットが、各ＰＵについてビットストリームにおいてシグナリングされ、
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ルーマＰＢおよび１つまたは複数のクロマＰＢのインター予測に使用される。動きパラメ
ータはまた、動き情報とも称され得る。ＣＢはまた、１つまたは複数の変換ブロック（Ｔ
Ｂ）に分割され得る。ＴＢは、同じ二次元変換が予測残差信号をコーディングするために
適用される色成分のサンプルの正方形ブロックを表す。変換ユニット（ＴＵ）は、ルーマ
およびクロマサンプルのＴＢ、ならびに対応するシンタックス要素を表す。
【００７１】
　[0083]ＣＵのサイズは、コーディングモードのサイズに対応し、形状が正方形であり得
る。たとえば、ＣＵのサイズは８ｘ８サンプル、１６ｘ１６サンプル、３２ｘ３２サンプ
ル、６４ｘ６４サンプル、または最大（up to）対応するＣＴＵのサイズのあらゆる他の
適切なサイズであり得る。「ＮｘＮ」という表現は、垂直次元および水平次元の観点から
ビデオブロックのピクセル次元を指すために使用され得る（たとえば、８ピクセル×８ピ
クセル）。ブロックにおけるピクセルは、行と列で配列され得る。いくつかの例では、ブ
ロックは、垂直方向と同じ水平方向の（in）ピクセル数を有さないことがある。ＣＵに関
連付けられたシンタックスデータは、たとえば、ＣＵの１つまたは複数のＰＵへの分割を
記述し得る。分割モードは、ＣＵが、イントラ予測モード符号化されるか、またはインタ
ー予測モード符号化されるかで異なり得る。ＰＵは、形状が非正方形になるように分割さ
れ得る。ＣＵに関連付けられたシンタックスデータはまた、たとえば、ＣＴＵにしたがっ
たＣＵの１つまたは複数のＴＵへの分割を記述し得る。ＴＵは、形状が正方形または非正
方形であり得る。
【００７２】
　[0084]ＨＥＶＣ規格にしたがうと、変換は、変換ユニット（ＴＵ）を使用して実行され
得る。ＴＵは、異なるＣＵに対して異なり得る。ＴＵは、所与のＣＵ内のＰＵのサイズに
基づいてサイズ指定され（be sized）得る。ＴＵは、ＰＵと同じサイズであるかそれより
小さいことがある。いくつかの例では、ＣＵに対応する残差サンプルは、残差四分木（Ｒ
ＱＴ）として知られる四分木構造を使用してより小さいユニットに分割され（subdivided
）得る。ＲＱＴのリーフノードは、ＴＵに対応し得る。ＴＵに関連付けられたピクセル差
分値は、変換係数を作り出すために変換され得る。変換係数はその後、エンコーダエンジ
ン１０６によって量子化され得る。
【００７３】
　[0085]一度ビデオデータのピクチャがＣＵに分割されると、エンコーダエンジン１０６
は、予測モードを使用して各ＰＵを予測する。予測ユニットまたは予測ブロックはその後
（then）、残差を得る（get）ために元のビデオデータから差し引かれる（下記で説明さ
れる）。各ＣＵについて、予測モードは、シンタックスデータを使用してビットストリー
ムの内部でシグナリングされ得る。予測モードは、イントラ予測（またはイントラピクチ
ャ予測）またはインター予測（またはインターピクチャ予測）を含み得る。イントラ予測
は、ピクチャ内の空間的に隣接するサンプル間の相関を利用する。たとえば、イントラ予
測を使用すると、各ＰＵは、たとえば、ＰＵの平均値を見出すためのＤＣ予測、平面をＰ
Ｕに合わせるための平面予測、隣接するデータから外挿するための方向予測、またはあら
ゆる他の適したタイプの予測を使用して、同じピクチャ中の隣接する画像データから予測
される。インター予測は、画像サンプルのブロックについて動き補償予測を導出するため
に、ピクチャ間の時間的相関を使用する。たとえば、インター予測を使用すると、各ＰＵ
は、（出力順序で現在のピクチャの前または後の）１つまたは複数の参照ピクチャ中の画
像データからの動き補償予測を使用して予測される。ピクチャエリアを、インターピクチ
ャ予測を使用してコーディングするか、イントラピクチャ予測を使用してコーディングす
るかの決定は、たとえば、ＣＵレベルでなされ得る。
【００７４】
　[0086]いくつかの例では、ピクチャの１つまたは複数のスライスはスライスタイプを割
り当てられる。スライスタイプは、Ｉスライス、Ｐスライス、およびＢスライスを含む。
Ｉスライス（イントラフレームであり、独立して復号可能である）は、イントラ予測によ
ってのみコーディングされるピクチャのスライスであり、それにより、Ｉスライスは、ス
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ライスのあらゆる予測ユニットまたは予測ブロックを予測するためにフレーム内のデータ
のみを必要とするので（since）、独立して復号可能である。Ｐスライス（単一方向で予
測されたフレーム）は、イントラ予測および単一方向インター予測でコーディングされ得
るピクチャのスライスである。Ｐスライス内の各予測ユニットまたは予測ブロックは、イ
ントラ予測でコーディングされるか、インター予測でコーディングされるかのどちらかで
ある。インター予測が適用されるとき、予測ユニットまたは予測ブロックは、１つの参照
ピクチャによってのみ予測され、それにより参照サンプルは、１つのフレームの１つの参
照領域からのみのものである。Ｂスライス（双方向予想フレーム）は、イントラ予測およ
びインター予測（たとえば、双予測または単一予測のどちらか）でコーディングされ得る
ピクチャのスライスである。Ｂスライスの予測ユニットまたは予測ブロックは、２つの参
照ピクチャから双方向で予測され得、ここで、各ピクチャは１つの参照領域に寄与してお
り、該２つの参照領域のサンプルセットが、双方向予測されたブロックの予測信号を作り
出すために（たとえば、等しい重みで、または異なる重みで）重み付けされる。上で説明
されたように、１つのピクチャのスライスは、独立してコーディングされる。いくつかの
ケースでは、ピクチャは、たった１つのスライスとしてコーディングされ得る。
【００７５】
　[0087]ＰＵは、予測プロセスに関連するデータ（たとえば、動きパラメータ、または他
の適したデータ）を含み得る。たとえば、ＰＵがイントラ予測を使用して符号化されると
き、ＰＵは、ＰＵのためのイントラ予測モードを記述するデータを含み得る。別の例とし
て、ＰＵがインター予測を使用して符号化されるとき、ＰＵは、ＰＵのための動きベクト
ルを定義するデータを含み得る。ＰＵについての動きベクトルを定義するデータは、たと
えば、動きベクトルの水平成分（Δｘ）、動きベクトルの垂直成分（Δｙ）、動きベクト
ルについての解像度（たとえば、整数精度、４分の１ピクセル精度、または８分の１ピク
セル精度）、動きベクトルが指す（points）参照ピクチャ、参照インデックス、動きベク
トルについての参照ピクチャリスト（たとえば、リスト０、リスト１、またはリストＣ）
、またはそれらのあらゆる組合せを記述し得る。
【００７６】
　[0088]符号化デバイス１０４はその後、変換および量子化を実行し得る。たとえば、予
測に続いて、エンコーダエンジン１０６は、ＰＵに対応する残差値を計算し得る。残差値
は、コーディングされているピクセルの現在ブロック（ＰＵ）と現在ブロックを予測する
ために使用される予測ブロック（たとえば、現在ブロックの予測されたバージョン）との
間のピクセル差分値を備え得る。たとえば、予測ブロックを生成（たとえば、インター予
測またはイントラ予測を発した）後、エンコーダエンジン１０６は、予測ユニットによっ
て作り出された予測ブロックを現在ブロックから差し引くことによって残差ブロックを生
成し得る。残差ブロックは、現在ブロックのピクセル値と予測ブロックのピクセル値との
間の差分を定量化するピクセル差分値のセットを含む。いくつかの例では、残差ブロック
は、二次元ブロックフォーマット（たとえば、ピクセル値の二次元行列またはアレイ）で
表され得る。そのような例では、残差ブロックは、ピクセル値の二次元表現である。
【００７７】
　[0089]離散コサイン変換、離散サイン変換、整数変換、ウェーブレット変換、他の適し
た変換関数、またはそれらの何れの組合せにも基づき得る、ブロック変換を使用して、予
測が実行された後に残り得る何れの（any）残差データも変換される。いくつかのケース
では、１つまたは複数のブロック変換（たとえば、サイズ３２ｘ３２、１６ｘ１６、８ｘ
８、４ｘ４、または同様のもの）が、各ＣＵ中の残差データに適用され得る。いくつかの
例では、ＴＵは、エンコーダエンジン１０６によって実行される変換および量子化プロセ
スに使用され得る。１つまたは複数のＰＵを有する所与のＣＵがまた、１つまたは複数の
ＴＵを含み得る。下記でさらに詳細に説明されるように、残差値は、ブロック変換を使用
して変換係数に変換され得、その後、エントロピーコーディングのための直列化された変
換係数（serialized transform coefficients）を作り出すために、ＴＵを使用して量子
化および走査され得る。
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【００７８】
　[0090]いくつかの例では、ＣＵのＰＵを使用するイントラ予測またはインター予測コー
ディングに続いて、エンコーダエンジン１０６は、ＣＵのＴＵのための残差データを計算
し得る。ＰＵは、空間領域（またはピクセル領域）中のピクセルデータを備え得る。ＴＵ
は、ブロック変換の適用後の（following application）変換ドメイン中の係数を備え得
る。前述されたように、残差データは、符号化されていないピクチャのピクセルと、ＰＵ
に対応する予測値との間のピクセル差分値に対応し得る。エンコーダエンジン１０６は、
ＣＵについての残差データを含むＴＵを形成し得、その後、ＣＵについての変換係数を作
り出すためにＴＵを変換し得る。
【００７９】
　[0091]エンコーダエンジン１０６は、変換係数の量子化を実行し得る。量子化は、係数
を表すために使用されるデータの量を低減するために、変換係数を量子化することによっ
て、さらなる圧縮を提供する。たとえば、量子化は、係数のいくつかまたは全てに関連付
けられたビット深度を低減し得る。一例では、ｎビットの値をもつ係数は、量子化中にｍ
ビットの値に丸められ（rounded down）得、ここで（with）、ｎはｍよりも大きい。
【００８０】
　[0092]一度量子化が実行されると、コーディングされたビデオビットストリームは、量
子化された変換係数、予測情報（たとえば、予測モード、動きベクトル、ブロックベクト
ル、または同様のもの）、分割情報、および他のシンタックスデータのような何れの他の
適したデータを含む。その後（then）、コーディングされたビデオビットストリームの異
なる要素は、エンコーダエンジン１０６によってエントロピー符号化され得る。いくつか
の例では、エンコーダエンジン１０６は、エントロピー符号化され得る（can）直列ベク
トルを作り出す（produce）ために量子化された変換係数を走査するのに予め定義された
走査順序を利用し得る。いくつかの例では、エンコーダエンジン１０６は、適応走査（ad
aptive scan）を実行し得る。ベクトル（一次元ベクトル）を形成するために量子化され
た変換係数を走査した後、エンコーダエンジン１０６は、ベクトルをエントロピー符号化
し得る。たとえば、エンコーダエンジン１０６は、コンテキスト適応可変長コーディング
、コンテキスト適応バイナリ算術コーディング、シンタックスベースコンテキスト適応バ
イナリ算術コーディング、確率間隔分割エントロピーコーディング、または別の適したエ
ントロピーコーディング技法を使用し得る。
【００８１】
　[0093]前で説明されたように、ＨＥＶＣビットストリームは、ＶＣＬ　ＮＡＬユニット
および非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットを含むＮＡＬユニットのグループを含む。ＶＣＬ　ＮＡ
Ｌユニットは、コーディングされたビデオビットストリームを形成するコーディングされ
たピクチャデータを含む。たとえば、コーディングされたビデオビットストリームを形成
するビットのシーケンスは、ＶＣＬ　ＮＡＬユニットにおいて再び送られる（is resent
）。非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットは、他の情報に加えて、符号化されたビデオビットストリ
ームに関連するハイレベル情報をもつパラメータセットを保有し得る。たとえば、パラメ
ータセットは、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰ
Ｓ）、およびピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）を含み得る。パラメータセットの目的
の例は、ビットレート効率、誤り耐性、およびシステムレイヤインターフェースを設ける
ことを含む。各スライスは、復号デバイス１１２がスライスを復号するために使用し得る
情報にアクセスするための単一のアクティブなＰＰＳ、ＳＰＳ、およびＶＰＳを参照する
。識別子（ＩＤ）は、各パラメータセットのためにコーディングされ得、ＶＰＳ　ＩＤ、
ＳＰＳ　ＩＤ、およびＰＰＳ　ＩＤを含む。ＳＰＳは、ＳＰＳ　ＩＤおよびＶＰＳ　ＩＤ
を含む。ＰＰＳは、ＰＰＳ　ＩＤおよびＳＰＳ　ＩＤを含む。各スライスヘッダは、ＰＰ
Ｓ　ＩＤを含む。ＩＤを使用すると、アクティブなパラメータセットが、所与のスライス
について特定され得る。
【００８２】
　[0094]ＰＰＳは、所与のピクチャ中の全てのスライスに適用される情報を含む。このた
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め、ピクチャ中の全てのピクチャが同じＰＰＳを指す。異なるピクチャ中のスライスもま
た、同じＰＰＳを指し得る。ＳＰＳは、同じコーディングされたビデオシーケンス（ＣＶ
Ｓ）またはビットストリーム中の全てのピクチャに適用する情報を含む。前で説明された
ように、コーディングされたビデオシーケンスは、（上で説明された）ベースレイヤにあ
り、かつある特定の性質をもつランダムアクセスポイントピクチャ（たとえば、瞬時復号
参照（ＩＤＲ）ピクチャまたはブロークンリンクアクセス（ＢＬＡ）ピクチャ、または他
の適切なランダムアクセスポイントピクチャ）から開始し、ベースレイヤにあり、かつあ
る特定の性質もつランダムアクセスポイントピクチャを有する次のＡＵ（または、ビット
ストリームの終端）までであるが該次のＡＵを含まない一連のＡＵを含む。ＳＰＳ中の情
報は、コーディングされたビデオシーケンス内でピクチャ毎に変化しないことがある。コ
ーディングされたビデオシーケンス中のピクチャは、同じＳＰＳを使用し得る。ＶＰＳは
、コーディングされたビデオシーケンスまたはビットストリーム内の全てのレイヤに適用
する情報を含む。ＶＰＳは、コーディングされたビデオシーケンス全体に適用されるシン
タックス要素をもつシンタックス構造を含む。いくつかの例では、ＶＰＳ、ＳＰＳ、また
はＰＰＳは、符号化されたビットストリームで帯域内において送信され得る。いくつかの
例では、ＶＰＳ、ＳＰＳ、またはＰＰＳは、コーディングされたビデオデータを保有する
ＮＡＬユニットとは別個の送信において帯域外で送信され得る。
【００８３】
　[0095]ビデオビットストリームはまた、補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージを含み得る
。たとえば、ＳＥＩ　ＮＡＬユニットは、ビデオビットストリームの一部であり得る。い
くつかのケースでは、ＳＥＩメッセージは、復号プロセスによって必要とされない情報を
保有し得る。たとえば、ＳＥＩメッセージ中の情報は、デコーダがビットストリームのビ
デオピクチャを復号するのに不可欠でないことがあるが、デコーダは、ピクチャ（たとえ
ば、復号された出力）のディスプレイまたは処理を向上させる（improve）ために該情報
を使用し得る。ＳＥＩメッセージ中の情報は、組み込まれた（embedded）メタデータであ
り得る。１つの例示的な例では、ＳＥＩメッセージ中の情報は、コンテンツの可視性（vi
ewability）を向上させるためにデコーダ側のエンティティによって使用され得るだろう
。いくつかの事例では、ある特定のアプリケーション規格は、品質の向上が該アプリケー
ション規格に適合する全てのデバイスにもたらされ得るように、そのようなＳＥＩメッセ
ージがビットストリームに存在することを義務化し得る（たとえば、フレーム対応（comp
atible）平面立体３ＤＴＶビデオフォーマットについてのフレームパッキングＳＥＩメッ
セージの搬送、ここで該ＳＥＩメッセージがビデオの全てのフレームについて搬送される
、リカバリポイントＳＥＩメッセージのハンドリング、ＤＶＢにおけるパン－スキャンの
走査矩形ＳＥＩメッセージの使用、等があり、他にも多くの例がある（in addition to m
any other examples））。
【００８４】
　[0096]符号化デバイス１０４の出力１１０は、符号化されたビデオデータを構成する（
making up）ＮＡＬユニットを、通信リンク１２０を介して受信デバイスの復号デバイス
１１２に送り得る。復号デバイス１１２の入力１１４は、ＮＡＬユニットを受信し得る。
通信リンク１２０は、ワイヤレスネットワーク、有線ネットワーク、または有線ネットワ
ークとワイヤレスネットワークとの組合せによって提供されるチャネルを含み得る。ワイ
ヤレスネットワークは、何れのワイヤレスインターフェースまたはワイヤレスインターフ
ェースの組合せも含み得、何れの適したワイヤレスネットワーク（たとえば、インターネ
ットまたは他のワイドエリアネットワーク、パケットベースネットワーク、ＷｉＦｉＴＭ
、無線周波数（ＲＦ）、ＵＷＢ、ＷｉＦｉ－Ｄｉｒｅｃｔ、セルラ、ロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ（登録商標））、ＷｉＭａｘＴＭ、または同様のもの）も含み得る。
有線ネットワークは、何れの有線インターフェース（たとえば、ファイバ、イーサネット
（登録商標）、電力線イーサネット、同軸ケーブルを介したイーサネット、デジタル信号
線（ＤＳＬ）、または同様のもの）も含み得る。有線および／またはワイヤレスネットワ
ークは、基地局、ルータ、アクセスポイント、ブリッジ、ゲートウェイ、スイッチ、また
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は同様のものといった様々な機器を使用して実装され得る。符号化されたビデオデータは
、ワイヤレス通信プロトコルのような通信規格にしたがって変調され、受信デバイスに送
信され得る。
【００８５】
　[0097]いくつかの例では、符号化デバイス１０４は、符号化されたビデオデータをスト
レージ１０８に記憶し得る。出力１１０は、エンコーダエンジン１０６から、またはスト
レージ１０８から、符号化されたビデオデータを取り出し得る。ストレージ１０８は、様
々な分散型またはローカルにアクセスされるデータ記憶媒体の何れも含み得る。たとえば
、ストレージ１０８は、ハードドライブ、ストレージディスク、フラッシュメモリ、揮発
性または不揮発性メモリ、または符号化されたビデオデータを記憶するための何れの他の
適したデジタル記憶媒体も含み得る。
【００８６】
　[0098]復号デバイス１１２の入力１１４は、符号化されたビデオビットストリームデー
タを受信し、該ビデオビットストリームデータを、デコーダエンジン１１６にまたはスト
レージ１１８に、デコーダエンジン１１６による後の使用（later use）のために提供し
得る。デコーダエンジン１１６は、（たとえば、エントロピーデコーダを使用して）エン
トロピー復号すること、および符号化されたビデオデータを構成する１つまたは複数のコ
ーディングされたビデオシーケンスの要素を抽出することによって、符号化されたビデオ
ビットストリームデータを復号し得る。その後、デコーダエンジン１１６は、符号化され
たビデオビットストリームデータを再スケーリング（rescale）し、逆変換を実行し得る
。残差データはその後、デコーダエンジン１１６の予測段階にパスされる。デコーダエン
ジン１１６はその後、ピクセルのブロック（たとえば、ＰＵ）を予測する。いくつかの例
では、予測が、逆変換の出力に追加される（残差データ）。
【００８７】
　[0099]復号デバイス１１２は、復号されたビデオを、コンテンツのコンシューマに該復
号されたビデオデータをディスプレイするためのディスプレイまたは他の出力デバイスを
含み得るビデオ宛先デバイスに出力し得る。いくつかの態様では、ビデオ宛先デバイス１
２２は、復号デバイス１１２を含む受信デバイスの一部であり得る。いくつかの態様では
、ビデオ宛先デバイス１２２は、受信デバイス以外の別個の（separate）デバイスの一部
であり得る。
【００８８】
　[0100]いくつかの例では、ビデオ符号化デバイス１０４および／またはビデオ復号デバ
イス１１２は、それぞれ、オーディオ符号化デバイスおよびオーディオ復号デバイスと統
合され得る。ビデオ符号化デバイス１０４および／またはビデオ復号デバイス１１２はま
た、１つまたは複数のマイクロプロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
、ディスクリート論理回路、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェアまたはそれら
の任意の組合せといった、上で説明されたコーディング技法を実装するのに必要である他
のハードウェアまたはソフトウェアを含み得る。ビデオ符号化デバイス１０４およびビデ
オ復号デバイス１１２は、それぞれのデバイスにおいて、組み合わされたエンコーダ／デ
コーダ（コデック）の一部とし統合され得る。符号化デバイス１０４の具体的な詳細の例
は、図１１を参照して下記で説明される。復号デバイス１１２の具体的な詳細の例は、図
１２を参照して下記で説明される。
【００８９】
　[0101]ＨＥＶＣ規格の拡張版は、ＭＶ－ＨＥＶＣと称される多視点映像符号化拡張版、
およびＳＨＶＣと称されるスケーラブル映像符号化拡張版を含む。ＭＶ－ＨＥＶＣおよび
ＳＨＶＣ拡張版は、異なるレイヤが符号化されたビデオビットストリームに含まれるレイ
ヤ状コーディングの概念を共有する。コーディングされたビデオシーケンス中の各レイヤ
は、一意のレイヤ識別子（ＩＤ）によってアドレス指定される。レイヤＩＤは、ＮＡＬユ
ニットが関連付けられるレイヤを特定するためにＮＡＬユニットのヘッダに存在し得る。
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ＭＶ－ＨＥＶＣでは、異なるレイヤが大抵（usually）、ビデオビットストリームにおい
て同じシーンの異なるビューを表す。ＳＨＶＣでは、異なる空間解像度（またはピクチャ
解像度）で、または異なる再構成忠実度（fidelities）でビデオビットストリームを表す
異なるスケーラブルレイヤが提供される。スケーラブルレイヤは、（レイヤＩＤ＝０であ
る）ベースレイヤおよび（レイヤＩＤ＝１，２，…ｎである）１つまたは複数の強化レイ
ヤを含み得る。ベースレイヤは、第１のバージョンのＨＥＶＣのプロファイルに適合し得
、ビットストリームにおいて最も下位の利用可能なレイヤを表す。強化レイヤは、ベース
レイヤと比較すると増加した空間解像度、時間的解像度またはフレームレート、および／
あるいは再構成忠実度（または品質）を有する。強化レイヤは、階層的に体系化され、よ
り下位のレイヤに依存し得る（または依存しないことがある）。いくつかの例では、異な
るレイヤが、単一の規格コデックを使用してコーディングされ得る（たとえば、全てのレ
イヤが、ＨＥＶＣ、ＳＨＶＣ、または他のコーディング規格を使用して符号化される）。
いくつかの例では、異なるレイヤは、マルチスタンダードコデックを使用してコーディン
グされ得る。たとえば、ベースレイヤは、ＡＶＣを使用してコーディングされ得るが、１
つまたは複数の強化レイヤは、ＨＥＶＣ規格のＳＨＶＣおよび／またはＭＶ－ＨＥＶＣ拡
張版を使用してコーディングされ得る。
【００９０】
　[0102]とりわけ、コントラスト比（たとえば、ビデオ中のピクセルの輝度または暗さ）
および色の正確度を含む、キャプチャされたビデオにおける色を記述する様々な規格もま
た定義されてきた。色パラメータが、たとえば、どのようにビデオ中のピクセルをディス
プレイするかを決定するために色パラメータを使用することができるディスプレイデバイ
スによって使用され得る。国際電気通信連合（ＩＴＵ）からの１つの例となる規格である
、ＩＴＵ－Ｒ勧告ＢＴ．７０９（「ＢＴ．７０９」と本明細書では称される）は、高精細
度テレビ（ＨＤＴＶ）についての規格を定義する。ＢＴ．７０９によって定義される色パ
ラメータは大抵、標準ダイナミックレンジ（ＳＤＲ）および標準色域と称される。別の例
となる規格は、超高精細度テレビ（ＵＨＤＴＶ）についての規格を定義するＩＴＵ－Ｒ勧
告ＢＴ．２０２０（「ＢＴ．２０２０」と本明細書では称される）である。ＢＴ．２０２
０によって定義される色パラメータは通例、ハイダイナミックレンジ（ＨＤＲ）および広
色域（ＷＣＧ）と称される。ダイナミックレンジおよび色域は、総称してカラーボリュー
ムと本明細書では称される。
【００９１】
　[0103]ディスプレイデバイスは、ハイダイナミックレンジおよび広色域を使用するビデ
オ信号のカラーボリュームをディスプレイすることができないことがある。たとえば、Ｈ
ＤＲビデオ信号は、各ピクセルについて絶対輝度値を有し得る。広範な日光では、ビデオ
信号は、平方メートル毎に１０，０００カンデラ（ｃｄ／ｍ２、「ｎｉｔ」と高頻度で称
される）に等しいいくつかのサンプルを含み得る。しかしながら、通常の高精細度イメー
ジング（ＨＤＩ）ディスプレイが１０００ｎｉｔｓをディスプレイする能力を有するのみ
であり得る一方、本格的なスタジオディスプレイは４０００ｎｉｔｓをディスプレイする
能力を有し得る。
【００９２】
　[0104]様々な異なるタイプのディスプレイデバイスが、大きいカラーボリュームをもつ
（with）ＨＤＲビデオ信号および他のビデオ信号をディスプレイすることを可能にするた
めに、カラーボリューム変換について規格が定義されてきた。カラーボリューム変換は、
入力ダイナミックレンジおよび色域を、ディスプレイデバイスによってディスプレイされ
得る出力ダイナミックレンジおよび色域に変換するために使用され得る。カラーボリュー
ム変換規格の例は、映画テレビ技術者協会（ＳＭＰＴＥ）によって定義されている規格一
式、ＳＴ２０９４を含む。ＳＴ２０９４式内で、４つの文書ＳＴ２０９４－１０、ＳＴ２
０９４－２０、ＳＴ２０９４－３０、およびＳＴ２０９４－４０が、カラーボリューム変
換で使用され得るメタデータを定義する。他の適用可能な規格は、たとえば、最大１０，
０００ｎｉｔｓのルミナンスレベルをもつＨＤＲビデオコンテンツのディスプレイを許容
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する伝達関数を提供する、ＳＭＴＰＥ　ＳＴ２０８４を含み、ＢＴ．２０２０によって定
義される色空間とともに使用され得る。適用可能な規格の別の例は、ＳＭＴＰＥ２０８６
であり、それは、ビデオコンテンツをマスタリングする際に使用されたディスプレイのカ
ラーボリューム（原色、白色点、およびルミナンスレンジ）を規定するメタデータ項目を
規定する。
【００９３】
　[0105]上述の規格のうち、ＳＴ２０９４－１０は、コンテンツ依存カラーボリューム変
換メタデータ、即ちＳＴ２０９４によって定義された汎用カラーボリューム変換の特殊モ
デルを規定する。このカラーボリューム変換は、パラメータで定義された（parametrical
ly-defined）トーンマッピング曲線に基づき、その形状は、（入力画像骨子（input imag
e essence）からアルゴリズムで計算された）画像骨子特性（image essence characteris
tics）と、場合によってはやはり手動で設定された調整値との両方によって定義される。
このメタデータは、マスタリングプロセス、即ち分配用のコピーを作り出すために使用さ
れるべきマスタコピーの作成、の一部として生成される。調整パラメータは、創造的調整
（creative adjustment）として決定され得る。
【００９４】
　[0106]ＳＴ２０９４－１０によって定義されるカラーボリューム変換パラメータは、曖
昧な浮動小数点値として提供される。これらのパラメータをデコーダに運ぶために、より
コンパクトで効率的なフォーマットでこれらのパラメータを提供するフォーマットが必要
とされる。より良い効率が、たとえば、値を表すために必要とされるビット、ならびに／
あるいは該値を決定および／または使用するために必要とされる計算上の複雑性の観点か
ら測定され得る。しかしながら、ＳＴ２０９４－１０は、カラーボリュームフォーマット
パラメータをビットストリームに符号化するためのフォーマットを定義しない。
【００９５】
　[0107]様々な実装において提供されているのは、ＳＴ２０９４－１０によって定義され
るカラーボリューム変換パラメータをビットストリームに符号化するためのシステムおよ
び方法である。いくつかの例では、１つのセットのカラーボリューム変換パラメータには
ビデオデータが提供され得る。加えて、１つのセットのマスタリングディスプレイカラー
ボリュームパラメータが提供され得る。マスタリングディスプレイカラーボリュームパラ
メータは、ビデオデータのマスタコピーを生成するときに決定される値を含む。いくつか
の実装では、カラーボリューム変換パラメータは、ビデオデータとともに、ビットストリ
ームに符号化され得る。これらの実装では、マスタリングディスプレイカラーボリューム
パラメータもまた、ビットストリームに符号化されることが必要とされる。
【００９６】
　[0108]いくつかの例では、ビデオデータは、２つ以上のビデオ信号を含み得、ここで、
各ビデオ信号は、ディスプレイデバイスのディスプレイエリア内の別個のディスプレイ領
域においてディスプレイされ得る。これらの例では、ビデオデータは、２つ以上のビデオ
信号のためのカラーボリューム変換パラメータのセットを含み得る。いくつかの実装では
、エンコーダは、１つのセットのカラーボリューム変換パラメータと１つのビデオ信号の
ためのディスプレイ領域との間のアソシエーションを決定し得る。アソシエーションは、
ビデオデータとともに、ビットストリームに符号化され得る。
【００９７】
　[0109]前述の例は、符号化されたビットストリームを作り出すための符号化デバイスお
よび／またはビットストリームを復号し、該復号されたビデオをディスプレイのためにフ
ォーマット化するための復号デバイスを含むＨＤＲビデオシステムを実装するために使用
され得る。ＳＴ２０９４－１０によって提供されるパラメータに対する（on）様々な制限
を定義することによって、これらのパラメータの曖昧でない定義が提供され得、このこと
は、ＨＤＲビデオシステムの実装を簡略化し得る。
【００９８】
　[0110]より大きなカラーボリュームを定義するビデオ規格は、人間の目が見ることが可
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能なものを、より忠実に（more closely）複製するように試みる。上で着目されたように
、カラーボリュームは、ダイナミックレンジおよび色域を含み得、ここで、ダイナミック
レンジおよび色域は、ビデオコンテンツの独立した属性である。
【００９９】
　[0111]ダイナミックレンジは、ビデオ信号の最小輝度と最大輝度との間の比として定義
され得る。ダイナミックレンジはまた、ｆストップの観点から測定され得る。カメラにお
いて、ｆストップは、カメラのアパーチャの直径に対する（to）レンズの焦点距離（foca
l length）の比である。１つのｆストップが、ビデオ信号のダイナミックレンジの二倍に
対応し得る。例として、ＭＰＥＧは、ＨＤＲコンテンツを、１６よりも多いｆストップの
輝度のバリエーションを特徴とするコンテンツとして定義する。いくつかの例では、１０
ｆストップ～１６ｆストップの間のダイナミックレンジは、中間ダイナミックレンジとし
て見なされるが、他の例ではこれは、ＨＤＲダイナミックレンジと見なされる。
【０１００】
　[0112]図２は、様々なディスプレイタイプのダイナミックレンジと比較した、通常の人
間の視覚２０２のダイナミックレンジを例示する。図２は、ｎｉｔｓログスケールでの（
たとえば、ｃｄ／ｍ２対数スケールでの）ルミナンスレンジ２００を例示する。例として
、星明かり（starlight）は、例示されているルミナンスレンジ２００上でおおよそ０．
０００１ｎｉｔｓにあり（is at）、月明かりは、約０．０１ｎｉｔｓにある。通常の屋
内の光は、ルミナンスレンジ２００上で１と１００との間にあり得る。日光は、ルミナン
スレンジ２００上で１０，０００ｎｉｔｓと１，０００，０００ｎｉｔｓとの間にあり得
る。
【０１０１】
　[0113]人間の視覚２０２は、０．０００１ｎｉｔｓ未満から１，０００，０００よりも
大きいｎｉｔｓまでの間のどこをも知覚することが可能であるが、精確な（precise）レ
ンジは人により異なる。人間の視覚２０２のダイナミックレンジは、同時ダイナミックレ
ンジ２０４を含む。同時ダイナミックレンジ２０４は、目が最大調節値にある（at full 
adaptation）にある間に対象物が検出され得る最高のルミナンス値と最低のルミナンス値
との間の比として定義される。最大調節値は、目下の周囲の（current ambient）光状況
またはルミナンスレベルに調節された後の一定の状態に目があるときに生じる。同時ダイ
ナミックレンジ２０４が、約０．１ｎｉｔｓと約３２００ｎｉｔｓとの間にあるとして図
２の例では例示されているけれども、同時ダイナミックレンジ２０４は、ルミナンスレン
ジ２００に沿った（along）他のポイントで中心が置かれており（can be centered）、幅
は異なるルミナンスレベルで異なり得る。加えて、同時ダイナミックレンジ２０４は、人
により異なり得る。
【０１０２】
　[0114]図２はさらに、ＳＤＲディスプレイ２０６およびＨＤＲディスプレイ２０８につ
いてのおおよそのダイナミックレンジを例示する。ＳＤＲディスプレイ２０６は、モニタ
、テレビ、タブレットスクリーン、スマートフォンスクリーン、およびＳＤＲビデオをデ
ィスプレイする能力を有する他のディスプレイデバイスを含み、ＨＤＲディスプレイ２０
８は、たとえば、超高精細度テレビならびに他のテレビおよびモニタを含む。
【０１０３】
　[0115]ＢＴ．７０９は、ＳＤＲディスプレイ２０６のダイナミックレンジが約０．１～
１００ｎｉｔｓ、または約１０ｆストップであり得、それは人間の視覚２０２のダイナミ
ックレンジよりも著しく小さい。ＳＤＲディスプレイ２０６のダイナミックレンジはまた
、例示されている同時ダイナミックレンジ２０４よりも小さい。ＳＤＲディスプレイ２０
６はまた、夜間の状況（たとえば、約０．０００１ｎｉｔｓにある星明かり）、または眩
しい屋外の状況（たとえば、おおよそ１，０００，０００ｎｉｔｓ）を正確に再現するこ
とができない。
【０１０４】
　[0116]ＨＤＲディスプレイ２０８は、ＳＤＲディスプレイ２０６よりも広いダイナミッ
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クレンジをカバーし得る。たとえば、ＨＤＲディスプレイ２０８は、約０．０１ｎｉｔｓ
から約５６００ｎｉｔｓ、または１６ｆストップ、のダイナミックレンジを有し得る。Ｈ
ＤＲディスプレイ２０８も人間の視覚のダイナミックレンジにはわたらない（do not enc
ompass）が、ＨＤＲディスプレイ２０８は、平均的な人の同時ダイナミックレンジ２０４
をカバーできることにより近づくことになり得る。ＨＤＲディスプレイ２０８についての
ダイナミックレンジパラメータについての仕様は、たとえばＢＴ．２０２０およびＳＴ２
０８４において見つけられ得る。
【０１０５】
　[0117]色域は、ディスプレイまたはプリンタといった特定のデバイス上で利用可能であ
る色のレンジを記述する。色域はまた、色次元とも称され得る。図３は、ＳＤＲ色域３０
４を表す三角形、およびＨＤＲ色域３０２を表す三角形で重ね書きされている（overlaid
 with）、色度図３００の例を例示する。図３００における曲線３０６上の値は、色、即
ち可視スペクトル中の光の単一の（single）波長によって引き起こされる色である、のス
ペクトルである。曲線３０６より下の色（the colors below the curve 306）は非スペク
トルであり、曲線３０６の低い方の点同士の直線（the straight line between the lowe
r points of the curve 306）はパープルのラインと称され、図３００の内部の色（the c
olors within the interior）は、スペクトル色、またはパープル色の、白との様々な混
合である不飽和色である。Ｄ６５とラベル付けされている点は、例示されているスペクト
ル曲線３０６についての白の場所を示す。曲線３０６はまた、スペクトル軌跡（the spec
trum locus）またはスペクトルの軌跡（spectral locus）と称され得る。
【０１０６】
　[0118]ＳＤＲ色域３０４を表す三角形は、ＢＴ．７０９によって提供されているような
赤、緑、および青の原色に基づく。ＳＤＲ色域３０４は、ＨＤＴＶ、ＳＤＲブロードキャ
スト、および他のデジタル媒体コンテンツによって使用される色空間である。
【０１０７】
　[0119]ＨＤＲ色域３０２を表す三角形は、ＢＴ．２０２０によって提供されているよう
な赤、緑、および青の原色に基づく。図３によって例示されているように、ＨＤＲ色域３
０２は、ＳＤＲ色域３０４よりも約７０％多い色を提供する。ＤＣＩ（Digital Cinema I
nitiatives）Ｐ３（ＤＣＩ－Ｐ３と称される）のような他の規格によって定義されている
色域は、ＨＤＲ色域３０２よりもさらに多くの色を提供する。ＤＣＩ－Ｐ３は、デジタル
動き投影に（for digital move projection）使用される。
【０１０８】
　[0120]表１は、ＢＴ．７０９、ＢＴ．２０２０、およびＤＣＩ－Ｐ３によって提供され
るものを含む色域パラメータの例を例示する。各色域精細度（definition）について、表
１は、色度図についてのｘおよびｙ座標を提供する。
【０１０９】
【表１】

【０１１０】
　[0121]大きいカラーボリュームをもつビデオデータ（たとえば、ハイダイナミックレン
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ジおよび広色域をもつ（with）ビデオデータ）は、成分毎に高精度で（with a high degr
ee of precision）獲得および記憶され得る。たとえば、浮動小数点値は、各ピクセルの
ルーマおよびクロマ値を表すために使用され得る。さらなる例として、ルーマ、クロマ青
、およびクロマ赤成分が各々同じサンプルレートを有する４：４：４クロマフォーマット
が使用される。４：４：４表記法（notation）はまた、赤緑青（ＲＧＢ）色フォーマット
を指すために使用され得る。さらなる例として、国際照明委員会（ＣＩＥ）１９３１ＸＹ
Ｚによって定義されたもののような超広色空間が使用され得る。高精度で表されるビデオ
データは、おおよそ数学的にロスレスであり得る。しかしながら高精度表現は冗長を含み
得、圧縮のために最適でないことがある。したがって、人間の目によって見られることが
できるカラーボリュームをディスプレイすることを狙いとしているより低い精度のフォー
マットがしばしば使用される。
【０１１１】
　[0122]図４は、高精度の線形ＲＧＢ４０２ビデオデータをＨＤＲデータ４１０に転換す
る（converting）ためのプロセス４００の例を例示する。ＨＤＲデータ４１０は、より低
い精度を有し得、より簡単に圧縮され得る。例となるプロセス４００は、ダイナミックレ
ンジをコンパクト化し得る非線形伝達関数４０４と、よりコンパクトまたはロバストな色
空間を作り出し得る色転換４０６、および浮動小数点表現を整数表現に転換し得る量子化
４０８関数を含む。
【０１１２】
　[0123]様々な例において、ハイダイナミックレンジおよび浮動小数点表現を有し得る線
形ＲＧＢ４０２データは、非線形伝達関数４０４を使用してコンパクト化され得る。非線
形伝達関数４０４の例は、ＳＴ２０８４で定義されている知覚量子化（perceptual quant
izer）である。伝達関数４０４の出力は、色転換４０６によってターゲット色空間に転換
され得る。ターゲット色空間は、ＹＣｂＣｒのような圧縮により適したものであり得る。
量子化４０８はその後、データを整数表現に転換するために使用され得る。
【０１１３】
　[0124]例となるプロセス４００のステップの順序は、ステップが実行され得る順序の一
例である。他の例では、ステップが異なる順序で生じ得る。たとえば、色転換４０６は、
伝達関数４０４に先立ち（precede）得る。他の例では、さらなる処理も生じ得る。たと
えば、空間サブサンプリングが色成分に適用され得る。
【０１１４】
　[0125]伝達関数４０４は、画像中のデジタル値を光エネルギー（optical energy）に、
および光エネルギーからマッピングするために使用され得る。光エネルギーは、光強度（
optical power）とも称され、レンズ、鏡、または他の光学系が光を収束または分岐する
度合いである。伝達関数４０４は、ダイナミックレンジをコンパクト化するために画像中
のデータに適用され得る。ダイナミックレンジをコンパクト化することは、ビデオコンテ
ンツが限定されたビット数でデータを表すことを可能にし得る。伝達関数４０４は、（た
とえば、ＳＤＲについてＩＴＵ－Ｒ勧告ＢＴ．１８８６（「ＢＴ．１８８６」と本明細書
では称される）もしくはＢＴ．７０９で規定されているような）エンドコンシューマディ
スプレイの電気光学伝達関数（ＥＯＴＦ）の逆数を反映することができるか、または（Ｈ
ＤＲについてＳＴ２０８４で指定されている知覚量子化（ＰＱ）伝達関数によって提供さ
れるような）輝度変化の人間の視覚系の知覚を概算することができる一次元非線形関数で
あり得る。電気光学伝達関数は、どのように符号レベルまたは符号値（code levels or c
ode values）と称されるデジタル値を可視光に変えるかを記述する。電気光学変換の逆の
プロセスは光学電気変換（ＯＥＴＦ）であり、これは、ルミナンスから符号レベルを作り
出す。
【０１１５】
　[0126]図５は、様々な規格によって定義されている変換関数によって作り出されるルミ
ナンス曲線の例を例示する。各曲線は、異なる符号レベルにおけるルミナンス値を図にし
ている（charts）。図５はまた、各伝達関数によって可能にされたダイナミックレンジも
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例示する。他の例では、曲線は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、および青（Ｂ）の色成分について
別個に描かれ得る。
【０１１６】
　[0127]基準の電気光学伝達関数はＢＴ．１８８６で規定されている。伝達関数は、以下
の数式によって与えられる：
【０１１７】
【数１】

【０１１８】
　[0128]上記数式では、
　[0129]Ｌは、ｃｄ／ｍ２でのスクリーンのルミナンスである。
【０１１９】
　[0130]ＬＷは、白色についてのスクリーンルミナンスである。
【０１２０】
　[0131]ＬＢは、黒色についてのスクリーンルミナンスである。
【０１２１】
　[0132]Ｖは、入力ビデオ信号レベル（黒はＶ＝０で生じ、白はＶ＝１で生じるように標
準化されている）である。ＢＴ．７０９によってマスタリングされるコンテンツでは、１
０ビットのデジタル符号値「Ｄ」が、以下の数式によって（per）Ｖの値にマッピングす
る（map into）：Ｖ＝（Ｄ－６４）／８７６
　[0133]γはべき関数の指数であり、γ＝２．４０４である
　[0134]ａはユーザ利得（レガシの「コントラスト」制御）についての変数であり、ここ
で
【０１２２】
【数２】

【０１２３】
　[0135]ｂはユーザの黒レベルリフト（レガシの「輝度」制御）についての変数であり、
ここで
【０１２４】
【数３】

【０１２５】
　[0136]上記変数ａおよびｂは、Ｖ＝１ではＬ＝ＬＷになり、Ｖ＝０ではＬ＝ＬＢになる
ように、以下の数式を解くことによって導かれ得る：
【０１２６】
【数４】

【０１２７】
　[0137]ＳＴ２０８４は、より効率的により高いダイナミックレンジデータをより効率的
にサポートし得る伝達関数を提供する。ＳＴ２０８４の伝達関数は標準化された線形Ｒ、
Ｇ、およびＢ値に適用され、これは、非線形表現Ｒ’、Ｇ’、およびＢ’を作り出す。Ｓ
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１００００による標準化を定義する。Ｒ’、Ｇ’、およびＢ’値は、以下の通りに算出さ
れ得る：
 R’=PQ_TF(max(0,min(R/NORM,1)))
 G’=PQ_TF(max(0,min(G/NORM,1)))　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
 B’=PQ_TF(max(0,min(B/NORM,1)))
　[0138]数式（１）では、伝達関数ＰＱ＿ＴＦは以下の通りに定義される：
【０１２８】
【数５】

【０１２９】
　[0139]電気光学伝達関数は、浮動小数点の正確度で関数として定義され得る。浮動小数
点の正確度を有することによって、光学電気伝達関数が適用されるとき、関数の非線形性
を組み込む信号に誤差をもたらすのを回避することが可能である。ＳＴ２０４８によって
規定されているこの逆伝達関数は以下の通りである：
 R=10000*inversePQ_TF(R’)
 G=10000*inversePQ_TF(G’)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）
 B=10000*inversePQ_TF(B’)
　[0140]数式（２）では、逆伝達関数ｉｎｖｅｒｓｅＰＱ＿ＴＦが以下の通りに定義され
る：
【０１３０】
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【数６】

【０１３１】
　[0141]他の伝達関数および逆伝達関数も定義されてきた。ビデオコーディングシステム
は、ＳＴ２０８４によって提供されるものの代わりに、またはそれに加えて、これらの他
の伝達関数および逆伝達関数のうちの１つを使用し得る。
【０１３２】
　[0142]色転換４０６は、線形ＲＧＢ４０２入力の色空間のサイズを低減し得る。画像キ
ャプチャシステムはしばしば、ＲＧＢデータとして画像をキャプチャする。しかしながら
ＲＧＢ色空間は、色成分間に高い度合いの冗長を有し得る。したがってＲＧＢは、データ
のコンパクトな表現を作り出すためには最適でない。よりコンパクトでよりロバストな表
現を達成するために、ＲＧＢ成分は、圧縮により適し得る、ＹＣｂＣｒのようなより相関
性のない色空間に転換され得る。色転換４０６によって作り出されたターゲット色空間は
、ルミナンスによって表される輝度と、異なる相関性のない成分中の色情報とを分離し得
る。
【０１３３】
　[0143]ＹＣｂＣｒ色空間は、ＢＴ．７０９によって使用される１つのターゲット色空間
である。ＢＴ．７０９は、非線形Ｒ’、Ｇ’、およびＢ’値についての非定（non-consta
nt）ルミナンス表現Ｙ’、Ｃｂ、およびＣｒへの以下の（follow）転換を提供する：
【０１３４】
【数７】

【０１３５】
　[0144]数式（３）によって提供される転換はまた、ＣｂおよびＣｒ成分についての除算
を避ける以下の近似転換（approximate conversion）を使用しても実施され得る。
【０１３６】
 Y’=0.212600*R’+0.715200*G’+0.072200*B’
 Cb=-0.114572*R’-0.385428*G’+0.500000*B’　　　　　　　　　　　　　　　　（４
）
 Cr=0.500000*R’-0.454153*G’-0.045847*B’
　[0145]ＢＴ．２０２０は、Ｒ’、Ｇ’、およびＢ’からＹ、Ｃｂ、およびＣｒへの以下
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の転換プロセスを規定している。
【０１３７】
【数８】

【０１３８】
　[0146]数式（５）によって提供される転換はまた、ＣｂおよびＣｒ成分についての除算
を回避する以下の近似転換を使用しても実施され得る。
【０１３９】
 Y’=0.262700*R’+0.678000*G’+0.059300*B’
 Cb=-0.139630*R’-0.360370*G’+0.500000*B’　　　　　　　　　　　　　　　（６）
 Cr=0.500000*R’-0.459786*G’-0.040214*B’
　[0147]色転換４０６の後、現在ではターゲット色空間にある入力データは、高ビット深
度で（たとえば、浮動小数点の正確度で）依然として表され得る。量子化４０８は、デー
タをターゲットビット深度に転換し得る。いくつかの例では、１０ビット～１２ビットの
正確度は、ＰＱ伝達関数と組み合わせて、ＨＤＲデータ４１０が、人間の視覚で気付かれ
る（noticeable by）ものの直下（just below）にある歪みで１６ｆストップを有するの
に十分であり得る。１０ビットの正確度をもつＨＤＲデータ４１０はさらに、ほとんどの
ビデオコーディングシステムによってコーディングされ得る。量子化４０８は不可逆（lo
ssy）であり、これはいくらかの（some）情報が損失したことを意味し、プロセス４００
によって出力されたＨＤＲデータ４１０の不正確さの原因（source）であり得る。
【０１４０】
　[0148]以下の数式は、ターゲット色空間中のコードワードに適用され得る量子化４０８
の例を提供する。たとえば、浮動小数点の正確度を有するＹ、Ｃｂ、およびＣｒについて
の入力値は、Ｙについては固定ビット深度値ＢｉｔＤｅｐｔｈＹおよびクロマ値（Ｃｂお
よびＣｒ）については固定ビット深度値ＢｉｔＤｅｐｔｈＣに転換され得る。
そのような量子化の例は、以下の例で示されているように、ＹＣｂＣｒのようなターゲッ
ト色空間中のコードワードに適用され得る。たとえば、浮動小数点の正確度で表される入
力値ＹＣｂＣｒは、Ｙ値では固定ビット深度ＢｉｔＤｅｐｔｈＹ、およびクロマ値（Ｃｂ
，Ｃｒ）では固定ビット深度ＢｉｔＤｅｐｔｈＣの信号に転換される。
【０１４１】
【数９】

【０１４２】
　[0149]上記では、
 Round(x)=Sign(x)*Floor(Abs(x)+0.5)
 Sign(x)=x<0の場合-1,x=0の場合0,x>0の場合1
 Floor(x)x以下の最大整数
 Abs(x)=x x>=0の場合,-x x<0の場合
 Clip1Y(x)=Clip3(0,(1<<BitDepthY)-1,x)
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 Clip1C(x)=Clip3(0,(1<<BitDepthC)-1,x)
 Clip3(x,y,z)=x z<xの場合,y z>yの場合,z その他の場合
　[0150]例となるプロセス４００によって作り出されるＨＤＲデータ４１０は、符号化さ
れたビットストリームを作り出すために、たとえばＡＶＣ　ＨＥＶＣまたはＶＰ８／ＶＰ
９／ＶＰ１０規格を使用して、エンコーダによって圧縮または符号化され得る。ビットス
トリームは記憶および／または送信され得る。ビットストリームは、非圧縮ビデオ信号を
作り出すためにデコーダによって圧縮解除または復号され（decompressed or decoded）
得る。
【０１４３】
　[0151]非圧縮ビデオ信号は、たとえば、高速デジタルインターフェースを使用してエン
ドコンシューマデバイスに送信され得る。コンシューマ電子デバイスおよび伝送媒体の例
は、デジタルテレビ、デジタルケーブル、衛星または地上セットトップボックス、モバイ
ルデバイス、ならびにデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）プレイヤおよび／またはレコー
ダのような関連する周辺デバイス、ならびに他の関連する復号デバイスおよびコンシュー
マデバイスを含む。
【０１４４】
　[0152]高速デジタルインターフェースについてのプロトコル、要件、および勧告が、Ｃ
ＴＡ－８６１のような、全米家電協会（ＣＴＡ）デジタルテレビ（ＤＴＶ）分科委員会（
Subcommittee）によって作成された仕様書において定義されている。ＣＴＡ－８６１によ
って定義されているプロトコル、要件、および勧告の例は、ビデオフォーマットおよび波
形、色度測定（colorimetry）および量子化、線形パルス符号変調（Ｌ－ＰＣＭ）オーデ
ィオはもちろん（as well as）圧縮および非圧縮ビデオデータのトランスポート、補助デ
ータの搬送、ならびにディスプレイ能力および特性を宣言するためにコンシューマデバイ
スによって使用されるＶＥＳＡ（Video Electronics Standards Association）Ｅ－ＥＤ
ＩＤ（Enhanced Extended Display Identification Data Standard）の実装を含む。
【０１４５】
　[0153] ＣＴＡ８６１－ＧバージョンのＣＴＡ－８６１仕様は、より大量の（larger am
ounts of）ダイナミックメタデータを搬送し得る拡張（extended）ＩｎｆｏＦｒａｍｅデ
ータ構造を含む。ダイナミックは、この文脈では、データが時間的に、即ち時間の経過と
ともに（over time）変動し得ることを意味する。拡張ＩｎｆｏＦｒａｍｅデータ構造で
搬送されるデータは、ディスプレイ、テレビ、またはデコーダもしくは受信機のようなビ
デオ信号を処理し得る他のデバイスといったエンドデバイスによって使用され得る。デー
タは、たとえば、エンドデバイスに適用可能な、スマート処理、ガイド付マッピング、デ
ィスプレイ適合、およびカラーボリューム変換のために使用され得る。拡張ＩｎｆｏＦｒ
ａｍｅは、２バイトの数（number）で規定されるタイプを有し得る。拡張ＩｎｆｏＦｒａ
ｍｅタイプ値が０ｘ０００１、０ｘ０００２、０ｘ０００３、または０ｘ０００４に設定
されるとき、拡張ＩｎｆｏＦｒａｍｅはＨＤＲダイナミックメタデータを搬送する。ＨＤ
Ｒダイナミックメタデータ拡張ＩｎｆｏＦｒａｍｅは、符号化されたビットストリームに
おいて補足強化情報（ＳＥＩ）メッセージに符号化され得るＨＤＲダイナミックメタデー
タを保有する。ＳＥＩメッセージは、他の規格にしたがって作り出されるビットストリー
ムはもちろん、ＡＶＣ、ＨＥＶＣ、およびＶＰ８／ＶＰ９／ＶＰ１０ビットストリームに
おいて使用され得る。
【０１４６】
　[0154]デコーダは、ある特定の（certain）タイプのＨＤＲダイナミックメタデータ拡
張ＩｎｆｏＦｒａｍｅの送信をサポートし得る。デコーダはさらに、ターゲットエンドデ
バイスがＨＤＲダイナミックメタデータ拡張ＩｎｆｏＦｒａｍｅを受信する能力を有する
かどうかを決定し得、そうならばＩｎｆｏＦｒａｍｅのタイプにしたがって符号化された
関連するビデオをもつＩｎｆｏＦｒａｍｅを送り得る。いくつかの例では、デコーダは、
タイプ０ｘ０００１、０ｘ０００２、０ｘ０００３、または０ｘ００４であるＨＤＲダイ
ナミックメタデータ拡張ＩｎｆｏＦｒａｍｅを、その拡張ＩｎｆｏＦｒａｍｅタイプにつ
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いてのサポートを示さないエンドデバイスに送らないだろう。エンドデバイスは、たとえ
ば、エンドデバイスがサポートするＨＤＲダイナミックメタデータ拡張ＩｎｆｏＦｒａｍ
ｅのタイプを示すためにＨＤＲダイナミックメタデータデータブロックを使用し得る。
【０１４７】
　[0155]エンドデバイスとデコーダとの間の通信は、ＥＤＩＤ（Extended Display Ident
ification Data）を使用して行われ（conducted）得る。ＥＤＩＤは、エンドデバイスの
能力を記載するためにエンドデバイスによって提供されるデータ構造である。たとえば、
ＥＤＩＤは、エンドデバイスが受信およびレンダリングすることが可能なビデオフォーマ
ットを記載し得る。エンドデバイスは、デコーダのリクエストを受けて、デコーダにＥＤ
ＩＤを提供し得る。デコーダは、入力ビットストリームのフォーマットおよびエンドデバ
イスによってサポートされるフォーマットを考慮して、ＥＤＩＤによって提供される情報
に基づいて出力フォーマットを選択し得る。
【０１４８】
　[0156]様々な例において、いくつかの（several）データブロックがエンドデバイスの
ディスプレイ能力を記載するパラメータを規定するために使用され得る。そのようなデー
タブロックの例は、他のデータブロックに加えて、色度測定（Colorimetry）データブロ
ック、ＨＤＲ静的メタデータブロック、ＨＤＲダイナミックメタデータデータブロックを
含む。色度測定データブロックは、エンドデバイスによってサポートされる、ＢＴ．２０
２０またはＤＣＩ－Ｐ３のような色度測定規格および色域規格を示し得る。ＨＤＲデータ
ブロックは、ディスプレイのＥＯＴＦ（たとえば、ＢＴ．１８８６、ＳＴ２０８４、また
は他のもの）の特性を記載する（describing）パラメータ、所望のダイナミックレンジ（
たとえば、所望の最小および／または最大のルミナンス）を記載するパラメータ、ならび
に／あるいは、ディスプレイ上へのコンテンツの最適なレンダリングのための所望の最大
フレーム平均ルミナンスを記載するパラメータのようなパラメータを通じたエンドデバイ
スのＨＤＲ能力を示す。ＨＤＲダイナミックメタデータデータブロックは、サポートされ
ているＨＤＲダイナミックメタデータタイプのタイプおよびバージョンを示す。
【０１４９】
　[0157]上で着目されたように、ＳＭＴＰＥ　ＳＴ２０９４は、別個の文書で各々が公表
されている、４つの異なるカラーボリューム変換を規定する。これらの文書は、ＳＴ２０
９４－１０、ＳＴ２０９４－２０、ＳＴ２０９４－３０、およびＳＴ２０９４－４０と名
付けられて（designated）いる。
【０１５０】
　[0158]ＳＴ２０９４－１０は、ダイナミックＨＤＲメタデータを記載しており、ここで
は、ダイナミックは、カラーボリューム変換がビデオコンテンツに依存し得ることを意味
し得る。たとえば、ＳＴ２０９４－１０は、パラメータトーンマッピング関数を定義する
。ＳＴ２０９４－１０はさらに、ＹＣｂＣｒ、ＲＧＢ、および人間の視覚系に基づく色空
間を含む様々な色空間においてトーンマッピングが実行され得ることを規定する。ＳＴ２
０９４－１０はまた、ＲＧＢ入力からの例となるカラーボリューム変換の数学的記述を提
供する。
【０１５１】
　[0159]図６は、ＳＴ２０９４－１０の実装で使用され得る処理ブロック６１０の例を例
示する。処理ブロック６１０は、ＳＴ２０９４－１によって提供される汎用のカラーボリ
ューム変換モデルについての枠組み内で例示されている。この枠組みでは、ビデオフレー
ムまたはビデオフレームの一部であり得る画像６０２は、必要であれば入力転換６０４を
経験し（undergo）得る。入力転換６０４は、画像６０２の色空間を入力色空間に転換し
得る。処理ブロック６１０が画像上でオペレートした後、出力転換６０６が、必要であれ
ば、画像の色空間を出力色空間に転換するために適用され得る。プロセス全体の結果が変
換された画像６０８である。
【０１５２】
　[0160]ＳＴ２０９４－１０実装の処理ブロック６１０は、トーンマッピング６１２のブ
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ロック、色域調整６１４のブロック、詳細管理６１６のブロックを含む。
【０１５３】
　[0161]パラメータおよびオペレーションプロセスブロック６１０は、以下の通りに説明
され得、以下に続く説明では、ＰＱは知覚量子化を表す。
【０１５４】
　[0162]ｍａｘＲＧＢベーストーンマッピング
　[0163]ｍａｘＲＧＢベーストーンマッピングについて、以下のパラメータが定義される
：
　[0164]ＭｉｎｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂ－低減されたピクセルセットの
最低のＰＱ符号化されたｍａｘＲＧＢ値
　[0165]ＡｖｅｒａｇｅＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂ－低減されたピクセルセットの
ＰＱ符号化されたｍａｘＲＧＢ値の平均
　[0166]ＭａｘｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂ－低減されたピクセルセットの
最高のＰＱ符号化されたｍａｘＲＧＢ値
　[0167]ＭｉｎｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂＯｆｆｓｅｔ－Ｍｉｎｉｍｕｍ
ＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂ値に追加されるＭｉｎｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａ
ｘｒｇｂと同じユニットにおけるオフセット
　[0168]ＡｖｅｒａｇｅＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂＯｆｆｓｅｔ－Ａｖｅｒａｇｅ
ＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂ値に追加されるＡｖｅｒａｇｅＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａ
ｘｒｇｂと同じユニットにおけるオフセット
　[0169]ＭａｘｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂＯｆｆｓｅｔ－Ｍａｘｉｍｕｍ
ＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂ値に追加されるＭａｘｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａ
ｘｒｇｂと同じユニットにおけるオフセット
　[0170]オフセット、利得、およびガンマベースのトーンマッピング
　[0171]下記の数式８は、オフセット、利得、およびガンマベースのトーンマッピングの
ためのトーンマッピング関数を定義する。
【０１５５】
 y=(min(max(0,(x×g)+o),1))P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）
　[0172]数式８では、ｙ＝出力値、ｘ＝入力値、ｇ＝トーンマッピング利得の値、ｏ＝ト
ーンマッピングオフセットの値、およびＰ＝トーンマッピングガンマの値、である。
【０１５６】
　[0173]以下のＨＤＲパラメータは、数式８で使用するためにシグナリングされ得る（た
とえば、提供および／またはビットストリームに符号化され得る）：
　[0174]ＴｏｎｅＭａｐｐｉｎｇＯｆｆｓｅｔ－数式（８）で使用されるトーンマッピン
グオフセット
　[0175]ＴｏｎｅＭａｐｐｉｎｇＧａｉｎ－数式（８）で使用されるトーンマッピング利
得
　[0176]ＴｏｎｅＭａｐｐｉｎｇＧａｍｍａ－数式（８）で使用されるトーンマッピング
ガンマ
　[0177]以下のパラメータもまた、ＳＴ２０９４－１０で定義されている。
【０１５７】
　[0178]ＣｈｒｏｍａＣｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎＷｅｉｇｈｔは、クロマ調整の量である
。
【０１５８】
　[0179]ＳａｔｕｒａｔｉｏｎＧａｉｎは、彩度（saturation）調整の量である。
【０１５９】
　[0180]ＴｏｎｅＤｅｔａｉｌＦａｃｔｏｒは、トーンマッピング結果への詳細管理関数
の寄与を制御するパラメータである。
【０１６０】
　[0181]以下の制限もまた、ＳＴ２０９４－１０で定義されている。ＳＴ２０９４－１０
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は、メタデータが以下の各々のちょうど１つだけ保有する（shall contain exactly one
）ようなＨＤＲメタデータの範囲を規定する：
　[0182]ＳＴ２０９４－１で規定されているパラメータを通じて定義されているＴｉｍｅ
Ｉｎｔｅｒｖａｌ情報は、以下を含む：
　[0183]ＴｉｍｅＩｎｔｅｒｖａｌＳｔａｒｔ
　[0184]ＴｉｍｅＩｎｔｅｒｖａｌＤｕｒａｔｉｏｎ
　[0185]ＳＴ２０９４－１で規定されているパラメータを通じて定義されているＰｒｏｃ
ｅｓｓｉｎｇＷｉｎｄｏｗ情報は、以下を含む：
　[0186]ＵｐｐｅｒＬｅｆｔＣｏｒｎｅｒ
　[0187]ＬｏｗｅｒＲｉｇｈｔＣｏｒｎｅｒ
　[0188]ＷｉｎｄｏｗＮｕｍｂｅｒ
　[0189]ＳＴ２０９４－１で規定されているパラメータを通じて定義されているＴａｒｇ
ｅｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙ情報は、以下を含む：
　[0190]ＴａｒｇｅｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙＰｒｉｍａｒｉｅｓ
　[0191]ＴａｒｇｅｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙＷｈｉｔｅＰｏｉｎｔＣｈｒｏｍ
ａｔｉｃｉｔｙ
　[0192]ＴａｒｇｅｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙＭａｘｉｍｕｍＬｕｍｉｎａｎｃ
ｅ
　[0193]ＴａｒｇｅｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙＭｉｎｉｍｕｍＬｕｍｉｎａｎｃ
ｅ
　[0194]ＣｏｌｏｒＶｏｌｕｍｅＴｒａｎｓｆｏｒｍパラメータ
　[0195]ＩｍａｇｅＣｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓＬａｙｅｒ、これは、以下の名前の
（named）項目の各々のちょうど１つだけ保有することとなる：
　[0196]ＭｉｎｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂ
　[0197]ＡｖｅｒａｇｅＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂ
　[0198]ＭａｘｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂ
　[0199]ＭａｎｕａｌＡｄｊｕｓｔｍｅｎｔＬａｙｅｒ、これは、以下の名前の項目の各
々の０または１つを有する任意の組合せも保有し得る：
　[0200]ＭｉｎｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂＯｆｆｓｅｔ
　[0201]ＡｖｅｒａｇｅＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂＯｆｆｓｅｔ
　[0202]ＭａｘｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂＯｆｆｓｅｔ
　[0203]ＴｏｎｅＭａｐｐｉｎｇＯｆｆｓｅｔ
　[0204]ＴｏｎｅＭａｐｐｉｎｇＧａｉｎ
　[0205]ＴｏｎｅＭａｐｐｉｎｇＧａｍｍａ
　[0206]ＣｈｒｏｍａＣｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎＷｅｉｇｈｔ
　[0207]ＳａｔｕｒａｔｉｏｎＧａｉｎ
　[0208]ＴｏｎｅＤｅｔａｉｌＦａｃｔｏｒ
　[0209]ＳＴ２０９４－１０は、カラーボリューム変換に使用され得るＨＤＲパラメータ
のセットを定義する。規格はまた、どのようにＨＤＲパラメータが使用され得るかを例示
する情報の例を提供する。しかしながら、ＳＴ２０９４の規格一式は、パラメータがシグ
ナリングされる（たとえば、符号化されたビットストリームにおいて提供される）ことと
なる方法を定義していない。欧州電気通信規格協会（ＥＴＳＩ）、ＣＴＡ、およびＭＰＥ
Ｇといった標準開発組織（ＳＤＯ）は、符号化されたビットストリームにおけるＨＤＲパ
ラメータの送信についての規格を発展させる（develop）ことを期待されている。たとえ
ば、ＣＴＡ－８６１－Ｇは、デジタルオーディオ／ビデオインターフェースを介してＳＴ
２０９４で定義されているＨＤＲダイナミックメタデータを送信するためのフォーマット
を規定している規格である。
【０１６１】
　[0210]ＨＥＶＣおよびＡＶＣビットストリームでは、とりわけ、ＨＤＲパラメータがＳ
ＥＩメッセージを使用して提供され得る。ＳＥＩメッセージにおいて、ＳＴ２０９４－２
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０によって定義されているパラメータを符号化するためのフォーマットが、たとえば、Ｅ
ＴＳＩ技術仕様書１０３　４３３において定義されている。ＳＴ２０９４－３０によって
定義されているパラメータは、たとえば、ＨＥＶＣまたはＡＶＣの色再マッピング情報Ｓ
ＥＩメッセージにおいて符号化され得る。
【０１６２】
　[0211]ＨＥＶＣにおいてＳＴ２０９４－１０によって定義されているパラメータをシグ
ナリングするためのＳＥＩメッセージの例は、ビデオコーディングに関する共同チーム（
ＪＣＴＶＣ）のＪＣＴＶＣ－Ｘ００４に追加されるように提案されたが、この提案は採用
されなかった。
【０１６３】
　[0212]特定のシステムでは、高度テレビジョンシステム委員会（ＡＴＳＣ）およびデジ
タルビデオブロードキャスティング（ＤＶＢ）のような標準化団体は、ＳＴ２０９４－１
０パラメータをシグナリングするためのフォーマットを定義し得る。たとえば、パラメー
タは、コーディングされたビットストリームに追加され得るユーザデータ登録された（us
er data registered）ＳＥＩメッセージにおいて符号化され得る。そのようなＳＥＩメッ
セージは、標準化団体が仕様を提供するＨＤＲビデオシステムについて最適化され得る。
加えて、ＳＥＩメッセージが特定のＨＤＲビデオシステムのためにＳＴ２０９４－１０パ
ラメータについての実装を一義的に（unambiguously）定義するように、ＳＥＩメッセー
ジは定義され得る。
【０１６４】
　[0213]提供されるのは、コーディングされたビットストリームにおいてＳＴ２０９４－
１０メタデータを符号化するための標準化されたメカニズムについてのシステムおよび方
法である。下記で説明される技法は、ＨＤＲビデオシステムにおいてＳＴ２０９４－１０
を受信およびパースするための一義的な定義を提供し得る。本技法はまた、受信機の実装
の複雑性を低減し得る。本技法は、とりわけ、色空間転換に使用され得る色空間シグナリ
ングおよび情報、ＨＤＲビデオシステムによって使用されるだろうＳＴ２０９４の処理要
素の数を制限すること、使用されるだろうＳＴ２０９４－１０のリザーブ値の使用を制限
すること、補足情報の必須の（mandatory）シグナリングを制御すること（constraining
）、色域および最小ルミナンスのようなターゲットディスプレイ能力をシグナリングする
こと、固定長コーディングでｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ（たとえば、メタデータ
ブロックの長さを示すフィールド）をコーディングすること、およびＨＤＲビデオシステ
ムによって使用されるだろうＳＴ２０９４の処理要素間のアソシエーションの仕様を含む
。
【０１６５】
　[0214]これらの技法は、何もＳＴ２０９４－１０によって定義されていない標準化され
たシグナリングメカニズムを提供する。これらの技法はまた、ＳＴ２０９４－１０によっ
て定義されていない間隔を満たすことによって完全なビデオシステムを定義し得、そのよ
うなものは、とりわけ、ＨＤＲパラメータが使用されるべき方法、入力の記述、およびど
の出力カラーボリューム変換を使用すべきか、である。これらの要素の使用に対する（on
）制限はもちろん、ＳＴ２０９４－１０の要素のＳＥＩメッセージへの組み込みが説明さ
れる。
【０１６６】
　[0215]第１の例では、色空間および変換がＳＴ２０９４－１０を実装するＨＤＲビデオ
システムについてシグナリングされ得る。上で論じられたように、ＳＴ２０９４－１０は
、入力ビデオ信号の色空間を示し得るメタデータ、および該入力色空間を別の色空間に転
換するために使用され得るメタデータを定義する。入力およびワーキング色空間の例は、
ＹＣｂＣｒおよびＩＣｔＣｐ（ここで、Ｉはルーマ成分であり、ＣｔおよびＣｐは、それ
ぞれ、青－黄色クロマ成分および赤－緑クロマ成分）を含み得、これは、ＩＴＵ－Ｔ勧告
ＢＴ．２１００によって定義されている。いくつかの例では、入力色空間からワーキング
色空間への転換のための、およびワーキング色空間から出力色空間に転換するための色変
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換の正確な行列。これらの例では、ワーキング色空間は、トーンマッピング関数が適用さ
れ得るものである。
【０１６７】
　[0216]いくつかの例では、ＨＤＲビデオシステムのデコーダまたは受信機は、コーディ
ングされたビットストリームにおいて提供される行列のセットのうちから１つの色変換行
列（a color transform matrix）を選択し得る。デコーダは、たとえば、色変換行列を選
択するために、ＨＥＶＣビデオ使用可能性情報（ＶＵＩ）パラメータｃｏｌｏｒ＿ｐｒｉ
ｍａｒｉｅｓ、および／またはｍａｔｒｉｘ＿ｃｏｅｆｆｓの値を使用し得る。
【０１６８】
　[0217]いくつかの例では、制限は、色変換行列パラメータについて定義され得る。これ
らの制限は、受信機の実装を簡略化し得る。たとえば、色変換行列のエントリは、ＹＣｂ
ＣｒまたはＩＣｔＣｐ色空間によって定義されている値に制限され得る。
【０１６９】
　[0218]いくつかの例では、フラグは、特定の色変換および任意の関連するオフセットが
ビットストリームに存在するかどうかを示すために使用され得る。たとえば、「ＲＧＢｔ
ｏＬＭＳ＿ｃｏｅｆｆ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ」と呼ばれるフラグは、ＲＧＢ～ＬＭ
Ｓ色空間転換パラメータがビットストリームにおいて利用可能であるかどうかを示し得る
（ＬＭＳは、人間の目の３つのタイプの錐体視細胞（cones）の反応を表す色空間であり
、長、中、および短波長における反応または感度ピークに由来する（is named for））。
別の例として、「ＹＣＣｔｏＲＧＢ＿ｃｏｅｆ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ」と呼ばれる
フラグは、ビットストリームがＹＣｂＣｒ～ＲＧＢ色転換を実行するために使用され得る
パラメータを含むかどうかを示し得る。いくつかのケースでは、これらのフラグのどちら
かについての１の値は、色転換パラメータおよび任意の関連するオフセットが存在するこ
とを示し得、０の値が、色バージョンパラメータがビットストリームでは利用可能でない
ことを示し得る。
【０１７０】
　[0219]いくつかの例では、色変換パラメータが存在しないとき、係数の値が識別行列の
ものであると推測される（are inferred to be those of the identity matrix）。いく
つかの例では、色変換パラメータが存在しないとき、パラメータの値が０であると推測さ
れる。いくつかの例では、色変換パラメータおよびオフセットについての他のデフォルト
の値も可能である。
【０１７１】
　[0220]第２の例では、ＨＤＲビデオシステムによって使用されるＳＴ２０９４－１０の
処理要素の数が制限され得る。処理要素の数を制限することは、ＳＴ２０９４－１０パラ
メータを受信およびパースするための一義的な定義を提供することと、ＨＤＲ受信機の実
装を簡略化することとの両方を行い（provide）得る。たとえば、ＳＴ２０９４－１０は
、ビットストリームに含まれ得る拡張ブロック（extended blocks）の数を規定しておら
ず、ここで、拡張ブロックは処理要素（processing elements）を含み得る。定義されて
いない数の拡張ブロックを有することは、デコーダがブロックを記憶するのに必要とする
メモリの量、およびブロックを処理するために必要とされる処理リソースの量が未知であ
り得ることを意味し得る。したがって、様々な例において、拡張ブロックの数は、デコー
ダがブロックを処理するのに必要とされるメモリおよび処理リソースを予め決定し得るよ
うに制限され得る。ＳＴ２０９４－１０処理要素は、とりわけ、処理されるピクチャフラ
グメント、処理ウィンドウ、コンテンツ記述要素、ターゲットディスプレイ記述要素、お
よびトーンマッピングモデルを含み得る。以下に続く例は、個別に、または何れの適した
組合せでも使用され得る。
【０１７２】
　[0221]処理されるピクチャフラグメントおよび処理ウィンドウ（ＳＴ２０９４によって
「ＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇＷｉｎｄｏｗ」と称される）は、ディスプレイの部分（portions
）を記述する。たとえば、ディスプレイは、複数の、場合によっては重なっているウィン
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ドウを含み得、ここで、各ウィンドウは、異なるビデオ信号をディスプレイし得る。同じ
ディスプレイ中の複数の（multiple）ウィンドウの例は、ピクチャインピクチャであり、
ここで、ディスプレイ中の差し込み（inset）ウィンドウは、ディスプレイの主要部に出
力されるビデオ信号とは異なるビデオ信号を含み得る。いくつかの例では、ビデオ信号に
おける処理されるピクチャフラグメントおよび処理ウィンドウの数は、２５４よりも小さ
い固定数に限定される。たとえば、数は１～１６の値に等しく設定され得る。ＳＴ２０９
４によって提供されるように、処理されるピクチャフラグメントおよび処理ウィンドウに
ついてのｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌフィールドは５に設定される。処理されるピク
チャフラグメントおよび処理ウィンドウの数を制限することにしたがって、別の例として
、５に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ブロックの数は１つに制限され
得る。
【０１７３】
　[0222]コンテンツ記述要素（ＳＴ２０９４によって「ＩｍａｇｅＣｈａｒａｃｔｅｒｉ
ｓｔｃｓＬａｙｅｒ」と称される）は、特定のビデオ信号についての情報を提供し得る。
いくつかの例では、コンテンツ記述要素の数は１に等しく設定される。コンテンツ記述要
素についての拡張ブロックは、１のｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌ値を有する。いくつ
かの例では、１に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ブロックの数は１に
制限され得る。
【０１７４】
　[0223]ターゲットディスプレイ記述要素（「ＴａｒｇｅｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌ
ａｙ」とＳＴ２０９４によって称される）は、ビデオ信号がディスプレイされ得るディス
プレイデバイスについての情報を提供し得る。いくつかの例では、ターゲットディスプレ
イ記述要素の数は、１～１６のレンジの（in）値である。ターゲットディスプレイ記述要
素についての拡張ブロックは、２のｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌ値を有する。いくつ
かの例では、２に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ブロックの数は１６
以下に制限され得る。
【０１７５】
　[0224]トーンマッピングモデルは、１セットの色を第２のセットの色にマッピングする
ために使用され得る。たとえば、第２のセットの色は、より限定されたダイナミックレン
ジを有するシステム上のＨＤＲ画像のアピアランスを概算し得る。いくつかの例では、Ｓ
Ｔ２０９４－１０を実装するＨＤＲシステムでは、トーンマッピングモデル（ＳＴ２０９
４では「ＣｏｌｏｒＶｏｌｕｍｅＴｒａｎｓｆｏｒｍと称される）の数は、１～１６の値
である。
【０１７６】
　[0225]いくつかの例では、ＳＴ２０９４－１０関連情報をシグナリングするＳＥＩメッ
セージの数は、各コーディングされるフレームまたはアクセスユニットについて２を超え
ないことがある。いくつかの例では、各アクセスユニットは、ＳＴ２０９４－１０メタデ
ータをもつ関連するＳＥＩメッセージを有することになるだろう。いくつかの例では、そ
のようなＳＥＩメッセージが存在するとき、アクセスポイントごとに１つだけ存在するこ
とになるだろう。
【０１７７】
　[0226]第３の例では、ＳＴ２０９４－１０でリザーブされた値の使用は制限される。リ
ザーブ値（reserved values）の使用を制限することは、指定されていないか、または認
可されていない（unsanctioned）情報がビットストリームに含まれていないということを
保証し得る。
【０１７８】
　[0227]いくつかの例では、ＳＴ２０９４－１０の現在のバージョンに準拠するビットス
トリームは、リザーブ値を含まないこととする（shall not）。たとえば、拡張ブロック
について、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌについてのいくつかの（some）値が、ＡＴＳ
Ｃによる使用のためにリザーブされる。これらの例では、これらのリザーブ値は、ＳＴ２
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０９４－１０を実装するＨＤＲビデオシステムにおいて使用されることができない（cann
ot）。代わりとして、いくつかの例では、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌについてのリ
ザーブ値を使用する拡張ブロックは、デコーダによって無視されることになる(will)。
【０１７９】
　[0228]いくつかの例では、デコーダは、リザーブ値を保有するＳＴ２０９４－１０ＳＥ
Ｉメッセージを破棄することとする。いくつかのケースでは、ＳＥＩメッセージについて
のｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌの値が１、２、または５以外の値であるとき、ＳＥＩ
メッセージは破棄されることとする。いくつかのケースでは、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅ
ｖｅｌの値がリザーブ値と等しいとき、ＳＥＩメッセージは破棄されることとする。その
ような例は、任意の（any）サイズの任意の（arbitrary）データもＳＥＩメッセージに挿
入されてしまうかも知れない（might）穴（hole）を防ぐことができる。
【０１８０】
　[0229]いくつかの例では、１、２、または５以外のｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌの
値は、ＡＴＳＣによる将来的な使用のためにリザーブされる。
【０１８１】
　[0230]いくつかの例では、１、２、または５以外のｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌの
値は、ＡＴＳＣ規格に基づくシステムにおいて使用されることを許されない。
【０１８２】
　[0231]第４の例では、制限は、補足情報の必須のシグナリングに対して課され（be pla
ced）得る。ＡＴＳＣ仕様は、ビデオ信号についてのシグナリング情報のために使用され
得るツールボックスを提供する。このツールボックスは、とりわけ、ビットストリームが
、ＢＲ．７０９、ＢＴ．２０２０、およびハイブリッドログガンマ（ＨＬＧ）によって定
義される伝達関数を含む、複数の伝達関数を符号化することを可能にする。しかしながら
、組合せの数を制限することは、デコーダの実装を簡略化し得る。いくつかの例では、ｐ
ａｙｌｏａｄＴｙｐｅについて４の値をもつＳＥＩメッセージは、異なる伝達関数の特性
を送信するために使用され得る。
【０１８３】
　[0232]いくつかの例では、ＳＴ２０９４－１０ＳＥＩメッセージは、ＨＥＶＣ　ＶＵＩ
中のｔｒａｎｓｆｅｒ＿ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓシンタックス要素が（ＳＴ２０
８４のＰＱ伝達関数について）１６に等しくないときに存在しないこととする。
【０１８４】
　[0233]いくつかの例では、ＳＴ２０９４－１０ＳＥＩメッセージは、ＨＥＶＣ　ＶＵＩ
中のｔｒａｎｓｆｅｒ＿ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓシンタックス要素が（ＳＴ２０
８４からのＰＱ伝達関数については）１６、または（ＨＬＧからの伝達関数については）
１８に等しくないときに存在しないこととする。
【０１８５】
　[0234]いくつかの例では、ＳＴ２０８６によって定義されるようなマスタリングディス
プレイカラーボリュームメタデータをもつＳＥＩメッセージは、ＳＴ２０９４パラメータ
をもつＳＥＩメッセージを有するビットストリームに含まれなければならない。これらの
例では、ＳＴ２０８６についてのＳＥＩメッセージ中の情報と同じ情報を搬送するＳＴ２
０９４－１０ＳＥＩメッセージ中のシンタックス要素は、ＳＴ２０９４－１０パラメータ
についてのＳＥＩメッセージから除去され得る。これらの例では、ＳＴ２０９４－１０フ
レーム処理を導出するために必要とされる対応する情報は、ＳＴ２０８６ＳＥＩメッセー
ジから抽出され得る。
【０１８６】
　[0235]いくつかの例では、ＳＴ２０８６ＳＥＩメッセージがビットストリーム中に存在
するとき、ＳＴ２０８６とＳＴ２０９４－１０との間に共通するシンタックス要素は、Ｓ
Ｔ２０９４－１０についてのＳＥＩメッセージにおいてはシグナリングされない。代わり
に、ＳＴ２０９４－１０シンタックス要素は、ＳＴ２０８６ＳＥＩメッセージ中の対応す
るシンタックス要素と同じであると推測され得る。
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【０１８７】
　[0236]いくつかの例では、フラグ（たとえば、「ｓｔ２０８６＿ｉｎｆｏ＿ｐｒｅｓｅ
ｎｔ＿ｆｌａｇ」と呼ばれる）は、ＳＴ２０８６とＳＴ２０９４－１０との間に共通する
シンタックス要素がＳＴ２０９４－１０についてのＳＥＩメッセージにおいてシグナリン
グルされるかどうかを示すために使用され得る。
【０１８８】
　[0237]いくつかの例では、ＳＴ２０８６シンタックス要素は、ＳＴ２０９４－１０につ
いてのＳＥＩメッセージに含まれる。これらの例では、ＳＴ２０９４－１０ＳＥＩメッセ
ージが存在する（with）ビットストリームまたはアクセスユニットについて、ＳＴ２０８
６ＳＥＩメッセージが許されない。
【０１８９】
　[0238]いくつかの例では、ＳＴ２０８６ＳＥＩメッセージ中のマスタリングディスプレ
イ情報がＳＴ２０９４－１０ＳＥＩメッセージ中のディスプレイ情報と対立する（confli
cts with）とき、ＳＴ２０９４－１０情報が、フレームの処理について優先される。
【０１９０】
　[0239]第５の例では、色域および最小のルミナンスのようなターゲットディスプレイ能
力が、ビットストリームにおいてシグナリングまたは示され得る。ターゲットディスプレ
イ能力は、ディスプレイデバイスがビットストリームにおいて符号化されたビデオ信号を
ディスプレイすることができる最小の要件を示し得る。
【０１９１】
　[0240]いくつかの例では、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌについて２の値を有する拡
張ブロックは、ターゲットディスプレイ最小ルミナンス、ターゲット原色、およびターゲ
ット白色点を含み得る。
【０１９２】
　[0241]いくつかの例では、追加のブロックタイプが、代わりとしてまたは加えて追加さ
れ得る。このタイプを有する拡張ブロックは、原色、白色点、およびターゲットディスプ
レイの最小ルミナンスを保有し得る（can）。たとえば、３に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ
＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ブロックであって、そうでなければリザーブされるだろう拡張ブ
ロックが使用され得るだろう。
【０１９３】
　[0242]第６の例では、拡張ブロックについてのｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈフィ
ールドは、固定長を使用して符号化され得る。ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈフィー
ルドは、拡張ブロックのサイズを示し得る。たとえば、拡張ブロックについてのｅｘｔ＿
ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌが１に設定されるとき、対応するｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇ
ｔｈは５に設定され得る。別の例として、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌが２に設定さ
れるとき、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈは１１に設定され得る。別の例として、ｅ
ｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌが５に設定されるとき、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔ
ｈは７に等しくあり得る。ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈのために使用され得るビッ
ト数を限定することは、デコーダの実装を簡略化し得る。
【０１９４】
　[0243]いくつかの例では　、シンタックス要素ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈをコ
ーディングするために使用されるビット数は、８の固定倍数、または他の適した倍数にな
るように選ばれる。
【０１９５】
　[0244]いくつかの例では、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ値についての値のレンジ
は、両端値を含む０と２５５との間になるように制限される。
【０１９６】
　[0245]いくつかの例では、制限は、代わりに、または加えて（also）、ｅｘｔ＿ｄｍ＿
ａｌｉｇｎｍｅｎｔ＿ｚｅｒｏ＿ｂｉｔシンタックス要素が１つのｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔ
ａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ構造中で示される回数（the number of time
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s）に課され得る。たとえば、シンタックス要素が現れる回数は、７回よりも少なく制限
され得る。ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ構造は、異
なるセットのパラメータを示すために使用され得る。たとえば、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌ
ｅｖｅｌが１に等しいとき、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）
データ構造は、最小、最大、および平均ＰＱ値といったコンテンツレンジ値を提供し得る
。別の例として、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌが２であるとき、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａ
ｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）は、とりわけ、傾き、オフセット、電力（power
）、クロマ重み、および彩度利得といったトリミング値を含み得る。別の例として、ｅｘ
ｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌが５であるとき、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐ
ａｙｌｏａｄ（）は、ディスプレイ領域とも本明細書では称されるアクティブエリアを記
述し得る。ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）はまた、データ構
造のサイズを特定のサイズに伸ばすこと（pad）ができるｅｘｔ＿ｄｍ＿ａｌｉｇｎｍｅ
ｎｔ＿ｚｅｒｏ＿ｂｉｔ要素の数を含み得る。
【０１９７】
　[0246]第７の例では、ＳＴ２０９４処理要素間のアソシエーションが規定され得る。
【０１９８】
　[0247]上で着目されたように、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ
（）データ構造は、色域マッピングパラメータおよびシーンパラメータに関連する情報を
提供し得る。たとえば、１つまたは複数のｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙ
ｌｏａｄ（）データ構造は、１つのセットの（a set of）カラーボリューム変換パラメー
タを含み得、これは、ビデオ信号を特定のデバイスによってディスプレイされ得るものに
変換するためにデコーダまたは受信機によって使用され得る。いくつかの例では、ｅｘｔ
＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ構造でのカラーボリューム変
換パラメータをディスプレイにおけるアクティブ領域と関連付けるための仕様が、提供さ
れ得る。いくつかの例では、デバイス上にディスプレイされているビデオは、１つよりも
多いディスプレイ領域を有し得、ここで、各領域は、異なるビデオ信号を出力しているこ
とがある（can）。これらの例では、１つよりも多いビデオ信号がビットストリームに符
号化され得る。各ビデオ信号は、１つのセットのカラーボリューム変換パラメータと関連
付けられ得る。いくつかのケースでは、２つのビデオ信号が、同じセットのカラーボリュ
ーム変換パラメータと関連付けられ得る。様々な技法が、どのアクティブ領域と１つのセ
ットのカラーボリューム変換パラメータが関連付けられるかを決定するために使用され得
る。
【０１９９】
　[0248]いくつかの例では、インデックスが、１つのセットのカラーボリュームパラメー
タとディスプレイ領域との間のアソシエーションを示すために使用され得る。たとえば、
データ構造での情報が適用されるディスプレイ領域を示さない各ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ
＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）（たとえば、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌが１ま
たは２に等しい）について、シンタックス要素は、アソシエーションを示すために使用さ
れ得る。たとえば、ＳＥＩメッセージは、インデックスのリストの形態でシンタックス要
素を含み得、ここで、インデックスの順序は、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐ
ａｙｌｏａｄ（）データ構造がビットストリームにおいて現れる順序と対応する。この例
では、インデックス値は、各ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）
が関連付けられる１つまたは複数のディスプレイ領域を示し得る。別の例では、アクティ
ブディスプレイ領域が、ＳＥＩメッセージにおいて示され得る。この例では、ＳＥＩメッ
セージ中のシンタックス要素は、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ
が関連付けられるアクティブディスプレイ領域を示し得る。この例では、アクティブディ
スプレイ領域は、アクティブディスプレイ領域がＳＥＩメッセージにおいて示される順序
によって示され（be identified）得るか、または各アクティブディスプレイ領域は識別
子を有し得る。
【０２００】
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　[0249]いくつかの例では、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）
データ構造によって提供されるカラーボリューム変換パラメータのディスプレイ領域との
アソシエーションは、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ
および／またはディスプレイ領域がビットストリームにおいて現れる順序に基づき得る。
たとえば、制限が、異なるタイプのｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａ
ｄ（）データ構造がビットストリームにおいて現れる順序に課せられ得る。ｅｘｔ＿ｄｍ
＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）のタイプは、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖ
ｅｌシンタックス要素によって示され得る。この例では、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌ
ｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ構造が現れる順序は、データ構造が関連付けられるデ
ィスプレイ領域を記述する。
【０２０１】
　[0250]ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ構造の順序を
制限する例として、０～ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋｓ－１（ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂｌｏｃ
ｋｓは拡張ブロックの総数を示す）のレンジのｉの任意の値について、ここで、ｅｘｔ＿
ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（ｉ）は色域マッピングのためのパラメー
タを示す、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（ｊ）が１つまたは複
数のアクティブ領域についての情報を保有するｉよりも大きい最小数にｊがなるような、
両端値を含む、０～ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋｓ－１までのレンジの何れの値ｊも存在
し、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（ｋ）が色域マッピングのた
めのパラメータを示すｊよりも大きい最小数にｋがなるような、ｊよりも大きいｋが存在
する場合、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（ｉ）は、両端値を含
むｊ～ｋ－１のレンジのｍについてのｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏ
ａｄ（ｍ）によって示される領域に関連付けられる。代わりとして、または加えて、ｅｘ
ｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（ｊ）が１つまたは複数のアクティブ
領域についての情報を保有するｉよりも大きい最小数にｊがなるような、両端値を含む０
～ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋｓ－１のレンジの任意の値ｊも存在し、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄ
ａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（ｋ）が、色域マッピングのためのパラメータを示
すようなｊよりも大きいｋの値が存在しない場合、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ
＿ｐａｙｌｏａｄ（ｉ）は、両端値を含むｊ～ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋｓ－１のレン
ジのｍについてのｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（ｍ）によって
示される領域に関連付けられる。代わりとして、または加えて、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ
＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（ｉ）は、ピクチャ全体に適用される（applies to）。
【０２０２】
　[0251]ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ構造の順序を
制限する別の例として、色域マッピングのためのパラメータが、色域マッピングを適用す
るための領域を示さない１つまたは複数のシンタックス要素を含み得る。
【０２０３】
　[0252]いくつかの例では、カラーボリューム変換パラメータのディスプレイ領域とのア
ソシエーションは、ブロックアソシエーションに基づき得る。たとえば、ｅｘｔ＿ｄｍ＿
ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）は、特定のｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌ
値（たとえば、６または他の適した値）を有するビットストリームに含まれ得、ここで、
このタイプの拡張ブロックは、色域マッピングパラメータと、ターゲットディスプレイ特
性と、シーン情報と、アクティブ領域との間のアソシエーションを示し得る。
【０２０４】
　[0253]例として、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ構
造は、色域マッピングパラメータと、ターゲットディスプレイ特性と、シーン情報（総称
してカラーボリューム変換パラメータ）と、アクティブ領域との間のある数の（a number
 of）アソシエーションをシグナリングまたは示し得る。
【０２０５】
　[0254]別の例として、各アソシエーションについて、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏ
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ｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ構造は、アソシエーションを定義するために使用される
ブロックの数を示す１つまたは複数の値であり得る。この例では、いくつかのケースでは
、各アソシエーションについての１つまたは複数の値は明示的にシグナリングされず、デ
フォルト値になるように固定され得る。代わりとして、または加えて、シンタックス要素
が、アソシエーションのモードを示すために使用され得る。そのような例では、各モード
について、１つまたは複数の値は、モードから推測されるか、またはシグナリングされる
かのどちらかであり得る。そのような例では、各モードについて、特定の値のもう１つの
ブロックが、アソシエーションにおいて指定されることが必要とされ得る。代わりとして
、または加えて、いくつかの例では、各アソシエーションについて、シンタックス要素が
、アソシエーションを指定するブロックに対応するインデックスをシグナリングし得る。
そのような例では、インデックスは、ＳＥＩメッセージにおいてシグナリングされるよう
なｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ構造のインデックス
に対応し得る。そのような例では、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌの特定の値について
のインデックスは、ＳＥＩメッセージにおいてシグナリングされるようなｅｘｔ＿ｂｌｏ
ｃｋ＿ｌｅｖｅｌのその特定の値のｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａ
ｄシンタックス構造のインデックスに対応し得る。
【０２０６】
　[0255]いくつかの例では、明示的な領域情報は、色域マッピングパラメータ、シーン情
報、およびターゲットディスプレイ特性の各セットとともに送られる。
【０２０７】
　[0256]いくつかの例では、シーン情報は、シーンの最小、最大、平均ルミナンス情報を
示した１つまたは複数のシンタックス要素を含み得る。色域マッピングパラメータは、色
域マッピングを行うために使用されるマッピング関数のパラメータを含み得る。ターゲッ
トディスプレイ特性は、ディスプレイの最小および最大ルミナンス、原色、ならびに白色
点を含むディスプレイの特性を含み得る。領域情報は、マッピングが適用されることにな
る（is to be applied）領域のサブ領域をさらに指定するために（to）、１つまたは複数
のパラメータ（色座標ドメインまたは空間ドメインにおける形状を記述する）、領域に関
連付けられた１つまたは複数の識別子、パラメータのサブセットが適用可能である領域を
示す座標（たとえば、矩形領域のための４つの座標）を含み得る。
【０２０８】
　[0257]いくつかの例では、色域マッピングパラメータは、領域のシグナリングに関連し
ないｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（）データ構造での（in）全
ての情報（たとえば、色域マッピングパラメータ、シーン情報、およびターゲットディス
プレイ特性）を示すために使用され得る。
【０２０９】
　[0258]第８の例では、追加のシンタックス要素をシグナリングすること、およびシンタ
ックス構造を修正することが、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌのリザーブ値を使用して
将来的な拡張性の可能性を許すために実行され得る。これは、現在のバージョンの仕様に
おいてリザーブされるｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌの値についてのｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄ
ａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄにおいてビットが存在する回数と同じだけ１ビット
（one bit as many times as there are bits）を占有するシンタックス要素のシグナリ
ングを含み得る。
【０２１０】
　[0259]様々な例において、ＨＤＲビデオシステムのデコーダまたは受信機は、ビットス
トリームに対して（on）適合検査（conformance checks）を実行し得る。たとえば、デコ
ーダまたは受信機は、上で説明されたような制限または限定が守られてきた（have been 
adhered to）か否かを検証し得る。デコーダは、たとえば、ビットストリームを復号する
ことと一緒に（in line with）、またはビットストリームを復号し始める前に、適合検査
を実行し得る。ビットストリーム、またはビットストリームの一部分が適合検査に失敗す
るとき、デコーダは、様々な動作を取り（take）得る。たとえば、デコーダは、適合検査
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を進め得る。別の例では、デコーダは、ビットストリームが適合検査に失敗したポイント
からビットストリームを復号するのを停止し得る。さらなる例では、デコーダは、ビット
ストリーム全体を拒否し得る。
【０２１１】
　[0260]上で説明された方法のいくつかの例となる実装が、次に説明される。以下の例と
なる実装は、上で説明された例のうちの１つまたは複数を実装する。例となる実装は、Ａ
ＴＳＣによって定義されているシンタックス構造およびセマンティクスを使用して例示さ
れる。シンタックス構造およびセマンティクスに対する変更（changes）は以下の通りに
示される：［［二重括弧内のテキスト］］は、削除を示し、下線が付されたテキストは追
加を示す。
【０２１２】
　第１の例
　[0261]シンタックス構造への変更：
【０２１３】
【表２】

【０２１４】
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【表３】

【０２１５】
　第２の例
　[0262]セマンティクスに対する変更：
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　[0263]ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ［ｉ］は、バイトでの（in）、ｉ番目の拡張
ＤＭメタデータブロックペイロードのサイズを導くために使用される。ｅｘｔ＿ｂｌｏｃ
ｋ＿ｌｅｎｇｔｈ［ｉ］は、ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋｓが０に等しい場合は存在しな
い。ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈの値は、両端値を含む０～２５５のレンジにある
こととする。
【０２１６】
　[0264]１つの代替例では、シンタックス要素は、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ＿
ｍｉｎｕｓ１としてコーディングされ、セマンティクスは以下の通りに指定される：
　[0265]ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］ｐｌｕｓ１は、バイト
での、ｉ番目の拡張ＤＭメタデータブロックペイロードのサイズ［［を導くために使用さ
れる］］指定する。［［ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ［ｉ］は、ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿
ｂｌｏｃｋｓが０に等しい場合は存在しない。］］ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ＿
ｍｉｎｕｓ１の値は、両端値を含む０～２５５のレンジにあることとする。
【０２１７】

【表４】

【０２１８】
　[0266]ｎｕｍ＿ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｓは、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿
ｐａｙｌｏａｄで指定されるアソシエーションの数を指定する。アソシエーションブロッ
クは、色域マッピングパラメータに関連付けられたアクティブ領域と、色域マッピングパ
ラメータと、ターゲットディスプレイ特性との間のアソシエーションを指定する。
【０２１９】
　[0267]ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋｓ＿ｉｎ＿ａｓｓｏｃ［ｉ］は、ｉ番目のアソシエーション
において指定されるブロックの数を指定する。ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋｓ＿ｉｎ＿ａｓｓｏｃ
［ｉ］の値は、両端値を含む０～２５５のレンジにあることとする。
【０２２０】
　[0268]ｂｌｋ＿ｉｄｘ＿ｉｎ＿ａｓｓｏｃ［ｉ］［ｊ］は、ｉ番目のアソシエーション
におけるｊ番目のブロックのインデックスを指定する。ｂｌｋ＿ｉｄｘ＿ｉｎ＿ａｓｓｏ
ｃ［ｉ］［］］の値は、両端値を含む０～ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋｓ－１のレンジに
あることとする。
【０２２１】
　[0269]１、２、または５に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌ値を有するインデッ
クスｋをもつ各ブロックについて、ｂｌｋ＿ｉｄｘ＿ｉｎ＿ａｓｓｏｃ［ｉ］［ｊ］がｋ
に等しくなるように、６に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつｅｘｔ＿ｄｍ＿
ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄシンタックス構造におけるｉの１つの値が少なく
とも存在することとすることが、ビットストリーム適合についての要件である。
【０２２２】
　[0270]６に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ１つよりも多いｅｘｔ＿ｄｍ
＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄシンタックス構造が存在しないこととすること
が、ビットストリーム適合についての要件である。
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【０２２３】
　[0271]ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｉｔは何れの値も有し得る。その存在および値は、
この仕様のこのバージョンで規定されているプロファイルに対するデコーダ適合に影響を
与えない。この仕様のこのバージョンに適合するデコーダは、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿
ｂｉｔシンタックス要素の全てを無視することとする。
【０２２４】
　[0272]１つの代替例では（In one alternative）、バイトアライメント／将来的保証の
あるシンタックス（byte-alignment/future-proof syntax）が以下の通りに指定される：
【０２２５】
【表５】

【０２２６】
　第３の例
　[0273]シンタックス要素への変更：
【０２２７】
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【０２２８】
　[0274]セマンティクスに対する変更：
【０２２９】
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【表７】

【０２３０】
　[0275]ｔａｒｇｅｔ＿ｍｉｎ＿ＰＱは、１２ビットのＰＱ符号化におけるターゲットデ
ィスプレイの最小ルミナンス値を指定する。値は、両端値を含む０～４０９５のレンジに
あることとする。ｔａｒｇｅｔ＿ｍｉｎ＿ＰＱが存在しない場合、ｓｏｕｒｃｅ＿ｍｉｎ
＿ＰＱの値に等しくなることが推測されることとする。ｔａｒｇｅｔ＿ｍｉｎ＿ＰＱは、
ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１の節１０．４で定義されているようなＴａｒｇｅｔｅｄＳ
ｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙＭｉｎｉｍｕｍＬｕｍｉｎａｎｃｅのＰＱ符号化された値であ
るError! Reference source not found。１０ビットのＰＱ符号化は最上位ビットを使用
する。
【０２３１】
　[0276]ｄｉｓｐｌａｙ＿ｐｒｉｍａｒｉｅｓ＿ｘ［ｃ］およびｄｉｓｐｌａｙ＿ｐｒｉ
ｍａｒｉｅｓ＿ｙ［ｃ］は、ＩＳＯ１１６６４－１（ＩＳＯ１１６６４－３およびＣＩＥ
１５もまた参照）で規定されているようなｘおよびｙのＣＩＥ１９３１定義にしたがって
、０．００００２のインクリメントにおけるマスタリングディスプレイの原色成分ｃの標
準化されたｘおよびｙの色度座標それぞれを指定する。赤、緑、および青の原色を使用す
るマスタリングディスプレイを記述するために、０に等しいインデックス値ｃは、緑の原
色に対応するはずであり、１に等しいｃは、青の原色に対応するはずであり、２に等しい
ｃは、赤の原色に対応するはずである（補遺（Annex）Ｅおよび表Ｅ．３もまた参照）こ
とが示唆される。ｄｉｓｐｌａｙ＿ｐｒｉｍａｒｉｅｓ＿ｘ［ｃ］およびｄｉｓｐｌａｙ
＿ｐｒｉｍａｒｉｅｓ＿ｙ［ｃ］の値は、両端値を含む０～５００００のレンジにあるこ
ととする。
【０２３２】
　[0277]ｗｈｉｔｅ＿ｐｏｉｎｔ＿ｘおよびｗｈｉｔｅ＿ｐｏｉｎｔ＿ｙは、ＩＳＯ１１
６６４－１（ＩＳＯ１１６６４－３およびＣＩＥ１５もまた参照）で規定されているよう
なｘおよびｙのＣＩＥ１９３１定義にしたがって、０．００００２の標準化されたインク
リメントにおけるマスタリングディスプレイの白色点の標準化されたｘおよびｙの色度座
標それぞれを指定する。ｗｈｉｔｅ＿ｐｏｉｎｔ＿ｘおよびｗｈｉｔｅ＿ｐｏｉｎｔ＿ｙ
の値は、０～５００００のレンジにあることとする。
　第４の例
　[0278]シンタックス要素およびセマンティクスに対する変更が以下に続く。行列につい
てのシンタックスはループ形態にされており（is put in）、なぜなら（as）それがより
コンパクトな表現であるからである。
【０２３３】
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【０２３４】
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【表９】

【０２３５】
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【表１０】

【０２３６】
　[0279]ｔａｒｇｅｔ＿ｍｉｎ＿ＰＱは、１２ビットのＰＱ符号化におけるターゲットデ
ィスプレイの最小ルミナンス値を指定する。値は、両端値を含む０～４０９５のレンジに
あることとする。ｔａｒｇｅｔ＿ｍｉｎ＿ＰＱが存在しない場合、ｓｏｕｒｃｅ＿ｍｉｎ
＿ＰＱの値に等しくなることが推測されることとする。ｔａｒｇｅｔ＿ｍｉｎ＿ＰＱは、
ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１［２４］の節１０．４で定義されているようなＴａｒｇｅ
ｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙＭｉｎｉｍｕｍＬｕｍｉｎａｎｃｅのＰＱ符号化され
た値である。１０ビットのＰＱ符号化は最上位ビットを使用する。
【０２３７】
　[0280]ｄｉｓｐｌａｙ＿ｐｒｉｍａｒｉｅｓ＿ｘ［ｃ］およびｄｉｓｐｌａｙ＿ｐｒｉ
ｍａｒｉｅｓ＿ｙ［ｃ］は、ＩＳＯ１１６６４－１（ＩＳＯ１１６６４－３およびＣＩＥ
１５もまた参照）で規定されているようなｘおよびｙのＣＩＥ１９３１定義にしたがって
、０．００００２のインクリメントにおけるマスタリングディスプレイの原色成分ｃの標
準化されたｘおよびｙの色度座標それぞれを指定する。赤、緑、および青の原色を使用す
るマスタリングディスプレイを記述するために、０に等しいインデックス値ｃは、緑の原
色に対応するはずであり（should）、１に等しいｃは、青の原色に対応するはずであり、
２に等しいｃは、赤の原色に対応するはずである（補遺Ｅおよび表Ｅ．３もまた参照）こ
とが示唆される。ｄｉｓｐｌａｙ＿ｐｒｉｍａｒｉｅｓ＿ｘ［ｃ］およびｄｉｓｐｌａｙ
＿ｐｒｉｍａｒｉｅｓ＿ｙ［ｃ］の値は、両端値を含む０～５００００のレンジにあるこ
ととする。
【０２３８】
　[0281]ｗｈｉｔｅ＿ｐｏｉｎｔ＿ｘおよびｗｈｉｔｅ＿ｐｏｉｎｔ＿ｙは、ＩＳＯ１１
６６４－１（ＩＳＯ１１６６４－３およびＣＩＥ１５もまた参照）で規定されているよう
なｘおよびｙのＣＩＥ１９３１定義にしたがって、０．００００２の標準化されたインク
リメントにおけるマスタリングディスプレイの白色点の標準化されたｘおよびｙの色度座
標それぞれを指定する。ｗｈｉｔｅ＿ｐｏｉｎｔ＿ｘおよびｗｈｉｔｅ＿ｐｏｉｎｔ＿ｙ
の値は、０～５００００のレンジにあることとする。
　第５の例
　[0282]シンタックス構造およびセマンティクスに対する変更：
【０２３９】
【表１１】
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【０２４０】
【表１２】

【０２４１】
　[0283]ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ［ｉ］は、バイトでのｉ番目の拡張ＤＭメタ
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データブロックペイロードのサイズを導くために使用される。ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅ
ｎｇｔｈ［ｉ］は、ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋｓが０に等しい場合は存在しない。ｅｘ
ｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈの値は、両端値を含む０～２５５のレンジにあることとす
る。
【０２４２】
　[0284]１つの代替例では、シンタックス要素は、ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ＿
ｍｉｎｕｓ１としてコーディングされ、セマンティクスは以下の通りに指定される：
　[0285]ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］ｐｌｕｓ１は、バイト
でのｉ番目の拡張ＤＭメタデータブロックペイロードのサイズ［［を導くために使用され
る］］指定する。［［ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ［ｉ］は、ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂ
ｌｏｃｋｓが０に等しい場合は存在しない。］］ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ＿ｍ
ｉｎｕｓ１の値は、両端値を含む０～２５５のレンジにあることとする。
【０２４３】
【表１３】

【０２４４】
　[0286]ｎｕｍ＿ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｓは、ＳＥＩメッセージでｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａ
ｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄについて指定されるアソシエーションの数を指定する
。アソシエーションブロックは、色域マッピングパラメータに関連付けられたアクティブ
領域と、色域マッピングパラメータと、ターゲットディスプレイ特性と、シーン情報との
間のアソシエーションを指定する。
【０２４５】
　[0287]ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋｓ＿ｉｎ＿ａｓｓｏｃ［ｉ］は、ｉ番目のアソシエーション
において指定されるブロックの数を指定する。ｎｕｍ＿ｂｌｏｃｋｓ＿ｉｎ＿ａｓｓｏｃ
［ｉ］の値は、両端値を含む０～２５５のレンジにあることとする。
【０２４６】
　[0288]ｂｌｋ＿ｉｄｘ＿ｉｎ＿ａｓｓｏｃ［ｉ］［ｊ］は、ｉ番目のアソシエーション
におけるｊ番目のブロックのインデックスを指定する。ｂｌｋ＿ｉｄｘ＿ｉｎ＿ａｓｓｏ
ｃ［ｉ］［］］の値は、両端値を含む０～ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋｓ－１のレンジに
あることとする。
【０２４７】
　[0289]ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌ［ｋ］が１、２、または５に等しい値を有する
ようなインデックスｋをもつ各ブロックについて、ｂｌｋ＿ｉｄｘ＿ｉｎ＿ａｓｓｏｃ［
ｉ］［ｊ］がｋに等しくなるように、６に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ
ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄ（ｉ）シンタックス構造のような
ｉの１つの値が少なくとも存在することとすることは、ビットストリーム適合についての
要件である。
【０２４８】
　[0290]６に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつＳＥＩメッセージにおけるわ
ずか（no more than）１つのｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｌｏｃｋ＿ｐａｙｌｏａｄシン
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タックス構造が存在することとすることがビットストリーム適合についての要件である。
【０２４９】
　[0291]ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿ｂｉｔは任意の値も有し得る。その存在および値は、
この仕様のこのバージョンで規定されているプロファイルに対するデコーダ適合に影響を
与えない。この仕様のこのバージョンに適合するデコーダは、ｅｘｔ＿ｄｍ＿ｄａｔａ＿
ｂｉｔシンタックス要素の全てを無視することとする。
【０２５０】
　[0292]１つの代替例では、バイトアライメント／将来的保証のあるシンタックスが以下
の通りに指定される：
【０２５１】
【表１４】

【０２５２】
　[0293]以下は、「ATSC Candidate Standard: A/341 Amendment: 2094-10」のテキスト
であり、これはＡＴＳＣ文書番号Ｓ３４－２６２ｒ３に対する改正を含む。この改正は、
上で説明された方法のいくつかを含む。
【０２５３】
　[0294]１．概要
　[0295]この文書は、ＨＤＲコンテンツのためのダイナミックメタデータの使用について
の技術であるＳＴ２０９４－１０「Dynamic Metadata for Color Volume Transform -App
lication #1」のＡＴＳＣ発（ATSC emitted）ビットストリーム要素における符号化およ
びトランスポートを説明している。ＡＴＳＣによって承認される場合、Ａ／３４１：２０
１７，「Video-HEVC」（「Ａ／３４１」）は、本明細書で説明されている編集版（edits
）にしたがって改正されるだろう。
【０２５４】
　[0296]２．規定文献（REFERENCES）
　[0297]以下の規定文献がＡ／３４１に追加されるだろう。
【０２５５】
　[0298]２．１引用規定（Normative References）
　[0299]［１］ＳＭＰＴＥ：「Dynamic Metadata for Color Volume Transformation-App
lication #1」 Doc. ST2094-10 (2016)，Society of Motion Picture and Television En
gineer，White Plains，NY.
　[0300]２．２参考文献（Informative References）
　[0301]［２］ＳＭＰＴＥ：「Dynamic Metadata for Color Volume Transformation-Cor
e Components」 Doc. ST2094-1 (2016)，Society of Motion Picture and Television En
gineers，White Plains，NY.
　[0302]３．用語の定義
　[0303]新たな頭字語、略語、または用語は、Ａ／３４１に追加されないだろう。
【０２５６】
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　[0304]４．Ａ／３４１に対する変更
　[0305]この文書のこのセクションでは、「［ref］」は、Ａ／３４１に挙げられている
引用文献との相互参照が挿入されるだろうことを（または、角括弧内で別の形で説明され
るように）示す。この文書に挙げられる参照文献に対する実際の相互参照は、Ａ／３４１
に組み込まれるだろう新たに追加された参照文献の参照番号で更新されるだろう。
【０２５７】
　[0306]６．３．２．２に箇条書きを追加する。
【０２５８】
　[0307]６．３．２．２「PQ Transfer Characteristics」に見られる箇条書きリストに
下記の箇条書き項目を追加する：
　[0308]・ビットストリームが４に等しいｐａｙｌｏａｄＴｙｐｅ値をもつＳＥＩメッセ
ージを保有し得る。このことは、［下記で説明される新たなサブセクションに対するref
］において説明されるＳＴ２０９４－１０メタデータメッセージのオプションの送信を可
能にする。
【０２５９】
　[0309]セクション６．３．２．２に従属する新たなサブセクションを追加する。
【０２６０】
　[0310]セクション６．３．２．２「PQ Transfer Characteristics」に従属する新たな
サブセクションとして、Ａ／３４１に下記のテキストを追加する。新たなサブセクション
は、セクション６．３．２．２．ｘ「Encoding and Transport of SMPTE ST2094-10 Meta
data Message」と題される。（読みやすさのために、以下のテキストは、履歴付で示され
ない。）
　[0311]セクション６．３．２．２．ｘ「Encoding and Transport of SMPTE ST2094-10 
Metadata Message」
　[0312]ＨＥＶＣビデオビットストリームは、ＨＤＲビデオ信号についてのダイナミック
情報を提供するために２０９４－１０メタデータメッセージを保有し得る。２０９４－１
０メタデータメッセージが存在するとき、この情報は、届けられたＨＤＲ画像（the deli
vered HDR imagery）をディスプレイデバイスの能力に適応させるようにディスプレイに
よって用いられ得る。さらに、このメタデータは、ＡＴＳＣ３．０受信機／コンバータの
ような受信デバイスによってＳＤＲ（ＩＴＵ－Ｒ　ＢＴ．７０９［ref］）ピクチャを導
出するために使用され得る。［下記で説明される新たな補遺へのref］で定義される２０
９４－１０メタデータメッセージで搬送される情報は、ＳＴ２０９４－１［２］およびＳ
Ｔ２０９４－１０［１］で定義されるメタデータ要素についての搬送（carriage）を提供
する。
【０２６１】
　[0313]２０９４－１０メタデータは、存在するとき、ＡＮＳＩ／ＳＣＴＥ１２８－１[r
ef]の表１４で定義されるＡＴＳＣ１＿ｄａｔａ（）構造ごとに勧告ＩＴＵ－Ｔ．３５補
足強化情報（ＳＥＩ）メッセージによって登録されるユーザデータとして符号化およびト
ランスポートされることとし、ｕｓｅｒ＿ｄａｔａ＿ｔｙｐｅ＿ｃｏｄｅについての割り
当てられた値は[表ｘ．ｘに対するref]において示される。
【０２６２】
【表１５】

【０２６３】
　[0314]ペイロードＳＴ２０９４－１０＿ｄａｔａ（）についてのシンタックスおよびセ



(60) JP 2020-501430 A 2020.1.16

10

20

30

40

マンティクスは、［下記で説明される新たな補遺へのref］節［下記で説明される新たな
補遺、セクション１へのref］で指定されるようになることとする。対応するＮＡＬユニ
ットタイプは、存在する場合（Where present）、ＰＲＥＦＩＸ＿ＳＥＩ＿ＮＵＴに等し
く設定されることとする：
　[0315]２０９４－１０メタデータメッセージが存在する場合、以下の制限が適用される
こととする。
【０２６４】
　[0316]・２０９４－１０メタデータメッセージは、ビットストリームの全てのアクセス
ユニットに関連付けられることとする。このメッセージが存在する場合、アクセスユニッ
トごとに一度だけそれが存在することとする。
【０２６５】
　[0317]・ａｐｐ＿ｖｅｒｓｉｏｎは、０に等しく設定されることとする。
【０２６６】
　[0318]・マスタリングディスプレイカラーボリュームＳＥＩメッセージ（ＳＭＰＴＥ　
ＳＴ２０８６［ref］静的メタデータ）はビットストリームに存在することとする。
【０２６７】
　[0319]・１に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ブロックの数は、１に
等しくなるように制限されることとする。
【０２６８】
　[0320]・２に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ブロックの数は、１６
以下になるように制限されることとする。
【０２６９】
　[0321]・５に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ブロックの数は、０ま
たは１に等しくなるように制限されることとする。
【０２７０】
　[0322]Ａ／３４１に新たな補遺を追加する。
【０２７１】
　[0323]Ａ／３４１に対する新たな補遺として下記のテキストを追加する。補遺は、「Me
tadata Based on SMPTE ST2094-10_Data」と題されている。（読みやすさのために、以下
のテキストは、履歴付で示されていない。）
　[0324]Ａ．１　ＳＴ２０９４－１０＿ＤＡＴＡに基づくメタデータ（規定（NORMATIVE
））
　[0325]この節は、ＳＴ２０９４－１０＿ｄａｔａ（）のシンタックスおよびセマンティ
クスを指定する。
【０２７２】
　[0326]ＳＴ２０９４－１０＿ｄａｔａ（）についてのシンタックスは、表Ｙ．Ｙ、表Ｚ
．Ｚ、および表Ｍ．Ｍで示されている。
【０２７３】
　[0327]記述子ｆ（ｎ）、ｉ（ｎ）、ｕｅ（ｖ）、およびｕ（ｎ）による各シンタックス
要素のパースプロセスが、ＨＥＶＣ［ref］で説明されている。
【０２７４】
　[0328]注：メタデータ要素は、ＳＭＰＴＥ規格ＳＴ２０８６［ref］、ＳＴ２０９４－
１［２］、またはＳＴ２０９４－１０［１］にしたがって定義されている。ルミナンス値
と１２ビットＰＱ値との間の転換は、ＳＴ２０８４補遺Ａに見られ得る。
【０２７５】
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【０２７６】
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【表１７】

【０２７７】
　[0329]この節は、ＳＴ２０９４－１０＿ｄａｔａ（）についてのセマンティクスを定義
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している。
【０２７８】
　[0330]本節のために、以下の数学関数が適用される：
【０２７９】
【数１０】

【０２８０】
　[0331]Ｆｌｏｏｒ（ｘ）はｘ以下の最大整数である。
【０２８１】
【数１１】

【０２８２】
　[0332]／＝演算結果（result）のゼロ方向への切り捨てを用いる整数除算。たとえば、
７／４および-７／-４は、１および-７／４に切り捨てられ、７／-４は、-１に切り捨て
られる。
【０２８３】
　[0333]このＳＥＩメッセージにおいて搬送される情報の精度は、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０
９４－１０［１］の使用に対応する目的で十分になるように意図されている。
【０２８４】
　[0334]ａｐｐ＿ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒはアプリケーションを特定し、ＳＴ２０９４－１
０［１］のセクション５の制限にしたがって、１に等しく設定される。
【０２８５】
　[0335]ａｐｐ＿ｖｅｒｓｉｏｎは、アプリケーションにおけるアプリケーションバージ
ョンを指定し、０に等しく設定される。
【０２８６】
　[0336]ｍｅｔａｄａｔａ＿ｒｅｆｒｅｓｈ＿ｆｌａｇは、１に等しく設定されるとき、
出力順序で任意の前の拡張ディスプレイマッピングメタデータの継続（persistence）を
取り消し、拡張ディスプレイマッピングメタデータが後に続くことを示す。拡張ディスプ
レイマッピングメタデータは、出力順序で、ＳＴ２０９４－１０＿ｄａｔａ（）を保有す
る（containing）ＳＥＩメッセージが関連付けられるコーディングされたピクチャ（これ
を含む（inclusive））から、ＳＴ２０９４－１０＿ｄａｔａ（）を保有し、１に等しく
設定されたｍｅｔａｄａｔａ＿ｒｅｆｒｅｓｈ＿ｆｌａｇをもつコーディングされたピク
チャ（これは含まない（exclusive））まで、または（そうでなければ（otherwise））Ｃ
ＶＳにおける最後のピクチャ（これを含む）まで継続する。０に等しく設定されるとき、
このフラグは、拡張ディスプレイマッピングメタデータが後に続かないことを示す。
【０２８７】
　[0337]ｎｕｍ＿ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋｓは、拡張ディスプレイマッピングメタデータブロ
ックの数を指定する。値は、両端値を含む１～２５４のレンジにあることとする。
【０２８８】
　[0338]ｄｍ＿ａｌｉｇｎｍｅｎｔ＿ｚｅｒｏ＿ｂｉｔは、０に等しく設定されることと
する。
【０２８９】
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　[0339]ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ［ｉ］は、バイトでのｉ番目の拡張ディスプ
レイマッピングメタデータブロックペイロードのサイズを導くために使用される。値は、
両端値を含む０～１０２３のレンジにあることとする。
【０２９０】
　[0340]ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌ［ｉ］は、ｉ番目の拡張ディスプレイマッピン
グメタデータブロックに保有されるペイロードのレベルを指定する。値は、両端値を含む
０～２５５のレンジにあることとする。対応する拡張ディスプレイマッピングメタデータ
ブロックタイプは、表Ｅ１．４で定義される。ＡＴＳＣリザーブされる（that are ＡＴ
ＳＣ reserved）ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌ［ｉ］の値（Values）は、ＡＴＳＣ仕
様のこのバージョンに適合するビットストリームに存在しないこととする。ＡＴＳＣリザ
ーブ値を使用するブロックは無視されることとする。
【０２９１】
　[0341]ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌ［ｉ］の値が１に等しく設定されるとき、ｅｘ
ｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ［ｉ］の値は、５に等しく設定されることとする。
【０２９２】
　[0342]ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌ［ｉ］の値が２に等しく設定されるとき、ｅｘ
ｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ［ｉ］の値は、１１に等しく設定されることとする。
【０２９３】
　[0343]ｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌ［ｉ］の値が５に等しく設定されるとき、ｅｘ
ｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｎｇｔｈ［ｉ］の値は、７に等しく設定されることとする。
【０２９４】

【表１８】

【０２９５】
　[0344]５に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ディスプレイマッピング
メタデータブロックが存在するとき、以下の制限が適用されることとする：
　[0345]・５に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ディスプレイマッピン
グメタデータブロックは、１または２に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ少
なくとも１つの拡張ディスプレイマッピングメタデータブロックによって先行されること
とする。
【０２９６】
　[0346]・５に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ任意の２つの拡張ディスプ
レイマッピングメタデータブロック間に、１または２に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅ
ｖｅｌをもつ少なくとも１つの拡張ディスプレイマッピングメタデータブロックが存在す
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ることとする。
【０２９７】
　[0347]・１または２に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ディスプレイ
マッピングメタデータブロックが、５に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ最
後の（last）拡張ディスプレイマッピングメタデータブロックの後には存在しないことと
する。
【０２９８】
　[0348]・１または２に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ディスプレイ
マッピングメタデータブロックのメタデータは、このブロックに続く５に等しいｅｘｔ＿
ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ第１の拡張ディスプレイマッピングメタデータブロックに
よって指定されるアクティブエリアに適用されることとする。
【０２９９】
　[0349]・５に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ現在の拡張ディスプレイマ
ッピングメタデータブロックによって定義されるアクティブエリアが、５に等しいｅｘｔ
＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ先行する拡張ディスプレイマッピングメタデータブロッ
クによって定義されるアクティブエリアと重なっているとき、５に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏ
ｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ現在の拡張ディスプレイマッピングメタデータブロックに関連付
けられた、１または２に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ拡張ディスプレイ
マッピングメタデータブロックのすべてのメタデータが重なっているエリアのピクセル値
に適用されることとする。
【０３００】
　[0350]ｍｉｎ＿ＰＱは、１２ビットのＰＱ符号化における現在のピクチャの最小ルミナ
ンス値を指定する。値は、両端値を含む０～４０９５のレンジにあることとする。１２ビ
ットのｍｉｎ＿ＰＱ値は、以下の通りに計算されることに留意されたい：
　min_PQ=Clip3(0,4095,Round(Min*4095))
　[0351]ここで、Ｍｉｎは、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１０［１］の節６．１．３にお
いて定義されているようなＭｉｎｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂである。
【０３０１】
　[0352]ｍａｘ＿ＰＱは、１２ビットのＰＱ符号化における現在のピクチャの最大ルミナ
ンス値を指定する。値は、両端値を含む０～４０９５のレンジにあることとする。１２ビ
ットのｍａｘ＿ＰＱ値は、以下の通りに計算されることに留意されたい：
　max_PQ=Clip3(0,4095,Round(Max*4095))
　[0353]ここで、Ｍａｘは、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１０［１］の節６．１．５にお
いて定義されているようなＭａｘｉｍｕｍＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂである。
【０３０２】
　[0354]ａｖｇ＿ＰＱは、１２ビットのＰＱ符号化におけるピクチャのルミナンスについ
ての平均ＰＱ符号値を指定する。値は、両端値を含む０～４０９５のレンジにあることと
する。１２ビットのａｖｇ＿ＰＱ値は、以下の通りに計算されることに留意されたい：
　avg_PQ=Clip3(0,4095,Round(Avg*4095))
　[0355]ここで、Ａｖｇは、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１０［１］のセクション６．１
．４において定義されているようなＡｖｅｒａｇｅＰｑｅｎｃｏｄｅｄＭａｘｒｇｂであ
る。
【０３０３】
　[0356]ｔａｒｇｅｔ＿ｍａｘ＿ＰＱは、１２ビットのＰＱ符号化におけるターゲットデ
ィスプレイの最大ルミナンス値を指定する。値は、両端値を含む０～４０９５のレンジに
あることとする。ｔａｒｇｅｔ＿ｍａｘ＿ＰＱは、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１［２］
の節１０．４で定義されているようなＴａｒｇｅｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙＭａ
ｘｉｍｕｍＬｕｍｉｎａｎｃｅのＰＱ符号化された値である。
【０３０４】
　[0357]注：このＳＥＩメッセージは、ＳＴ２０９４－１０［１］において必須と規定さ
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れているＴａｒｇｅｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙＰｒｉｍａｒｉｅｓ、Ｔａｒｇｅ
ｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙＷｈｉｔｅＰｏｉｎｔＣｈｒｏｍａｔｉｃｉｔｙ、お
よびＴａｒｇｅｔｅｄＳｙｓｔｅｍＤｉｓｐｌａｙＭｉｎｉｍｕｍＬｕｍｉｎａｎｃｅの
シグナリングをサポートしない。
【０３０５】
　[0358]２に等しいｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿ｌｅｖｅｌをもつ１つよりも多い拡張ディスプ
レイマッピングメタデータブロックが存在する場合、それらのブロックは、複製された（
duplicated）ｔａｒｇｅｔ＿ｍａｘ＿ＰＱを有さないこととする。
【０３０６】
　[0359]ｔｒｉｍ＿ｓｌｏｐｅは、傾きメタデータを指定する。値は、両端値を含む０～
４０９５のレンジにあることとする。ｔｒｉｍ＿ｓｌｏｐｅが存在しない場合、２０４８
になるように推測されることとする。１２ビットの傾き値は、以下の通りに計算されるこ
とに留意されたい：
　trim_slope=Clip3(0,4095,Round((SS-0.5)*4096))
　[0360]ここで、Ｓは、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１０［１］の節６．２．３において
定義されているようなＴｏｎｅＭａｐｐｉｎｇＧａｉｎである。
【０３０７】
　[0361]ｔｒｉｍ＿ｏｆｆｓｅｔは、オフセットメタデータを指定する。値は、両端値を
含む０～４０９５のレンジにあることとする。ｔｒｉｍ＿ｏｆｆｓｅｔが存在しない場合
、２０４８になるように推測されることとする。１２ビットのオフセット値は、以下の通
りに計算されることに留意されたい：
　trim_offset=Clip3(0,4095,Round((ＯＯ+0.5)*4096))
　[0362]ここで、Ｏは、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１０　１の節６．２．２において定
義されているようなＴｏｎｅＭａｐｐｉｎｇＯｆｆｓｅｔである。
【０３０８】
　[0363]ｔｒｉｍ＿ｐｏｗｅｒは、電力メタデータを指定する。値は、両端値を含む０～
４０９５のレンジにあることとする。ｔｒｉｍ＿ｐｏｗｅｒが存在しない場合、２０４８
になるように推測されることとする。１２ビットの電力値は、以下の通りに計算されるこ
とに留意されたい：
　trim_power=Clip3(0,4095,Round((ＰＰ-0.5)*4096))
　[0364]ここで、Ｐは、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１０［１］の節６．２．４において
定義されているようなＴｏｎｅＭａｐｐｉｎｇＧａｍｍａである。
【０３０９】
　[0365]ｔｒｉｍ＿ｃｈｒｏｍａ＿ｗｅｉｇｈｔは、クロマ重みメタデータを指定する。
値は、両端値を含む０～４０９５のレンジにあることとする。ｔｒｉｍ＿ｃｈｒｏｍａ＿
ｗｅｉｇｈｔが存在しない場合、２０４８になるように推測されることとする。１２ビッ
トのクロマ重み値は、以下の通りに計算されることに留意されたい：
　trim_chroma_weight=Clip3(0,4095,Round((ＣＣＣＣ+0.5)*4096))
　[0366]ここで、ＣＷは、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１０［１］の節６．３．１におい
て定義されているようなＣｈｒｏｍａＣｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎＷｅｉｇｈｔである。
【０３１０】
　[0367]ｔｒｉｍ＿ｓａｔｕｒａｔｉｏｎ＿ｇａｉｎは、彩度利得メタデータを指定する
。値は、両端値を含む０～４０９５のレンジにあることとする。ｔｒｉｍ＿ｓａｔｕｒａ
ｔｉｏｎ＿ｇａｉｎが存在しない場合、２０４８になるように推測されることとする。１
２ビットの彩度利得値は、以下の通りに計算されることに留意されたい：
　trim_saturation_gain=Clip3(0,4095,Round((ＳＳＳＳ+0.5)*4096))
　[0368]ここで、ＳＧは、ＳＭＰＴＥ　ＳＴ２０９４－１０［１］の節６．３．２におい
て定義されているようなＳａｔｕｒａｔｉｏｎＧａｉｎである。
【０３１１】
　[0369]ｍｓ＿ｗｅｉｇｈｔ、このフィールドは、将来的な仕様のためにリザーブされる
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。この１３ビットの符号付整数は、０ｘ１ｆｆｆ（－１）であることとする。
【０３１２】
　[0370]ａｃｔｉｖｅ＿ａｒｅａ＿ｌｅｆｔ＿ｏｆｆｓｅｔ、ａｃｔｉｖｅ＿ａｒｅａ＿
ｒｉｇｈｔ＿ｏｆｆｓｅｔ、ａｃｔｉｖｅ＿ａｒｅａ＿ｔｏｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ａｃｔｉ
ｖｅ＿ａｒｅａ＿ｂｏｔｔｏｍ＿ｏｆｆｓｅｔは、アクティブエリアについてピクチャ座
標で指定されている矩形領域の観点から、現在のピクチャの選択されたピクセルを指定す
る。値は、両端値を含む０～８１９１のレンジにあることとする。ＳＴ２０９４－１０［
１］のＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇＷｉｎｄｏｗもまた参照。
【０３１３】
　[0371]ａｃｔｉｖｅ＿ａｒｅａ＿ｌｅｆｔ＿ｏｆｆｓｅｔ、ａｃｔｉｖｅ＿ａｒｅａ＿
ｒｉｇｈｔ＿ｏｆｆｓｅｔ、ａｃｔｉｖｅ＿ａｒｅａ＿ｔｏｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ａｃｔｉ
ｖｅ＿ａｒｅａ＿ｂｏｔｔｏｍ＿ｏｆｆｓｅｔは、以下の通り、ＳＴ２０９４－１０［１
］の節７．１において制限されているＵｐｐｅｒＬｅｆｔＣｏｒｎｅｒおよびＬｏｗｅｒ
ＲｉｇｈｔＣｏｒｎｅｒの座標を示す：
　UpperLeftCorner=(active_area_left_offset,active_area_top_offset)
　LowerRightCorner=(XSize-1-active_area_right_offset,YSize-1-active_area_bottom_
offset)
　[0372]ここで、Ｘｓｉｚｅは現在のピクチャの水平解像度であり、Ｙｓｉｚｅは現在の
ピクチャの垂直解像度である。
【０３１４】
　[0373]ｅｘｔ＿ｄｍ＿ａｌｉｇｎｍｅｎｔ＿ｚｅｒｏ＿ｂｉｔは、０に等しいこととす
る。
【０３１５】
　[0374]図７は、ビデオデータを処理するためのプロセス７００の例である。プロセス７
００は、ＳＴ２０９４－１０を実装する、図１のビデオコーディングシステムのようなビ
デオコーディングシステムによって実行され得る。
【０３１６】
　[0375]ステップ７０２で、図７のプロセス７００は、ビデオデータを受信することを含
み、ここにおいて、該ビデオデータは、少なくとも２つのビデオ信号を含む。少なくとも
２つのビデオ信号は、関連するか、または関連しないことがある、および／あるいは同じ
であるか、または異なることがある（can）。たとえば、各ビデオ信号は、異なるカメラ
によってキャプチャされてしまっていることがある（may have been captured）。
【０３１７】
　[0376]ステップ７０４で、プロセス７００は、ビデオデータから１つまたは複数のセッ
トのカラーボリューム変換パラメータを取得することを含む。上で論じられたように、カ
ラーボリューム変換パラメータは、伝達関数、ならびに（as well as）伝達関数に関連す
る変数および定数を含み得る。様々な実装において、伝達関数、変数、および定数が、よ
り小さいダイナミックレンジにカラーボリュームをコンパクト化するために使用され得る
。
【０３１８】
　[0377]ステップ７０６で、プロセス７００は、少なくとも２つのビデオ信号の各々のた
めのディスプレイ領域を決定することを含み、ここにおいて、ディスプレイ領域は、ビデ
オ信号がディスプレイされることになるビデオフレームの一部分を決定する。いくつかの
ケースでは、ディスプレイ領域は隣接し得る。いくつかのケースでは、ディスプレイ領域
は重なり得る。ピクチャインピクチャを用いるようないくつかのケースでは、ディスプレ
イ領域は、別のディスプレイ領域との重なりを完成させ得る。
【０３１９】
　[0378]ステップ７０８で、プロセス７００は、少なくとも２つのビデオ信号の各々につ
いて、少なくとも２つのビデオ信号のうちの１つのビデオ信号（a video signal）と、１
つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラー
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ボリューム変換パラメータとの間のそれぞれのアソシエーションを決定することを含み、
ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセットは、ビデオ信号のためのディス
プレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する。たとえば、
１つのセットのカラーボリューム変換パラメータは、該１つのセットのカラーボリューム
変換パラメータが関連付けられる特定のビデオ信号を訂正するために使用され得る。この
例では、該１つのセットのカラーボリューム変換パラメータは、特定のディスプレイデバ
イスによってディスプレイ可能であるレンジに、ビデオ信号のダイナミックレンジをコン
パクト化するために使用され得る。
【０３２０】
　[0379]ステップ７１０で、プロセス７００は、１つまたは複数のセットのカラーボリュ
ーム変換パラメータのための１つまたは複数のメタデータブロックを生成することを含む
。メタデータブロックは、たとえば１つまたは複数のＳＥＩ　ＮＡＬユニットにおいて符
号化され得る。
【０３２１】
　[0380]ステップ７１２で、プロセス７００は、ビデオデータについて符号化されたビッ
トストリームを生成することを含み、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは
、１つまたは複数のメタデータブロックを含む。符号化されたビットストリームは、たと
えば、ＡＶＣまたはＨＥＶＣ規格、あるいは別のビデオコーディング規格を使用して生成
され得る。
【０３２２】
　[0381]ステップ７１４で、プロセス７００は、符号化されたビットストリームにおいて
、少なくとも２つのビデオ信号と１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータ
との間の決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することを含む。いくつかの実
装では、アソシエーションを符号化することは、ビデオフレーム内のディスプレイ領域の
順序にしたがって、符号化されたビットストリームに１つまたは複数のメタデータブロッ
クを配置することを含み得る。たとえば、（ラスタ順序で）第１のディスプレイ領域につ
いての１つのセットのカラーボリューム変換パラメータを保有する１つまたは複数のメタ
データブロックは、符号化されたビットストリームに配置され得、その後（then）、（ラ
スタ順序で）第２のディスプレイ領域についての１つのセットのカラーボリューム変換パ
ラメータを保有するメタデータブロックは、次、およびその先の（next, and so on）符
号化されたビットストリームに配置され得る。
【０３２３】
　[0382]いくつかの実装では、少なくとも２つのビデオ信号と１つまたは複数のセットの
カラーボリュームパラメータとの間の決定されたアソシエーションを符号化することは、
各々が決定されたアソシエーションを示す符号化されたビットストリーム中に１つまたは
複数の値を挿入することを含み得る。たとえば、データ構造はビットストリーム中に符号
化され得、ここで、該データ構造は、ディスプレイ領域とメタデータブロックの特定のセ
ットにおいて１つのセットの符号化されたカラーボリュームパラメータとの間のアソシエ
ーションを示す。
【０３２４】
　[0383]いくつかのケースでは、少なくとも２つのビデオ信号からの第１のビデオ信号に
ついての第１のディスプレイ領域は、該少なくとも２つのビデオ信号からの第２のビデオ
信号についての第２のディスプレイ領域と重なる。これらのケースでは、重なっている領
域において使用する１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータからの１
つのセットのカラーボリューム変換パラメータは、第１のディスプレイ領域と第２のディ
スプレイ領域との間の優先度によって決定される。いくつかの例では、優先度は、第１の
ディスプレイ領域および第２のディスプレイ領域がビデオフレームにおいてディスプレイ
される順序に基づく。いくつかの例では、優先度は、ビデオデータによって提供される値
に基づく。たとえば、優先度値は、各ディスプレイ領域をもつ（with）ビットストリーム
に符号化され得る。
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【０３２５】
　[0384]図８は、ビデオデータを処理するためのプロセス８００の例である。プロセス８
００は、ＳＴ２０９４－１０を実装するビデオコーディングシステムによって実装され得
る。
【０３２６】
　[0385]ステップ８０２で、プロセス８００は、符号化されたビットストリームを受信す
るための手段を含み、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、１つまたは複
数のセットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロッ
クおよび少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を含む。少なくとも２つのビデオ信号
は、関連するか、または関連しないことがある、および／あるいは同じであるか、異なる
ことがある。たとえば、各ビデオ信号は、異なるカメラによってキャプチャされてしまっ
ていることがある。セットの（The sets of）カラーボリューム変換パラメータは、たと
えば、伝達関数、ならびに伝達関数に関連する変数および／または定数を含み得る。１つ
または複数のメタデータブロックは、たとえば、符号化されたビットストリーム中の１つ
または複数のＳＥＩ　ＮＡＬユニットにおいて符号化され得る。
【０３２７】
　[0386]ステップ８０４で、プロセス８００は、少なくとも符号化された２つのビデオ信
号の各々のためのディスプレイ領域を決定することを含む。各ディスプレイ領域は、ディ
スプレイデバイスのスクリーン（たとえば、モニタ、スマートフォンスクリーン、タブレ
ットスクリーン等）のエリアに対応し得る。各ビデオ信号は、個々の（または場合によっ
ては複数の（multiple）個々の）ディスプレイ領域においてディスプレイされ得る。
【０３２８】
　[0387]ステップ８０６で、プロセス８００は、少なくとも２つのビデオ信号の各々につ
いて、該少なくとも２つのビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、該セットのカラーボ
リューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間
のアソシエーションを決定することを含む。
【０３２９】
　[0388]ステップ８０８で、プロセス８００は、それぞれの関連付けられたセットのカラ
ーボリューム変換パラメータを使用して、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復
号することを含み、ここにおいて、該それぞれの関連付けられたセットのカラーボリュー
ム変換パラメータは、対応するディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレ
イパラメータを決定する。たとえば、１つのセットのカラーボリューム変換パラメータは
、特定のディスプレイデバイスによってディスプレイされ得るレンジに、ビデオ信号のダ
イナミックレンジをコンパクト化するために使用され得る。
【０３３０】
　[0389]いくつかの実装では、少なくとも２つのビデオ信号と、１つまたは複数のセット
のカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエーションは、ディスプレイ領域の順
序に基づく。たとえば、符号化されたビットストリームにおいて最初に現れる（appears
）１つのセットのカラーボリューム変換パラメータは、（ラスタ順序で）第１のディスプ
レイ領域に関連付けられ得る。
【０３３１】
　[0390]いくつかの実装では、少なくとも２つのビデオ信号と、１つまたは複数のセット
のカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエーションは、符号化されたビットス
トリームに含まれる１つまたは複数の値に基づく。たとえば、データ構造はビットストリ
ーム中に符号化され得（can）、ここで、該データ構造は、１つのセットのカラーボリュ
ーム変換パラメータを特定のディスプレイ領域に関連付ける値を含む。
【０３３２】
　[0391]いくつかのケースでは、少なくとも２つのビデオ信号からの第１のビデオ信号に
ついての第１のディスプレイ領域は、該少なくとも２つのビデオ信号からの第２のビデオ
信号についての第２のディスプレイ領域と重なる。これらのケースでは、重なっている領
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域において使用する１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータからの１
つのセットのカラーボリューム変換パラメータは、第１のディスプレイ領域と第２のディ
スプレイ領域との間の優先度によって決定される。たとえば、優先度は、第１のディスプ
レイ領域および第２のディスプレイ領域がビデオフレームにおいてディスプレイされる順
序に基づき得る（can）。別の例として、優先度は、ビデオデータによって提供される値
に基づき得る。
【０３３３】
　[0392]図９は、ビデオデータを処理するためのプロセス９００の例である。プロセス９
００は、ＳＴ２０９４－１０を含むビデオコーディングシステムによって実装され得る。
【０３３４】
　[0393]ステップ９０２で、プロセス９００は、ビデオデータを受信することを含み、こ
こにおいて、該ビデオデータは、カラーボリュームに関連付けられる。上で論じられたよ
うに、カラーボリュームは、少なくとも、ビデオデータにおいてキャプチャされた色の深
度およびレンジであるダイナミックレンジおよび色域を含み得る。
【０３３５】
　[0394]ステップ９０４で、プロセス９００は、ビデオデータから１つのセットのカラー
ボリューム変換パラメータを取得することを含み、ここにおいて、該セットのカラーボリ
ューム変換パラメータは、カラーボリュームを変換するために使用され得る。たとえば、
１つのセットのカラーボリューム変換パラメータは、伝達関数、変数、および定数を含み
得る。さらなる例として、カラーボリューム変換パラメータは、特定のディスプレイデバ
イスによってディスプレイされ得るレンジに、カラーボリュームのダイナミックレンジを
コンパクト化するために使用され得る。
【０３３６】
　[0395]ステップ９０６で、プロセス９００は、１つのセットのマスタリングディスプレ
イカラーボリュームパラメータを取得することを含み、ここにおいて、該セットのマスタ
リングディスプレイカラーボリュームパラメータは、ビデオデータのマスタコピーを生成
するときに決定される値を含む。マスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータ
は、たとえば、ビデオデータを作成した人が望んだ色の深度およびレンジを反映させ得る
。いくつかの例では、ビデオデータの何れのコピーも、マスタリングディスプレイカラー
ボリュームパラメータによってキャプチャされる色の深度およびレンジを使用してできる
限り似せて（as near as possible）ディスプレイされることが望ましい。
【０３３７】
　[0396]ステップ９０８で、プロセス９００は、該セットのカラーボリューム変換パラメ
ータのための１つまたは複数のメタデータブロックを生成することを含む。１つまたは複
数のメタデータブロックは、たとえば１つまたは複数のＳＥＩ　ＮＡＬユニット中に符号
化され得る。
【０３３８】
　[0397]ステップ９１０で、プロセス９００は、該セットのマスタリングディスプレイカ
ラーボリュームパラメータのための１つまたは複数のさらなるメタデータブロックを生成
することを含む。様々な例において、マスタリングディスプレイカラーボリュームパラメ
ータについてのメタデータブロックはまた、ＳＥＩ　ＮＡＬユニットにおいて符号化され
得る。
【０３３９】
　[0398]ステップ９１２で、プロセス９００は、ビデオデータについて符号化されたビッ
トストリームを生成することを含み、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは
、１つまたは複数のメタデータブロックおよび１つまたは複数のさらなるメタデータブロ
ックを含み、該１つまたは複数のさらなるメタデータブロックを含むことは、該符号化さ
れたビットストリームに該１つまたは複数のメタデータブロックが存在することによって
必要とされる。
【０３４０】
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　[0399]いくつかの例では、１つのセットのカラーボリューム変換パラメータは、伝達特
性を含み、符号化されたビットストリームにおいて、１つまたは複数のメタデータブロッ
クは、該伝達特性が特定の値に対応しないときに除外される。たとえば、伝達特性は、Ｓ
Ｔ２０８４からの伝達関数が１つのセットのカラーボリューム変換パラメータに含まれる
ときは１６の値を有し、ＨＬＧからの伝達関数が含まれるときには１８の値を有する。こ
れらの例では、１つまたは複数のメタデータブロックは、伝達関数が１６または１８の値
のどちらも有さないときにはビットストリームに含まれない。
【０３４１】
　[0400]いくつかの例では、１つのセットのカラーボリューム変換パラメータおよび１つ
のセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータが同じフィールドを含
む。これらの例では、フィールドは、該フィールドがマスタリングディスプレイカラーボ
リュームパラメータのための１つまたは複数の追加のメタデータブロックに存在すること
に基づいて、１つのセットのカラーボリューム変換パラメータについての１つまたは複数
のメタデータブロックから省かれる。
【０３４２】
　[0401]いくつかの例では、ビデオデータは、複数の処理ウィンドウを含む。いくつかの
実装では、符号化されたビットストリームにおいて、該複数の処理ウィンドウの量が１～
１６の間の値に制限される。この制限は、デコーダが符号化されたビットストリームにお
いて１６個以下の（no more than）処理ウィンドウを見込み（expect）得るように、デコ
ーダについての見込みを設定する。同様に、いくつかの例では、ビデオデータは、複数の
コンテンツ記述要素を含み、符号化されたビットストリームにおいて、該複数のコンテン
ツ記述要素の量が１に制限される。いくつかの例では、ビデオデータは、複数のターゲッ
トディスプレイ要素を含み、符号化されたビットストリームにおいて、該複数のターゲッ
トディスプレイ要素の量が１～１６の間の値に制限される。これらの制限は、デコーダが
扱う（handle）ことができると見込まれるオプションのレンジを限定し得る。
【０３４３】
　[0402]いくつかの例では、符号化されたビットストリームは、該符号化されたビットス
トリームに各アクセスユニットのための少なくとも１つのメタデータブロックを含み、該
メタデータブロックは、カラーボリューム変換パラメータを含み得る。即ち、各アクセス
ユニットについて、符号化されたビットストリームは、カラーボリューム変換パラメータ
を含む少なくとも１つのメタデータブロックを含むことになる。
【０３４４】
　[0403]いくつかの例では、リザーブと（as reserved）定義された値は、符号化された
ビットストリームから除外される。たとえばメタデータブロックのｅｘｔ＿ｂｌｏｃｋ＿
ｌｅｖｅｌフィールドについてのリザーブ値（ここで、メタデータブロックは、カラーボ
リューム変換パラメータを含む）は、符号化されたビットストリームから除外され得る。
【０３４５】
　[0404]いくつかの実装では、カラーボリューム変換パラメータについての１つまたは複
数のメタデータブロックは各々、長さ値を含む。いくつかの例では、符号化されたビット
ストリームにおいて、長さ値が８の倍数に制限される。いくつかの例では、長さ値は、０
～２５５の間の値に制限される。
【０３４６】
　[0405]図１０は、ビデオデータを処理するためのプロセス１０００の例である。プロセ
ス１０００は、ＳＴ２０９４－１０を実装するビデオコーディングシステムによって実装
され得る。
【０３４７】
　[0406]ステップ１００２で、プロセス１０００は、符号化されたビットストリームを受
信することを含み、ここにおいて、該符号化されたビットストリームは、１つのセットの
符号化されたカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロッ
クを含む。カラーボリュームパラメータは、ビデオデータが特定のディスプレイデバイス
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によってディスプレイされ得るように、符号化されたビットストリームに含まれるビデオ
データのダイナミックレンジを低減するために使用され得る。いくつかの例では、メタデ
ータブロックは、符号化されたビットストリーム中の１つまたは複数のＳＥＩ　ＮＡＬユ
ニットにおいて符号化される。
【０３４８】
　[0407]ステップ１００４で、プロセス１０００は、符号化されたビットストリームに１
つまたは複数のメタデータブロックが存在すること（a presence of）を決定することを
含む。
【０３４９】
　[0408]ステップ１００６で、プロセス１０００は、符号化されたビットストリームに１
つまたは複数のメタデータブロックが存在することの決定に基づいて、１つまたは複数の
さらなるブロックが存在することが該符号化されたビットストリームにおいて必要とされ
ることを決定することを含む。
【０３５０】
　[0409]ステップ１００８で、プロセス１０００は、符号化されたビットストリームが、
符号化されたセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータを含む１つ
または複数のさらなるメタデータブロックを含まないことを決定することを含む。いくつ
かの実装では、１つのセットの符号化されたカラーボリューム変換パラメータを含むメタ
データブロックの符号化されたビットストリームにおける存在は、マスタリングディスプ
レイカラーボリュームパラメータを含むメタデータブロックもまた、符号化されたビット
ストリームに存在すべき（should）ことを意味する。追加のメタデータブロックは、そう
でなければ、符号化されたビットストリーム中の１つまたは複数のＳＥＩ　ＮＡＬユニッ
トにおいて符号化され得るだろう（could）。
【０３５１】
　[0410]ステップ１０１０で、プロセス１０００は、符号化されたビットストリームが１
つまたは複数のさらなるメタデータブロックを含まないことに基づいて、該符号化された
ビットストリームが要件に適合しないことを決定することを含む。適合するビットストリ
ームは、合意の規格（agreed-upon standards）に準拠するものである。適合性のないビ
ットストリームは、規格に準拠するデコーダによって再生可能でないおよび／またはパー
ス可能（parse-able）でないことがある。
【０３５２】
　[0411]ステップ１０１２で、プロセス１００は、符号化されたビットストリームが要件
に適合しないという決定に基づいて、該符号化されたビットストリームの少なくとも一部
を処理しないことを含む。ビットストリームの一部を処理しないことは、たとえば、カラ
ーボリューム変換パラメータを含むメタデータブロック（たとえば、パラメータを保有す
るＳＥＩ　ＮＡＬユニット）は、パース、復号、および／または違う形で（otherwise）
使用されない。代わりとして、または加えて、ビットストリームの一部を処理しないこと
は、たとえば、カラーボリューム変換パラメータに関連付けられるビデオデータを処理（
たとえば、復号および／またはディスプレイ）しないことを意味し得る。代わりとして、
または加えて、ビットストリームの一部を処理しないことは、ビットストリーム全体を復
号またはディスプレイしないことを意味し得る。
【０３５３】
　[0412]いくつかの実装では、符号化されたセットのカラーボリューム変換パラメータは
、伝達特性を含む。これらの実装では、プロセス１０００はさらに、伝達特性の値が、Ｓ
Ｔ２０８４伝達関数がビットストリームに含まれることを示す値、またはＨＬＧ伝達関数
がビットストリームに含まれることを示す値のような、特定の値であることを決定するこ
とを含む。これらの実装では、１つまたは複数のメタデータブロックが符号化されたビッ
トストリームに含まれ、伝達特性の値が特定の値であるので、符号化されたビットストリ
ームは適合していない（non-conforming）。
【０３５４】
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　[0413]いくつかのケースでは、符号化されたセットのカラーボリューム変換パラメータ
および符号化されたセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータが同
じフィールドを含む。これらのケースでは、符号化されたビットストリームが適合してい
ないことを決定することは、フィールドが１つまたは複数のメタデータブロックと１つま
たは複数のさらなるメタデータブロックとの両方に存在することにさらに基づく。
【０３５５】
　[0414]いくつかのケースでは、符号化されたセットのカラーボリューム変換パラメータ
と符号化されたセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータとは同じ
フィールドを含み、該フィールドは、１つまたは複数のメタデータブロックから省かれる
。これらのケースでは、該セットのカラーボリュームパラメータを復号するとき、復号す
ることは、符号化されたセットのマスタリングディスプレイカラーボリュームパラメータ
からフィールドについての（for）値を使用する。
【０３５６】
　[0415]いくつかのケースでは、ビデオデータが処理されることは、複数の処理ウィンド
ウを含む。これらのケースでは、符号化されたビットストリームが適合していないことを
決定することはさらに、複数の処理ウィンドウの量が１６よりも大きいことに基づく。
【０３５７】
　[0416]いくつかのケースでは、ビデオデータは、複数のコンテンツ記述要素を含む。こ
れらのケースでは、符号化されたビットストリームが適合していないことを決定すること
はさらに、複数のコンテンツ記述要素の量が１よりも大きいことに基づく。
【０３５８】
　[0417]いくつかのケースでは、ビデオデータは、複数のターゲットディスプレイ要素を
含む。これらのケースでは、符号化されたビットストリームが適合していないことを決定
することはさらに、複数のターゲットディスプレイ要素の量が１６よりも大きいことに基
づく。
【０３５９】
　[0418]いくつかの例では、プロセス１０００はさらに、符号化されたビットストリーム
に、特定のアクセスユニットのためのメタデータブロックを含まないことを決定すること
を含み得る。これらの実装では、符号化されたビットストリームが適合していないことを
決定することはさらに、符号化されたビットストリームが特定のアクセスユニットのため
のメタデータブロックを含まないことに基づき得る。
【０３６０】
　[0419]いくつかの実装では、プロセス１０００はさらに、符号化されたビットストリー
ムがリザーブ値を含むことを決定することを含み得る。これらの実装では、符号化された
ビットストリームが適合していないことを決定することはさらに、符号化されたビットス
トリームがリザーブ値を含むことに基づき得る。
【０３６１】
　[0420]いくつかの実装では、１つまたは複数のメタデータブロックは各々、長さ値を含
む。これらのケースでは、符号化されたビットストリームが適合していないことを決定す
ることはさらに、長さ値が８の倍数でないことに基づき得る。いくつかのケースでは、符
号化されたビットストリームが適合していないことを決定することはさらに、長さ値が２
５５よりも大きいことに基づき得る。
【０３６２】
　[0421]本明細書で論じられている方法およびオペレーションは、圧縮されたビデオを使
用して実装され得、例となるビデオ符号化および復号システム（たとえば、システム１０
０）において実装され得る。いくつかの例では、システムは、宛先デバイスによって後の
時間に復号される符号化されたビデオデータを提供するソースデバイスを含む。特に、ソ
ースデバイスは、コンピュータ可読媒体を介して宛先デバイスにビデオデータを提供する
。ソースデバイスおよび宛先デバイスは、デスクトップコンピュータ、ノートブック（即
ち、ラップトップ）コンピュータ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、い
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わゆる「スマート」フォンのような電話ハンドセット、いわゆる「スマート」パッド、テ
レビ、カメラ、ディスプレイデバイス、デジタルメディアプレイヤ、ビデオゲーム機、ビ
デオストリーミングデバイス、または同様のものを含む、幅広いデバイスの何れも備え得
る。いくつかのケースでは、ソースデバイスおよび宛先デバイスは、ワイヤレス通信のた
めに装備され得る。
【０３６３】
　[0422]宛先デバイスは、コンピュータ可読媒体を介して復号される符号化されたビデオ
データを受信し得る。コンピュータ可読媒体は、ソースデバイスから宛先デバイスに符号
化されたビデオデータを移動させることが可能な何れのタイプの媒体またはデバイスも備
え得る。一例では、コンピュータ可読媒体は、ソースデバイスがリアルタイムに符号化さ
れたビデオデータを直接宛先デバイスに送信することを可能にする通信媒体を備え得る。
符号化されたビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルのような通信規格にしたがって
変調され、宛先デバイスに送信され得る。通信媒体は、無線周波数（ＲＦ）スペクトルま
たは１つまたは複数の物理的な伝送線といった何れのワイヤレスまたは有線通信媒体も備
え得る。通信媒体は、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、または
インターネットのようなグローバルネットワークといったパケットベースのネットワーク
の一部を形成し得る。通信媒体は、ルータ、スイッチ、基地局、またはソースデバイスか
ら宛先デバイスへの通信を容易にするのに役立ち得る何れの他の機器も含み得る。
【０３６４】
　[0033]いくつかの例では、符号化されたデータは、出力インターフェースから記憶デバ
イスに出力され得る。同様に、符号化されたデータは、記憶デバイスから入力インターフ
ェースによってアクセスされ得る。記憶デバイスは、ハードドライブ、ブルーレイディス
ク、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ、揮発性または非揮発性メモリ、あるいは
符号化されたビデオデータを記憶するためのあらゆる他の適したデジタル記憶媒体といっ
た様々な分散型または局所的にアクセスされるデータ記憶媒体の何れも含み得る。さらな
る例では、記憶デバイスは、ファイルサーバ、またはソースデバイスによって生成された
符号化されたビデオを記憶し得る別の中間記憶デバイスに対応し得る。宛先デバイスは、
ストリーミングまたはダウンロードを介して、記憶デバイスから、記憶されたビデオデー
タにアクセスし得る。ファイルサーバは、符号化されたビデオデータを記憶すること、お
よびその符号化されたビデオデータを宛先デバイスに送信することが可能な何れのタイプ
のサーバでもあり得る。例となるファイルサーバは、（たとえば、ウェブサイトのための
）ウェブサーバ、ＦＴＰサーバ、ネットワーク接続記憶（ＮＡＳ：network attached sto
rage）デバイス、またはローカルディスクドライブを含む。宛先デバイスは、インターネ
ット接続を含むあらゆる規格データ接続を通じて、符号化されたビデオデータにアクセス
し得る。これは、ファイルサーバに記憶された符号化されたビデオデータにアクセスする
のに適している、ワイヤレスチャネル（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ接続）、有線接続（たとえ
ば、ＤＳＬ、ケーブルモデム等）、またはその両方の組合せを含み得る。記憶デバイスか
らの符号化されたビデオデータの送信は、ストリーミング送信、ダウンロード送信、また
はそれらの組合せであり得る。
【０３６５】
　[0424]本開示の技法は、ワイヤレスアプリケーションまたは設定に必ずしも限定される
わけではない。本技法は、無線テレビブロードキャスト、ケーブルテレビ送信、衛星テレ
ビ送信、ＨＴＴＰを介した動的適応型ストリーミング（ＤＡＳＨ：dynamic adaptive str
eaming over HTTP）のようなインターネットストリーミングビデオ送信、データ記憶媒体
上に符号化されるデジタルビデオ、データ記憶媒体上に記憶されたデジタルビデオの復号
、または他のアプリケーションといった様々なマルチメディアアプリケーションのどれで
もサポートするビデオコーディングに適用され得る。いくつかの例では、システムは、ビ
デオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスト、および／またはビデオ電話
のようなアプリケーションをサポートするために、一方向または二方向ビデオ送信をサポ
ートするように構成され得る。
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【０３６６】
　[0425]一例では、ソースデバイスは、ビデオソース、ビデオエンコーダ、および出力イ
ンターフェースを含む。宛先デバイスは、入力インターフェース、ビデオデコーダ、およ
びディスプレイデバイスを含み得る。ソースデバイスのビデオエンコーダは、本明細書に
開示されている技法を適用するように構成され得る。他の例では、ソースデバイスおよび
宛先デバイスは、他のコンポーネントまたは配列を含み得る。たとえば、ソースデバイス
は、外部のカメラのような外部のビデオソースからビデオデータを受信し得る。同様に、
宛先デバイスは、統合されたディスプレイデバイスを含むよりむしろ、外部のディスプレ
イデバイスとインターフェース接続し得る。
【０３６７】
　[0426]上記の例となるシステムは単に一例に過ぎない。並行してビデオデータを処理す
るための技法は、何れのデジタルビデオ符号化および／または復号デバイスによっても実
行され得る。一般に、本開示の技法は、ビデオ符号化デバイスによって実行されるけれど
も、本技法はまた、通常「ＣＯＤＥＣ」と称されるビデオエンコーダ／デコーダによって
も実行され得る。さらに本開示の技法はまた、ビデオプレプロセッサによっても実行され
得る。ソースデバイスおよび宛先デバイスは単に、ソースデバイスが宛先デバイスへの送
信のためのコーディングされたビデオデータを生成するようなコーディングデバイスの例
に過ぎない。いくつかの例では、ソースおよび宛先デバイスは、デバイスの各々がビデオ
符号化および復号コンポーネントを含むような実質的に対称的な形でオペレートし得る。
したがって例となるシステムは、たとえば、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオ
ブロードキャスト、またはビデオ電話のために、ビデオデバイス同士の間の一方向または
二方向ビデオ送信をサポートし得る。
【０３６８】
　[0427]ビデオソースは、ビデオカメラのようなキャプチャデバイス、前にキャプチャさ
れたビデオを保有するビデオアーカイブ、および／またはビデオコンテンツプロバイダか
らビデオを受信するためのビデオフィードインターフェースを含み得る。さらなる代替と
して、ビデオソースは、ソースビデオとしてのコンピュータグラフィックベースのデータ
、またはライブビデオ、アーカイブされたビデオ、およびコンピュータ処理されたビデオ
の組合せを生成し得る。いくつかのケースでは、ビデオソースがビデオカメラである場合
、ソースデバイスおよび宛先デバイスは、いわゆるカメラ電話またはビデオ電話を形成し
得る。しかしながら上で言及されたように、本開示で説明されている技法は、ビデオコー
ディングに一般に適用可能であり得、ワイヤレスおよび／または有線アプリケーションに
適用され得る。各ケースでは、キャプチャされた、事前キャプチャされた、またはコンピ
ュータ処理されたビデオは、ビデオエンコーダによって符号化され得る。符号化されたビ
デオ情報はその後、コンピュータ可読媒体上に出力インターフェースによって出力され得
る。
【０３６９】
　[0428]着目されたように、コンピュータ可読媒体は、ワイヤレスブロードキャストまた
は有線ネットワーク送信といった一時的な媒体、またはハードディスク、フラッシュドラ
イブ、コンパクトディスク、デジタルビデオディスク、ブルーレイディスク、または他の
コンピュータ可読媒体といった記憶媒体（つまり、非一時的記憶媒体）を含み得る。いく
つかの例では、ネットワークサーバ（図示せず）は、ソースデバイスから符号化されたビ
デオデータを受信し、たとえばネットワーク送信を介して、宛先デバイスに符号化された
ビデオデータを提供し得る。同様に、ディスクスタンピング設備のような媒体製造設備（
medium production facility）のコンピューティングデバイスは、ソースデバイスから符
号化されたビデオデータを受信し、符号化されたビデオデータを収容するディスクを作り
出し得る。したがって、コンピュータ可読媒体は、様々な例において、様々な形式の１つ
または複数のコンピュータ可読媒体を含むように理解され得る。
【０３７０】
　[0429]宛先デバイスの入力インターフェースは、コンピュータ可読媒体から情報を受信
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する。コンピュータ可読媒体の情報は、ブロックおよび他のコーディングされた単位、た
とえばピクチャグループ（ＧＯＰ：groups of pictures）の特性および／または処理を説
明するシンタックス要素（syntax element）を含む、ビデオエンコーダによって定義され
るシンタックス情報を含み得、これは、ビデオデコーダによっても使用される。ディスプ
レイデバイスは、ユーザに復号されたビデオデータをディスプレイし、陰極線管（ＣＲＴ
）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）ディスプレイ、または別のタイプのディスプレイデバイスといった様々なディスプレ
イデバイスの何れも備え得る。本発明の様々な実施形態が説明されてきた。
【０３７１】
　[0430]符号化デバイス１０４および復号デバイス１１２の具体的な詳細は、図１１およ
び図１２でそれぞれ示されている。図１１は、本開示で説明される技法の１つまたは複数
を実装し得る例となる符号化デバイス１０４を例示するブロック図である。符号化デバイ
ス１０４は、たとえば、ここで説明されているシンタックス構造（たとえば、ＶＰＳ、Ｓ
ＰＳ、ＰＰＳ、または他のシンタックス要素のシンタックス構造）を生成し得る。符号化
デバイス１０４は、ビデオスライス内のビデオブロックのイントラ予測およびインター予
測コーディングを実行し得る。これより前に説明された通り、イントラコーディング（In
tra-coding）は、所与のビデオフレームまたはピクチャ内の空間的冗長性を低減または取
り除くために空間予測に、少なくとも部分的に依存する。インターコーディング（Inter-
coding）は、ビデオシーケンスの隣接または周りのフレーム内の時間的冗長性を低減また
は取り除くために時間予測に、少なくとも部分的に依存する。イントラモード（Ｉモード
）は、幾つかの空間ベースの圧縮モードの何れも指し得る。単一方向予測（Ｐモード）ま
たは双予測（Ｂモード）のようなインターモードは、いくつかの時間ベースの圧縮モード
の何れも指し得る。
【０３７２】
　[0431]符号化デバイス１０４は、分割ユニット３５、予測処理ユニット４１、フィルタ
ユニット６３、ピクチャメモリ６４、加算器５０、変換処理ユニット５２、量子化ユニッ
ト５４、およびエントロピー符号化ユニット５６を含む。予測処理ユニット４１は、動き
推定ユニット４２、動き補償ユニット４４、およびイントラ予測処理ユニット４６を含む
。ビデオブロック再構築では、ビデオエンコーダ１０４はまた、逆量子化ユニット５８、
逆変換処理ユニット６０、および加算器６２を含む。フィルタユニット６３は、デブロッ
キングフィルタ、適応ループフィルタ（ＡＬＦ）、およびサンプル適応オフセット（ＳＡ
Ｏ）フィルタのような１つまたは複数のループフィルタを表すように意図されている。フ
ィルタユニット６３は、ループフィルタであるとして図１１に示されているけれども、他
の構成では、フィルタユニット６３は、ポストループフィルタとして実装され得る。後処
理デバイス（A post processing device）５７は、符号化デバイス１０４によって生成さ
れる符号化されたビデオデータに対して追加の処理を実行し得る。本開示の技法は、いく
つかの事例では、符号化デバイス１０４によって実装され得る。しかしながら、他の事例
では、本開示の技法のうちの１つまたは複数が、後処理デバイス５７によって実装され得
る。
【０３７３】
　[0432]図１１に示されるように、符号化デバイス１０４は、ビデオデータを受信し、分
割ユニット３５は、データを複数のビデオブロックに分割する。その分割はまた、スライ
ス、スライスセグメント、タイル、または他のより大きなユニットへの分割、ならびに、
たとえばＬＣＵおよびＣＵの四分木構造にしたがったビデオブロック分割を含み得る。ン
コーディングデバイス１０４は、概して、符号化されるべきビデオスライス内のビデオブ
ロックを符号化するコンポーネントを例示する。スライスは、複数のビデオブロック（お
よび場合により、タイルと称されるビデオブロックのセット）に分割され得る。予測処理
ユニット４１は、エラー結果（たとえば、コーディングレートおよび歪みのレベル）に基
づいて現在のビデオブロックのために、複数のイントラコーディングモードのうちの１つ
、または複数のインターコーディングモードのうちの１つ、のような複数の可能なコーデ
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ィングモードのうちの１つを選択し得る。予測処理ユニット４１は、残差ブロックデータ
を生成する加算器５０に、および参照ピクチャとして使用される符号化されたブロックを
再構成する加算器６２に、結果として生じるイントラまたはインターコーディングされた
ブロックを提供し得る。
【０３７４】
　[0433]予測処理ユニット４１内のイントラ予測処理ユニット４６は、空間的圧縮を提供
するためにコーディングされる現在ブロックと同じフレームまたはスライスにおける１つ
または複数の近隣ブロックに関連して現在のビデオブロックのイントラ予測コーディング
を実行し得る。予測処理ユニット４１内の動き推定ユニット４２および動き補償ユニット
４４は、時間的圧縮を提供するために、１つまたは複数の参照ピクチャにおける１つまた
は複数の予測ブロックに関連して現在のビデオブロックのインター予測コーディングを実
行する。
【０３７５】
　[0434]動き推定ユニット４２は、ビデオシーケンスについての所定のパターンにしたが
って、ビデオスライスに対するインター予測モードを決定するように構成され得る。所定
のパターンは、Ｐスライス、Ｂスライス、またはＧＰＢスライスとしてシーケンスにおけ
るビデオスライスを指定し得る。動き推定ユニット４２および動き補償ユニット４４は、
高度に統合され得るが、概念上の目的で別個に例示されている。動き推定ユニット４２に
よって実行される動き推定は、ビデオブロックに関する動きを推定する動きベクトルを生
成するプロセスである。動きベクトルは、たとえば、参照ピクチャ内の予測ブロックに関
連して、現在のビデオフレームまたはピクチャ内のビデオブロックの予測ユニット（ＰＵ
）の変位を示し得る。
【０３７６】
　[0435]予測ブロックは、ピクセル差の観点から、コーディングされることとなるビデオ
ブロックのＰＵに厳密に一致すると認められるブロックであり、これは、差分絶対値和（
ＳＡＤ）、差分二乗和（ＳＳＤ）、または他の差分メトリックによって決定され得る。い
くつかの例では、ビデオエンコーダ１０４は、参照ピクチャメモリ６４に記憶された参照
ピクチャのサブ整数ピクセル位置に関する値を計算し得る。たとえば、符号化デバイス１
０４は、参照ピクチャの４分の１ピクセル位置、８分の１ピクセル位置、または他の分数
ピクセル位置の値を補間し得る。したがって、動き推定ユニット４２は、フルピクセル位
置および分数のピクセル位置に関連する動き探索を実行し、分数ピクセル精細度を有する
動きベクトルを出力し得る。
【０３７７】
　[0436]動き推定ユニット４２は、ＰＵの位置を参照ピクチャの予測ブロックの位置と比
較することによって、インターコーディングされたスライスにおけるビデオブロックのＰ
Ｕに関する動きベクトルを計算する。参照ピクチャは、各々がピクチャメモリ６４に記憶
された１つまたは複数の参照ピクチャを特定する第１の参照ピクチャリスト（リスト０）
または第２の参照ピクチャリスト（リスト１）から選択され得る。動き推定ユニット４２
は、エントロピー符号化ユニット５６および動き補償ユニット４４に算出された動きベク
トルを送る。
【０３７８】
　[0437]動き補償ユニット４４によって実行される動き補償は、動き推定によって決定さ
れた動きベクトルに基づいて、予測ブロックをフェッチすることまたは生成することを伴
い得、場合によっては、サブ画素精度への補間を実行する。現在ビデオブロックのＰＵに
ついての動きベクトルを受信すると、動き補償ユニット４４は、参照ピクチャリストに、
動きベクトルが指す予測ブロックを位置付け得る。ビデオエンコーダ１０４は、コーディ
ングされている現在のビデオブロックの画素値から予測ブロックの画素値を減算すること
によって、画素差分値を形成して、残差ビデオブロックを形成する。ピクセル差分値は、
ブロックに関する残差データを形成し、輝度および彩度差分のコンポーネントの両方を含
むことができる。加算器５０は、この減算演算を実行する１つまたは複数のコンポーネン
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トを表す。動き補償ユニット４４はまた、ビデオスライスのビデオブロックを復号する際
に、ビデオデコーダ１１２によって使用されるビデオスライスおよびビデオブロックに関
連付けられたシンタックス要素を生成し得る。
【０３７９】
　[0438]イントラ予測処理ユニット４６は、上で説明されたように、動き推定ユニット４
２および動き補償ユニット４４によって実行されるインター予測の代替として、現在ブロ
ックをイントラ予測し得る。特に、イントラ予測処理ユニット４６は、現在ブロックを符
号化するために使用するイントラ予測モードを決定し得る。いくつかの例では、イントラ
予測処理ユニット４６は、たとえば、別個の符号化パス中に、様々なイントラ予測モード
を使用して現在ブロックを符号化し得、イントラ予測ユニット処理４６は、テストされた
モードから使用すべき適切なイントラ予測モードを選択し得る。たとえば、イントラ予測
処理ユニット４６は、様々なテストされたイントラ予測モードについてレート歪み分析（
rate-distortion analysis）を使用してレート歪み値（rate-distortion value）を算出
し、テストされたモードのうちで最良のレート歪み特性を有するイントラ予測モードを選
択し得る。レート歪み分析は一般に、符号化されたブロックと符号化されたブロックを作
り出すために符号化された元の非符号化ブロックとの間の歪み（または誤差）の量、なら
びに符号化されたブロックを作り出すために使用されるビットレート（即ちビット数）を
決定する。イントラ予測処理ユニット４６は、ブロックについてどのイントラ予測モード
が最良のレート歪み値を示すかを決定するために、様々な符号化されたブロックについて
の歪みおよびレートから比を算出し得る。
【０３８０】
　[0439]何れのケースでも、ブロックについてイントラ予測モードを選択した後に、イン
トラ予測処理ユニット４６は、ブロックについて選択されたイントラ予測モードを示す情
報をエントロピー符号化ユニット５６に提供し得る。エントロピー符号化ユニット５６は
、選択されたイントラ予測モードを示す情報を符号化し得る。符号化デバイス１０４は、
様々なブロックのための符号化コンテキストの定義のみならず、最確イントラ予測モード
（most probable intra-prediction mode）のインジケーション、イントラ予測モードイ
ンデックステーブル、およびコンテキストの各々に対して使用すべき修正されたイントラ
予測モードインデックステーブルを、送信されたビットストリーム構成データ中に含み得
る。ビットストリーム構成データは、複数のイントラ予測モードインデックステーブルと
、複数の修正されたイントラ予測モードインデックステーブル（コードワードマッピング
テーブルとも称される）とを含み得る。
【０３８１】
　[0440]予測処理ユニット４１がインター予測またはイントラ予測の何れかを介して現在
のビデオブロックに関する予測ブロックを生成した後で、ビデオエンコーダ１０４は、現
在のビデオブロックから予測ブロックを減算することによって残差ビデオブロックを形成
する。残差ブロックにおける残差ビデオデータは、１つまたは複数のＴＵに含まれ、変換
処理ユニット５２に適用され得る。変換処理ユニット５２は、離散コサイン変換（ＤＣＴ
）または概念上類似の変換のような変換を使用して残差ビデオデータを残差変換係数に変
換する。変換処理ユニット５２は、残差ビデオデータを画素ドメインから周波数ドメイン
のような変換ドメインに変換し得る。
【０３８２】
　[0441]変換処理ユニット５２は、結果として生じた変換係数を量子化ユニット５４に送
り得る。量子化ユニット５４は、ビットレートをさらに低減するために変換係数を量子化
する。量子化プロセスは、係数のいくつかまたは全てに関連付けられたビット深度を低減
し得る。量子化の程度は量子化パラメータを調整することによって修正され得る。いくつ
かの例では、量子化ユニット５４はその後、量子化された変換係数を含む行列の走査を実
行し得る。代わりとして、エントロピー符号化ユニット５６が該走査を実行し得る。
【０３８３】
　[0442]量子化に続いて、エントロピー符号化ユニット５６は、量子化された変換係数を
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エントロピー符号化する。たとえば、エントロピー符号化ユニット５６は、コンテキスト
適応型可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ）、コンテキスト適応型バイナリ算術コーディン
グ（ＣＡＢＡＣ）、シンタックスベースのコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング
（ＳＢＡＣ）、確率間隔分割エントロピー（ＰＩＰＥ：probability interval partition
ing entropy）コーディング、または別のエントロピーコーディング技法を実行し得る。
エントロピー符号化ユニット５６によるエントロピー符号化に続いて、符号化されたビッ
トストリームは、復号デバイス１１２に送信され得るか、または復号デバイス１１２によ
る後の送信または取り出しのためにアーカイブされ得る。エントロピー符号化ユニット５
６はまた、コーディングされている現在のビデオスライスのための他のシンタックス要素
および動きベクトルをエントロピー符号化することもできる。
【０３８４】
　[0443]逆量子化ユニット５８および逆変換処理ユニット６０は、参照ピクチャの参照ブ
ロックとしての後の使用のために、ピクセルドメイン内において残差ブロックを再構築す
るために、それぞれ逆量子化および逆変換を適用する。動き補償ユニット４４は、参照ピ
クチャリスト内の参照ピクチャのうちの１つの予測ブロックに残差ブロックを加算するこ
とによって、参照ブロックを計算し得る。動き補償ユニット４４はまた、動き推定におい
て使用されるサブ整数ピクセル値を算出するために、再構築された残差ブロックに１つま
たは複数の補間フィルタを適用もし得る。加算器６２は、ピクチャメモリ６４への記憶用
に参照ブロックを作り出すために、動き補償ユニット４４によって作り出された動き補償
された予想ブロックに再構築された残差ブロックを追加する。参照ブロックは、後続のビ
デオフレームまたはピクチャにおいてブロックをインター予測するために、参照ブロック
として動き推定ユニット４２および動き補償ユニット４４によって使用され得る。
【０３８５】
　[0444]このように、図１１の符号化デバイス１０４は、符号化されたビデオビットスト
リームについてのシンタックスを生成するように構成されたビデオエンコーダの例を表し
ている。符号化デバイス１０４は、たとえば、上述されたように、ＶＰＳ、ＳＰＳ、およ
びＰＰＳパラメータセットを生成し得る。符号化デバイス１０４は、図７および図８に関
して上で説明されたプロセスを含む、本明細書で説明されている技法の何れも実行し得る
。本開示の技法は概して、符号化デバイス１０４に関して説明されてきたが、上で言及さ
れたように、本開示の技法のうちのいくつかはまた、後処理デバイス５７によって実装さ
れ得る。
【０３８６】
　[0445]図１２は、例となる復号デバイスを例示するブロック図である。復号デバイス１
１２は、エントロピー復号ユニット８０、予測処理ユニット８１、逆量子化ユニット８６
、逆変換処理ユニット８８、加算器９０、フィルタユニット９１、およびピクチャメモリ
９２を含む。予測処理ユニット８１は、動き補償ユニット８２、およびイントラ予測処理
ユニット８４を含む。復号デバイス１１２は、いくつかの例では、図１６からの符号化デ
バイス１０４に関して説明された符号化パスに対して概して逆である復号パスを実行し得
る。
【０３８７】
　[0446]復号プロセス中、復号デバイス１１２は、符号化デバイス１０４によって送られ
る符号化されたビデオスライスのビデオブロックおよび関連するシンタックス要素を表す
符号化されたビデオビットストリームを受信する。いくつかの実施形態では、復号デバイ
ス１１２は、符号化デバイス１０４から符号化されたビデオビットストリームを受信し得
る。いくつかの実施形態では、復号デバイス１１２は、サーバ、媒体認識ネットワーク要
素（ＭＡＮＥ：a media-aware network element）、ビデオエディタ／スプライサ、また
は上で説明された技法のうちの１つまたは複数を実装するように構成された他のそのよう
なデバイスのようなネットワークエンティティ７９から符号化されたビデオビットストリ
ームを受信し得る。ネットワークエンティティ７９は、符号化デバイス１０４を含むこと
も含まないこともある。本開示において説明されている技法のうちのいくつかは、ネット
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ワークエンティティ７９が復号デバイス１１２に符号化されたビデオビットストリームを
送信するより前にネットワークエンティティ７９によって実装され得る。いくつかのビデ
オ復号システムでは、ネットワークエンティティ７９および復号デバイス１１２は、別個
のデバイスの一部であり得るが、その一方で、他の事例では、ネットワークエンティティ
７９に関して説明されている機能は、復号デバイス１１２を備える同じデバイスによって
実行され得る。
【０３８８】
　[0447]復号デバイス１１２のエントロピー復号ユニット８０は、量子化された係数、動
きベクトル、および他のシンタックス要素を生成するために、ビットストリームをエント
ロピー復号する。エントロピー復号ユニット８０は、動きベクトルおよび他のシンタック
ス要素を予測処理ユニット８１に転送する。ビデオデコーダ１１２は、ビデオスライスレ
ベルおよび／またはビデオブロックレベルでシンタックス要素を受信し得る。エントロピ
ー復号ユニット８０は、ＶＰＳ、ＳＰＳ、およびＰＰＳのような、または複数のパラメー
タセット中の固定長シンタックス要素と可変長シンタックス要素との両方を処理およびパ
ースし得る。
【０３８９】
　[0448]ビデオスライスがイントラコーディング（Ｉ）スライスとしてコーディングされ
るとき、イントラ予測処理ユニット８１のイントラ予測処理ユニット８４は、現在のフレ
ームまたはピクチャの前に復号されたブロックからのシグナリングされたイントラ予測モ
ードおよびデータに基づいて、現在のビデオスライスのビデオブロックに関する予測デー
タを生成し得る。ビデオフレームがインターコーディングされた（即ち、Ｂ、Ｐ、または
ＧＰＢ）スライスとしてコーディングされるとき、動き補償ユニット８１の動き補ユニッ
ト８２は、エントロピー復号ユニット８０から受信された動きベクトルおよび他のシンタ
ックス要素に基づいて、現在のビデオスライスのビデオブロックについての予測ブロック
を作り出す。予測ブロックは、参照ピクチャリスト内の参照ピクチャのうちの１つから生
成され得る。復号デバイス１１２は、ピクチャメモリ９２に記憶された参照ピクチャに基
づいてデフォルトの構築技法を使用して、参照フレームリスト、即ちリスト０およびリス
ト１を構築し得る。
【０３９０】
　[0449]動き補償ユニット８２は、動きベクトルおよび他のシンタックス要素を解析する
ことによって現在のビデオスライスのビデオブロックについての予測情報を決定し、復号
されている現在ビデオブロックについての予測ブロックを作り出すために該予測情報を使
用する。たとえば、動き補償ユニット８２は、ビデオスライスのビデオブロックをコーデ
ィングするために使用された予測モード（たとえば、イントラまたはインター予測）、イ
ンター予測スライスタイプ（たとえば、Ｂスライス、Ｐスライス、またはＧＰＢスライス
）、スライスのための１つまたは複数の参照ピクチャリストについての構築情報、スライ
スの各インター符号化されたビデオブロックについての動きベクトル、スライスの各イン
ターコーディングされたビデオブロックについてのインター予測ステータス、および現在
のビデオスライス中のビデオブロックを復号するための他の情報を決定するために、パラ
メータセット中の１つまたは複数のシンタックス要素を使用する。
【０３９１】
　[0450]動き補償ユニット８２はまた、補間フィルタに基づいて補間を実行し得る。動き
補償ユニット８２は、参照ブロックのサブ整数ピクセルについて補間される値を算出する
ために、ビデオブロックの符号化中に符号化デバイス１０４によって使用されたような補
間フィルタを使用し得る。このケースでは、動き補償ユニット８２は、受信されたシンタ
ックス要素から符号化デバイス１０４によって使用される補間フィルタを決定し、予測ブ
ロックを作り出すために補間フィルタを使用し得る。
【０３９２】
　[0451]逆量子化ユニット８６は、ビットストリームにおいて提供され、かつエントロピ
ー復号ユニット８０によって復号された量子化された変換係数を、逆の量子化（inverse 
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quantizes）をする、または逆量子化（dequantize）する。逆量子化プロセスは、量子化
の程度と、また同様に、適用されるべき逆量子化の程度を決定するための、ビデオスライ
スにおける各ビデオブロックについて符号化デバイス１０４によって算出される量子化パ
ラメータの使用を含み得る。逆変換処理ユニット８８は、ピクセルドメインにおいて残差
ブロックを作り出すために、変換係数に逆変換（たとえば、逆ＤＣＴまたは他の適した逆
変換）、逆整数変換、または概念上同様の逆変換プロセスを適用する。
【０３９３】
　[0139]動き補償ユニット８２が動きベクトルおよび他のシンタックス要素に基づいて現
在ビデオブロックについての予測ブロックを生成した後に、復号デバイス１１２は、動き
補償ユニット８２によって生成された対応する予測ブロックで逆変換処理ユニット８８か
ら残差ブロックを加算することによって復号されたビデオブロックを形成する。加算器９
０は、この加算演算を実行する１つまたは複数のコンポーネントを表す。望まれた場合、
（コーディングループ内またはコーディングループ後のどちらかの）ループフィルタもま
た、ピクセル遷移を円滑にするために使用され得るか、または別の形でビデオ品質を改善
し得る。フィルタユニット９１は、デブロッキングフィルタ、適応ループフィルタ（ＡＬ
Ｆ）、およびサンプル適応オフセット（ＳＡＯ）フィルタのような１つまたは複数のルー
プフィルタを表すように意図されている。フィルタユニット９１は、ループフィルタであ
るとして図１２に示されているけれども、他の構成では、フィルタユニット９１は、ポス
トループフィルタとして実装され得る。所与のフレームまたはピクチャ中の復号されたビ
デオブロックはその後、後続の動き補償に使用されるピクチャを記憶する参照ピクチャメ
モリ９２に記憶される。ピクチャメモリ９２はまた、図１に示されたビデオ宛先ディスプ
レイデバイス１２２のようなディスプレイデバイス上での後のディスプレイのために、復
号されたビデオを記憶する。
【０３９４】
　[0453]前述の説明では、本願の態様は、その特定の実施形態に関して説明されているが
、当業者は、本発明はそれに限定されないと認識するだろう。したがって、本願の例示的
な実施形態が本明細書で詳細に説明されてきたが、発明の概念は、他の方法で様々に具現
化および用いられ得、および添付された特許請求の範囲は、先行技術によって限定される
場合を除いて、そのような様々な変形を含むように解釈されることを意図されていること
が理解されることになる。上で説明された本発明の様々な特徴および態様は、個々にまた
は合わせて使用され得る。さらに、実施形態は、本明細書のより趣旨および範囲から逸脱
することなく、本明細書説明されたものを超えたあらゆる数の環境および適用において利
用され得る。したがって、本明細書および図面は、限定するのではなく例示的であると見
なされることになる。例示を目的として、方法は、特定の順序で説明された。代替の実施
形態では、方法が説明されたものとは異なる順序で実行され得ることは認識されるべきで
ある。
【０３９５】
　[0454]コンポーネントが、ある特定のオペレーションを実行する「ように構成される」
ものとして説明されている場合、このような構成は、たとえば、オペレーションを実行す
るように電子回路または他のハードウェアを設計することによって、オペレーションを実
行するようにプログラム可能な電子回路（たとえば、マイクロプロセッサ、または他の好
適な電子回路）をプログラミングすることによって、またはそれらの任意の組合せで、達
成され得る。
【０３９６】
　[0455]本明細書で開示されている実施形態に関連して説明された様々な例示的な論理ブ
ロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せとして実装され得る。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に例示するために、様々な例示的なコンポー
ネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、概してそれらの機能の観点か
ら上で説明されてきた。このような機能性が、ハードウェアとして実装されるか、または
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られる設計制約に依存する。当業者は、各特定のアプリケーションのための様々な方法で
説明された機能を実装し得るけれども、そのような実装決定は、本願発明の範囲からの逸
脱を引き起こすとして解釈されるべきではない。
【０３９７】
　[0456]本明細書説明されている技法はまた、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。そのような
技法は、汎用コンピュータ、ワイヤレス通信デバイスハンドセット、またはワイヤレス通
信デバイスハンドセットおよび他のデバイスにおける適用を含む複数の用途を有する集積
回路デバイスのような複数のデバイスのうちの何れにおいても実装され得る。デバイスま
たは構成要素として記述された任意の特徴は、集積論理デバイスでまとめて、または、デ
ィスクリートではあるが相互動作可能な論理デバイスとして別個に実装され得る。ソフト
ウェアで実装された場合、本技法は、実行されたとき、上で説明された方法のうちの１つ
または複数を実行する命令を含むプログラムコードを備えるコンピュータ可読データ記憶
媒体によって、少なくとも部分的に実現され得る。コンピュータ読取可能なデータ記憶媒
体は、パッケージングマテリアルを含み得るコンピュータプログラム製品の一部を形成し
得る。コンピュータ可読媒体は、同期動的ランダムアクセスメモリ（ＳＤＲＡＭ）のよう
なランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、不揮発ランダムアク
セスメモリ（ＮＶＲＡＭ）、電気的消去可能なプログラマブル読取専用メモリ（ＥＥＰＲ
ＯＭ（登録商標））、ＦＬＡＳＨメモリ、磁気または光学データ記憶媒体、等のメモリま
たはデータ記憶媒体を備え得る。技法は、加えて、または代わりに、少なくとも部分的に
、伝播される信号または波のような、コンピュータによってアクセス、読取、および／ま
たは実行されることができ、かつ、データ構造または命令の形式でプログラムコードを搬
送または通信するコンピュータ可読通信媒体によって実現され得る。
【０３９８】
　[0457]プログラムコードは、１つまたは複数のデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）
、汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマ
ブル論理アレイ（ＦＰＧＡ）、または他の同等の集積回路またはディスクリート論理回路
のような１つまたは複数のプロセッサを含み得るプロセッサによって実行され得る。その
ようなプロセッサは、本開示で説明されている技法のうちの何れも実行するように構成さ
れ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るけれども、代わりとしてプロセ
ッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステー
トマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえ
ば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
携した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または何れの他のこのような構成としても
実装され得る。したがって、本明細書で使用される場合、「プロセッサ」という用語は、
前述の構造の何れも、前述の構造のいずれの組合せも、または本明細書で説明されている
技法の実装に適した何れの他の構造または装置も指し得る。加えていくつかの態様では、
本明細書で説明されている機能は、符号化および復号のために構成された専用ソフトウェ
アモジュールまたはハードウェアモジュール内で提供され得るか、あるいは組み合わせら
れたコデックに組み込まれ得る。
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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月2日(2019.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを処理するための方法であって、
　前記ビデオデータを受信することと、ここにおいて、前記ビデオデータは、少なくとも
２つのビデオ信号を含み、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得することと、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定することと、
ここにおいて、ディスプレイ領域は、ビデオ信号がディスプレイされることになるビデオ
フレームの一部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれのアソシ
エーションを決定することと、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセット
は、ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラ
メータを決定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成することと、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成することと、ここにお
いて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブロック
を含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号と前記
１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれぞれ
のアソシエーションを符号化することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、前記
ビデオフレーム内の前記ディスプレイ領域の順序にしたがって前記符号化されたビットス
トリームに前記１つまたは複数のメタデータブロックを配置することを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、各々
が前記決定されたそれぞれのアソシエーションを示す前記符号化されたビットストリーム
に１つまたは複数の値を挿入することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１のディスプレ
イ領域は、前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第２のビデオ信号のための第２のデ
ィスプレイ領域と重なり、前記重なっている領域において使用すべき前記１つまたは複数
のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変
換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域と前記第２のディスプレイ領域との間の優
先度によって決定される、請求項１に記載の方法。
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【請求項５】
　前記優先度は、前記第１のディスプレイ領域および前記第２のディスプレイ領域が前記
ビデオフレームにおいてディスプレイされる順序に基づく、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記優先度は、前記ビデオデータによって提供される値に基づく、請求項４に記載の方
法。
【請求項７】
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　ビデオデータを処理するための装置であって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、ここにおいて、前記ビデオデータ
は、少なくとも２つのビデオ信号を含む、
　プロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得することと、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定することと、
ここにおいて、ディスプレイ領域は、２つのビデオ信号がディスプレイされることになる
ビデオフレームの複数の部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれのアソシ
エーションを決定することと、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセット
は、ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラ
メータを決定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成することと、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成することと、ここにお
いて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブロック
を含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号と前記
１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれぞれ
のアソシエーションを符号化することと、
　を行うように構成される、装置。
【請求項９】
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、前記
ビデオフレーム内の前記ディスプレイ領域の順序にしたがって前記符号化されたビットス
トリームに前記１つまたは複数のメタデータブロックを配置することを含む、請求項８に
記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、各々
が前記決定されたそれぞれのアソシエーションを示す前記符号化されたビットストリーム
に１つまたは複数の値を挿入することを含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１のディスプレ
イ領域は、前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第２のビデオ信号のための第２のデ
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ィスプレイ領域と重なり、前記重なっている領域において使用すべき前記１つまたは複数
のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変
換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域と前記第２のディスプレイ領域との間の優
先度によって決定される、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、請求項８に記載
の装置。
【請求項１３】
　命令を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、１つまたは複
数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　ビデオデータを受信することと、ここにおいて、前記ビデオデータは、少なくとも２つ
のビデオ信号を含む、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得することと、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定することと、
ここにおいて、ディスプレイ領域は、ビデオ信号がディスプレイされることになるビデオ
フレームの複数の部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれのアソシ
エーションを決定することと、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセット
は、ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラ
メータを決定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成することと、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成することと、ここにお
いて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブロック
を含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号と前記
１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれぞれ
のアソシエーションを符号化することと、
　を行わせる、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１４】
　ビデオデータを処理するための装置であって、
　前記ビデオデータを受信するための手段と、ここにおいて、前記ビデオデータは、少な
くとも２つのビデオ信号を含み、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得するための手段と、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定するための手
段と、ここにおいて、ディスプレイ領域は、ビデオ信号がディスプレイされることになる
ビデオフレームの複数の部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれのアソシ
エーションを決定するための手段と、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータの
セットは、ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレ
イパラメータを決定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成するための手段と、
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　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成するための手段と、こ
こにおいて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブ
ロックを含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号と前記
１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれぞれ
のアソシエーションを符号化するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項１５】
　ビデオデータを処理する方法であって、
　符号化されたビットストリームを受信することと、ここにおいて、前記符号化されたビ
ットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを
含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
することと、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカ
ラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータ
との間のそれぞれのアソシエーションを決定することと、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号することと、ここにおいて、前記それぞ
れの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディスプレイ
領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を備える、方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記ディスプレ
イ領域の順序に基づく、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記符号化され
たビットストリームに含まれる１つまたは複数の値に基づく、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１
のディスプレイ領域は、前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第２のビ
デオ信号のための第２のディスプレイ領域と重なり、前記重なっている領域において使用
すべき前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセ
ットのカラーボリューム変換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域と前記第２のデ
ィスプレイ領域との間の優先度によって決定される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記優先度は、前記第１のディスプレイ領域および前記第２のディスプレイ領域がビデ
オフレームにおいてディスプレイされる順序に基づく、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記優先度は、前記ビデオデータによって提供される値に基づく、請求項１８に記載の
方法。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、請求項１８に記
載の方法。
【請求項２２】
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　ビデオデータを処理するための装置であって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　プロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、
　符号化されたビットストリームを受信することと、ここにおいて、前記符号化されたビ
ットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを
含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
することと、
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、カラーボリューム変換パラメータ
の前記セットのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれ
のアソシエーションを決定することと、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号することと、ここにおいて、前記それぞ
れの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディスプレイ
領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を行うように構成される、装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記ディスプレ
イ領域の順序に基づく、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記符号化され
たビットストリームに含まれる１つまたは複数の値に基づく、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１
のディスプレイ領域は、前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第２のビ
デオ信号のための第２のディスプレイ領域と重なり、ここにおいて、前記重なっている領
域において使用すべき前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータの
うちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域
と前記第２のディスプレイ領域との間の優先度によって決定される、請求項２２に記載の
装置。
【請求項２６】
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、請求項２２に記
載の装置。
【請求項２７】
　命令を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、１つまたは複
数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　符号化されたビットストリームを受信することと、ここにおいて、前記符号化されたビ
ットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを
含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
することと、
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、カラーボリューム変換パラメータ
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の前記セットのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれ
のアソシエーションを決定することと、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号することと、ここにおいて、前記それぞ
れの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディスプレイ
領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を行わせる、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　ビデオデータを処理するための装置であって、
　符号化されたビットストリームを受信するための手段と、ここにおいて、前記符号化さ
れたビットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは
複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロ
ックを含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
するための手段と、
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、カラーボリューム変換パラメータ
の前記セットのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれ
のアソシエーションを決定するための手段と、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号するための手段と、ここにおいて、前記
それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディス
プレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を備える、装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３９８】
　[0457]プログラムコードは、１つまたは複数のデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）
、汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマ
ブル論理アレイ（ＦＰＧＡ）、または他の同等の集積回路またはディスクリート論理回路
のような１つまたは複数のプロセッサを含み得るプロセッサによって実行され得る。その
ようなプロセッサは、本開示で説明されている技法のうちの何れも実行するように構成さ
れ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るけれども、代わりとしてプロセ
ッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステー
トマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえ
ば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連
携した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または何れの他のこのような構成としても
実装され得る。したがって、本明細書で使用される場合、「プロセッサ」という用語は、
前述の構造の何れも、前述の構造のいずれの組合せも、または本明細書で説明されている
技法の実装に適した何れの他の構造または装置も指し得る。加えていくつかの態様では、
本明細書で説明されている機能は、符号化および復号のために構成された専用ソフトウェ
アモジュールまたはハードウェアモジュール内で提供され得るか、あるいは組み合わせら
れたコデックに組み込まれ得る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ビデオデータを処理するための方法であって、
　前記ビデオデータを受信することと、ここにおいて、前記ビデオデータは、少なくとも
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２つのビデオ信号を含み、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得することと、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定することと、
ここにおいて、ディスプレイ領域は、ビデオ信号がディスプレイされることになるビデオ
フレームの一部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれのアソシ
エーションを決定することと、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセット
は、ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラ
メータを決定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成することと、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成することと、ここにお
いて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブロック
を含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号および
前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれ
ぞれのアソシエーションを符号化することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、前記
ビデオフレーム内の前記ディスプレイ領域の順序にしたがって前記符号化されたビットス
トリームに前記１つまたは複数のメタデータブロックを配置することを含む、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ３］
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、各々
が前記決定されたそれぞれのアソシエーションを示す前記符号化されたビットストリーム
に１つまたは複数の値を挿入することを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１のディスプレ
イ領域は、前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第２のビデオ信号のための第２のデ
ィスプレイ領域と重なり、前記重なっている領域において使用すべき前記１つまたは複数
のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変
換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域と前記第２のディスプレイ領域との間の優
先度によって決定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記優先度は、前記第１のディスプレイ領域および前記第２のディスプレイ領域が前記
ビデオフレームにおいてディスプレイされる順序に基づく、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記優先度は、前記ビデオデータによって提供される値に基づく、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ８］
　ビデオデータを処理するための装置であって、
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　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、ここにおいて、前記ビデオデータ
は、少なくとも２つのビデオ信号を含む、
　プロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得することと、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定することと、
ここにおいて、ディスプレイ領域は、２つのビデオ信号がディスプレイされることになる
ビデオフレームの複数の部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエーション
を決定することと、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセットは、ビデオ
信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決
定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成することと、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成することと、ここにお
いて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブロック
を含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号と前記
１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれぞれ
のアソシエーションを符号化することと、
　を行うように構成される、装置。
［Ｃ９］
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、前記
ビデオフレーム内の前記ディスプレイ領域の順序にしたがって前記符号化されたビットス
トリームに前記１つまたは複数のメタデータブロックを配置することを含む、Ｃ８に記載
の装置。
［Ｃ１０］
　前記少なくとも２つのビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラーボリュームパ
ラメータとの間の前記決定されたそれぞれのアソシエーションを符号化することは、各々
が前記決定されたそれぞれのアソシエーションを示す前記符号化されたビットストリーム
に１つまたは複数の値を挿入することを含む、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１のディスプレ
イ領域は、前記少なくとも２つのビデオ信号のうちの第２のビデオ信号のための第２のデ
ィスプレイ領域と重なり、前記重なっている領域において使用すべき前記１つまたは複数
のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変
換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域と前記第２のディスプレイ領域との間の優
先度によって決定される、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、Ｃ８に記載の装
置。
［Ｃ１３］
　命令を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、１つまたは複
数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　ビデオデータを受信することと、ここにおいて、前記ビデオデータは、少なくとも２つ
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のビデオ信号を含む、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得することと、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定することと、
ここにおいて、ディスプレイ領域は、ビデオ信号がディスプレイされることになるビデオ
フレームの複数の部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のそれぞれのアソシ
エーションを決定することと、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセット
は、ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラ
メータを決定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成することと、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成することと、ここにお
いて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブロック
を含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号と前記
１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれぞれ
のアソシエーションを符号化することと、
　を行わせる、非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１４］
　ビデオデータを処理するための装置であって、
　前記ビデオデータを受信するための手段と、ここにおいて、前記ビデオデータは、少な
くとも２つのビデオ信号を含み、
　前記ビデオデータから１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを取
得するための手段と、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定するための手
段と、ここにおいて、ディスプレイ領域は、ビデオ信号がディスプレイされることになる
ビデオフレームの複数の部分を決定する、
　前記少なくとも２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つのビデオ信号の
うちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメ
ータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエーション
を決定するための手段と、ここにおいて、カラーボリューム変換パラメータのセットは、
ビデオ信号のためのディスプレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメー
タを決定する、
　前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのための１つまたは複
数のメタデータブロックを生成するための手段と、
　前記ビデオデータについて符号化されたビットストリームを生成するための手段と、こ
こにおいて、前記符号化されたビットストリームは、前記１つまたは複数のメタデータブ
ロックを含む、
　前記符号化されたビットストリームにおいて、前記少なくとも２つのビデオ信号と前記
１つまたは複数のセットのカラーボリュームパラメータとの間の前記決定されたそれぞれ
のアソシエーションを符号化するための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ１５］
　ビデオデータを処理する方法であって、
　符号化されたビットストリームを受信することと、ここにおいて、前記符号化されたビ
ットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを
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含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
することと、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、前記１つまたは複数のセットのカ
ラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータ
との間のアソシエーションを決定することと、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号することと、ここにおいて、前記それぞ
れの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディスプレイ
領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を備える、方法。
［Ｃ１６］
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記ディスプレ
イ領域の順序に基づく、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記符号化され
たビットストリームに含まれる１つまたは複数の値に基づく、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１
のディスプレイ領域は、前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第２のビ
デオ信号のための第２のディスプレイ領域と重なり、前記重なっている領域において使用
すべき前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータのうちの１つのセ
ットのカラーボリューム変換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域と前記第２のデ
ィスプレイ領域との間の優先度によって決定される、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記優先度は、前記第１のディスプレイ領域および前記第２のディスプレイ領域がビデ
オフレームにおいてディスプレイされる順序に基づく、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記優先度は、前記ビデオデータによって提供される値に基づく、Ｃ１８に記載の方法
。
［Ｃ２１］
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、Ｃ１８に記載の
方法。
［Ｃ２２］
　ビデオデータを処理するための装置であって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　プロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、
　符号化されたビットストリームを受信することと、ここにおいて、前記符号化されたビ
ットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを
含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
することと、
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、カラーボリューム変換パラメータ
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の前記セットのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエ
ーションを決定することと、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号することと、ここにおいて、前記それぞ
れの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディスプレイ
領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を行うように構成される、装置。
［Ｃ２３］
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記ディスプレ
イ領域の順序に基づく、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号と前記１つまたは複数のセットのカラー
ボリューム変換パラメータとの間の前記それぞれのアソシエーションは、前記符号化され
たビットストリームに含まれる１つまたは複数の値に基づく、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第１のビデオ信号のための第１
のディスプレイ領域は、前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号のうちの第２のビ
デオ信号のための第２のディスプレイ領域と重なり、ここにおいて、前記重なっている領
域において使用すべき前記１つまたは複数のセットのカラーボリューム変換パラメータの
うちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータは、前記第１のディスプレイ領域
と前記第２のディスプレイ領域との間の優先度によって決定される、Ｃ２２に記載の装置
。
［Ｃ２６］
　前記１つまたは複数のメタデータブロックは、１つまたは複数の補足強化情報（ＳＥＩ
）ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）ユニットにおいて符号化される、Ｃ２２に記載の
装置。
［Ｃ２７］
　命令を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、１つまたは複
数のプロセッサによって実行されると、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　符号化されたビットストリームを受信することと、ここにおいて、前記符号化されたビ
ットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは複数の
セットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロックを
含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
することと、
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、カラーボリューム変換パラメータ
の前記セットのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエ
ーションを決定することと、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号することと、ここにおいて、前記それぞ
れの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディスプレイ
領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を行わせる、非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２８］
　ビデオデータを処理するための装置であって、
　符号化されたビットストリームを受信するための手段と、ここにおいて、前記符号化さ
れたビットストリームは、少なくとも２つの符号化されたビデオ信号、および１つまたは
複数のセットのカラーボリューム変換パラメータを含む１つまたは複数のメタデータブロ
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ックを含む、
　前記少なくとも符号化された２つのビデオ信号の各々のためのディスプレイ領域を決定
するための手段と、
　前記少なくとも２つの符号化されたビデオ信号の各々について、前記少なくとも２つの
符号化されたビデオ信号のうちの１つのビデオ信号と、カラーボリューム変換パラメータ
の前記セットのうちの１つのセットのカラーボリューム変換パラメータとの間のアソシエ
ーションを決定するための手段と、
　それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータを使用して、前記
少なくとも２つの符号化されたビデオ信号を復号するための手段と、ここにおいて、前記
それぞれの関連付けられたセットのカラーボリューム変換パラメータは、対応するディス
プレイ領域についての１つまたは複数のディスプレイパラメータを決定する、
　を備える、装置。
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